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序

　本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、亀ヶ崎城跡の調査成果

をまとめたものです。

　亀ヶ崎城跡は、山形県庄内地方の中核都市、酒田市にあります。日本海舟運の拠点の一つであっ

た酒田湊のある最上川河口近くに位置し、古くから交通の要衝として重要な役割を果たしてい

たと考えられます。戦国時代には広大な庄内平野と酒田湊をめぐって、最上氏、上杉氏などの

戦国武将がこの地方の覇権を争い、亀ヶ崎城もたびたび戦乱の舞台となってきました。

　この度、県立酒田東高等学校校舎改築事業にかかわり、亀ヶ崎城跡の発掘調査を実施しました。

調査では、戦国時代の遺構や遺物が数多く見つかりました。

　特に、慶長５年銘のなまり玉木簡を始めとした数多くの文字資料が出土したことによって、

文献史料の少ない当地域に貴重な資料を提供することができました。また、多種多様な遺構・

遺物からは、当時の城が戦いの場だけではなく、生活や生産、流通等様々な活動の場であった

ことを具体的に知ることができました。

　埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の歴史を学び、子孫へと伝えて

いくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動の

啓蒙や普及、学術研究や教育活動などの一助となれば幸いです。

　最後になりますが、調査において御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心から感謝申し

上げます。

　平成 21 年３月

 財団法人　山形県埋蔵文化財センター

理事長　山口常夫　　　　



凡　　例

１ 本書は、県立酒田東高等学校校舎改築事業に係る「亀ヶ崎城跡」の発掘調査報告書である。

２ 既刊の年報、現地調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

３ 調査は山形県の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

４ 本書の執筆は、高桑登が担当し、柏倉俊夫、小笠原正道、佐東秀行、安部実、長橋至、伊藤邦弘、黒坂雅人が監修した。

５ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（世界測地系）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表す。

６ 本書で使用した遺構の分類記号は下記のとおりである。

 Ｓ B…礎石建物・掘立柱建物・橋 ＳＤ…溝・堀 Ｓ K…土坑

 ＳＰ…柱穴・礎石・橋脚 ＳＸ…石敷遺構・木敷遺構・性格不明遺構

 ※遺構の分類記号の前に付した数字は調査次数を表す。

 ※現地調査中に遺構の分類記号を変更したものがあるが、調査次数と番号が同一のものは同じ遺構を表す。 

 ※ 整理の過程で遺構の分類を変更したものについては、現地調査時に付した分類記号を踏襲しているため、

上記の分類と異なる記号を付されている場合もある。

７　遺構・遺物実測図の網点の用法は下記の通りである。それ以外の用法および縮尺については各図に示した。

 遺構実測図　　　　…石　　　　　　…木・柱痕

 遺物実測図　　　　…黒色漆　　　　…赤色漆　　　　…桜皮

８ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、1999 年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版基準

土色帖」によった。

９　山形大学人文学部三上喜孝氏より墨書木簡について御寄稿いただいた。また、弘前大学人文学部文化財論研究室

（関根達人準教授）より第１～３次調査出土遺物について実測図、写真、観察表を提供いただいた。これらは附

編として掲載している。

10 発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々から御協力と御助言をいただいた。（敬称略）

 愛知学院大学　藤澤良祐　　備前市教育委員会　石井啓　　
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所 在 地 山形県酒田市亀ヶ崎１－３－ 60
調査委託者 山形県
調査受託者 財団法人山形県埋蔵文化財センター
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調査担当者 平成 16 年度 調査第一課長 野尻侃
  主任調査研究員 黒坂雅人
  調査研究員 高桑登（調査主任）
  調査員 関口正昭
 平成 17 年度 調査第二課長 佐藤正一
  主任調査研究員 伊藤邦弘
  調査研究員 高桑登（調査主任）
  調査員 渡辺和行
 平成 18 年度 調査第二課長 尾形與典
  専門調査研究員 伊藤邦弘
  調査研究員 高桑登（調査主任）
 平成 20 年度 調査課長 長橋至
  課長補佐 伊藤邦弘
  調査研究員 高桑登（調査主任）
調 査 指 導 山形県教育庁社会教育課文化財保護室（平成 16・17 年度）
 山形県教育庁教育やまがた振興課文化財保護室（平成 18 年度）
 山形県教育庁文化遺産課（平成 20 年度）
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 村上美江子 守屋純子 守屋亭治郎 （五十音順）
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I　調査の経緯

１　調査に至る経過

　亀ヶ崎城跡の本丸、二の丸には現在、山形県立酒田東

高等学校が建ち、その校舎改築等に伴って断続的に発掘

調査が実施されている。本報告が第４・５次調査となる。

　昭和 63 年度に酒田東高等学校の校舎等整備事業に伴

う分布調査が行われ、近世から近代の少なくとも２時期

の遺構面が確認された。その結果に基づき、平成２年度

に第１次発掘調査（特別教室等建設）が実施され、江戸

時代の陶磁器等の生活用具が数多く発掘された（山形県

教委 1991）。平成５年度には体育館建設に伴う第２次発

掘調査が実施され、貞享年間の絵図に記された城代家老

の屋敷地と考えられる地点から、陶磁器・土人形等が多

数出土した。特に肥前陶磁器の優品が多いことが注目さ

れる（山形埋文 1994）。平成６年度には実習室棟の整備

が計画され、第３次発掘調査が実施された。旧制酒田中

学校（県立酒田東高等学校の前進）の基礎、本丸堀の一

部が検出され、17 世紀から 19 世紀の遺物が出土した。

堀底付近から中世にさかのぼる遺物も確認されている

（山形埋文 1995）。

　平成 14 年度、新校舎建設に伴って校舎用地内にあっ

た自転車置き場の解体工事が行われ、山形県教育委員会

によって立会調査が実施された。その結果、遺構面が良

好に残ることが確認され、発掘調査による記録保存が必

要と判断された。

　上記の結果に基づいて、山形県教育庁社会教育課文化

財保護室（現文化遺産課）、山形県教育庁総務課、酒田

東高等学校、財団法人山形県埋蔵文化財センターによる

協議の結果、亀ヶ崎城跡について記録保存を目的とする

緊急発掘調査を実施することで合意し、平成 16・17 年

度に緊急発掘調査を実施した。

２　調査の方法

Ａ　調査範囲・調査区の設定

　調査は新校舎建設範囲を対象としたが、立会調査の結

果から遺構面が２m以上の深さになることが予想され

たため、校舎建設範囲の周囲２mを法面設定部分とし

て確保し、掘り下げを行った。

　新校舎建設範囲には既存の校舎、渡り廊下が残ってい

たため、校舎解体の工程に合わせ調査区を設定した。

　第４次調査は、既存校舎の渡り廊下を挟んで、西側を

Ａ区、東側を B区とした。B区において堀が確認され

たことから、堀の東側部分を C区、西側をD区として

再設定し、第５次調査時に調査を行った。

　第４次調査終了後、既存校舎の解体工事に伴い、山形

県教育委員会によって立会調査が行われた。その結果、

既存校舎部分については建設時のの撹乱が著しいことか

ら、調査対象から除外することとした。また、Ａ区南側

についてもボイラー室の重油タンク埋設によって撹乱さ

れていたことから調査対象外とした。

　第５次調査は第４次調査時に再設定した C区、D区

及び第２校舎北側にE区を設定し調査を行った。

Ｂ　遺構面の設定・掘り下げ

　各調査区について調査範囲設定後に人力によるトレン

チ調査を行い、最上面の遺構面までの深さを確認した。

現地表面から遺構面までは近代以降の盛土と判断し、重

機による除去を行った。表土除去後、撹乱部分等を利用

してトレンチ調査を行い、下層の遺構面を確認した。そ

の結果、粘土による整地層、砂の堆積層、遺物包含層等

が確認された。整地層上面を遺構面として設定し、Ａ・

E区で３面、C・D区で２面の遺構面を設定した。

　各遺構面間には遺物包含層が確認されたため、遺構面

上の遺構精査終了後は、下層の遺構面までは、人力によ

る掘り下げを行っている。

C　グリッド設定

　平面直角座標系第 X系 X= － 122250、Y= － 87060

を原点として、亀ヶ崎城跡の遺跡範囲とその周辺を包含

する 300m方眼の大グリッドを設定した。原点を基準と

して北及び東へＡから I までのアルファベットを付し、

Ⅰ　調査の経緯
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X軸（南北）とY軸（東西）に付されたアルファベッ

ト２文字を大グリッド名とした。交点の第１象限が大グ

リッド名の示す範囲である。

　300mの大グリッドをさらに３mごとに分割し、小グ

リッドを設定した。今回の調査範囲が含まれる FDグ

リッドの原点X=－ 120750、Y=－ 86160 を基準として

X軸、Y軸に 00 ～ 99 の数字を付した。X軸と Y軸に

付された数字を合わせた４桁の数字に、大グリッド名を

合わせたものを小グリッド名とした。大グリッドと同様

に交点の第１象限がグリッド名の示す範囲となる。例と

して第１図にFD5334 グリッドの位置を網点で示した。

D　遺構登録・遺物取り上げ

　遺構番号は各調査次ごとに登録し、遺構分類記号の前

に調査次数を示す数字を付して識別している。遺構番号

は４桁で統一し、それぞれ最初の桁の数字が０の番号は

第１面、２の番号は第２面、３の番号は第３面の遺構に

用いている。

　遺物は遺構出土のものは遺構単位、包含層の遺物は小

グリッド単位で層位ごとに取り上げた。一部の遺物は３

第１図　調査区概要図（1/1,000）（左・下軸：グリッド、右・上軸：公共座標値）
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次元座標を記録して取り上げている。

Ｅ　遺構の記録

　遺構の実測図ついては平面図、土層断面図ともにデジ

タルカメラ撮影画像の三次元解析図化によって作成して

いる。各遺構面の遺構検出後に、隣接する校舎の屋上か

ら調査区全体を撮影し、検出状況の遺構配置図を作成し

た。土層断面図は、各遺構の半裁後に断面を観察し、複

数の層が確認されたものについて作成している。遺構精

査終了後、個別の遺構ごと、またはグリッドごとに図化

用の撮影を行い、それぞれの図面を集成して調査区全体

の遺構配置図を作成している。土層断面を記録していな

い遺構について必要なものについては平面図用の画像か

らエレベーション図を作成した。

　遺構写真は中判カメラを使用し、120 フィルムに 6×

7cm 判で撮影を行った。白黒とカラーリバーサルの２

種類を使用している。すべての土層断面と完掘状況を撮

影している。またメモ写真としてデジタルカメラでも同

カットを撮影している。

F　調査工程

　第４次調査は平成 16 年 5 月 24 日に開始した。Ａ区か

ら調査に着手し、Ａ区は調査区外に十分な残土置き場を

確保することができなかかったため、東西に分割して調

査を行った。Ａ区全体の表土除去後、Ａ区西半部の１～

３面の調査を先行して実施し、8月 6日に西半部の調査

を終了した。その後、西半部を残土置き場として東半部

の調査を進め、9月 10 日にＡ区の調査を終了した。

　Ａ区東半部第３面の調査と一部並行して、B区のトレ

ンチ調査を行い、9月 6日から B区の表土除去を開始し

た。表土除去後、堀岸のラインを検出した段階で重機に

よって堀の最上層（1 層）を掘り下げ、9 月 22 日まで

重機による掘り下げを行った。当初調査予定であった

堀の東側（C区）は残土置き場を確保するために次年度

の調査とし、シート養生した上で B区の残土置き場と

した。B区の調査は堀の両岸で検出された石積遺構と橋

脚の調査を中心として実施し、11 月 4 日に調査を終了

した。その後B区の埋め戻しを実施し、11 月 12 日に第

4次調査を終了した。遺物はコンテナ（内寸 55 × 39 ×

14cm）で 158 箱が出土した。

　第5次調査は平成17年4月18日に開始した。前年、シー

ト養生した C区と新規に設定したD区の表土除去を同

時に行い、D区から遺構精査を開始した。6月 3 日に D

区１面の遺構精査を終了し、人力による第 2面への掘り

下げを行った。7 月 19 日、D区 2 面の遺構精査が終了

した。並行して 7月 9日よりＥ区のトレンチ調査を実施

し、7月 19 日からＥ区の表土除去を開始した。8月 5日、

Ｅ区１面の遺構精査を終了し、2面に向け掘り下げを開

始した。8月 9日から並行してC区１面の遺構検出作業

を実施した。9月 2 日、Ｅ区 2面、C区 1 面の遺構精査

が終了し、下層の面に向けて掘り下げを開始した。9月

29 日、Ｅ区 3 面、C区 2 面の遺構精査を終了し、9 月

30 日に器材等を撤収し、第 5次調査を終了した。166 箱

の遺物が出土した。第４・５次調査合わせて 324 箱の遺

物が出土し、そのうち約 8割が木製品である。

G　整理作業

　整理作業は平成 16・17・18・20 年度に実施した。

　平成 16 年度はＡ・B区出土遺物の洗浄、注記、復元

等の基礎整理作業を実施した。出土遺物には遺跡名、出

土位置、出土年月日を注記した。遺跡名は第 4次調査は

「KS4」、第 5次調査は「KS5」と注記している。陶磁器、

金属製品について実測遺物の抽出、実測を実施した。並

行してＡ・B区遺構図面の校正、写真整理等を行った。

　平成 17 年度は C・Ｄ・E区出土遺物の基礎整理作業

を実施し、陶磁器、木製品、石製品、金属製品について

実測遺物を抽出した。青花については先行して実測を行

い、絵付けの写真実測及びトレースを外部委託した。ま

た、文化庁主催の新発見考古速報展「発掘された日本列

島 2006」への出展が決まったため、木簡等の展示遺物

を先行して実測し、元興寺文化財研究所に委託し保存処

理を行った。また、Ｅ区から出土した備前陶器について、

備前市教育委員会石井啓氏に鑑定を依頼した。並行して

C・Ｄ・Ｅ区の遺構図面の校正作業を行った。

　平成 18 年度は遺物は陶磁器、木製品等の実測を実施

した。多数出土した瀬戸美濃について、愛知学院大学藤

澤良祐氏を招聘し鑑定を依頼した。

　平成 20 年度、木製品の実測とトレース、遺物写真撮影、

報告書編集、執筆作業を実施した。木簡等の文字資料に

ついて、山形大学人文学部三上喜孝氏に解読を依頼した。
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１　地理的環境

　亀ヶ崎城がある山形県酒田市は、山形県の県庁所在地

である山形市より北西約 86㎞に位置し、北部が遊佐町、

東部が真室川町、鮭川村、戸沢村、南部が庄内町、三川町、

鶴岡市と接しており、市西部は日本海に面する。なお北

側の一部は秋田県とも接している。また県内唯一の離島

である飛島（面積 2.32km²）が沖合い 37㎞地点にある。

　酒田市が含まれる庄内平野は、海洋性の気候であり、

年間を通して日本海からの季節風が強く吹きつけてい

る。夏は高温多湿で雨が多く、冬になると強い北風と雪

によって地吹雪が発生する。また全国有数の雷発生地帯

でもある。地形的には、北側に『出羽富士』とも呼ばれ

る山形県の最高峰鳥海山（標高 2,236m）がそびえ、市

西部の海岸線には砂丘地が広がっており、江戸時代には

酒田の豪商本間光丘によって砂防林が作られている。東

側には内陸部と隔てる出羽山地があり、そこから日向

川、新井田川、赤川等の河川が西流する。これらの河川

と県内を縦貫し日本海に注ぐ最上川によって、中小の扇

状地や自然堤防などが形成されている（山形県企画調整

部土地対策課 1979）。このような地勢であるため、平野

部では近世以降水田開発が盛んに行われ、現在では山形

県の主力品種「はえぬき」をはじめとする良質米の産地

として全国的に知られている。最上川河口の酒田港は海

港として恵まれた立地条件を備えており、第 2次、第３

次産業が集積し市街地を形成している。2005 年 11 月に

は、旧酒田市・八幡町・松山町・平田町が合併し、新酒

田市となっている。合併後の総面積は 602.79㎢で、人口

約 11 万人の庄内北部における中心市となっている。

　亀ヶ崎城跡は酒田市亀ヶ崎に所在し、JR 酒田駅の南

西 1.4㎞、国道７号線の西側に位置する。遺跡の範囲に

は、県立酒田東高校のほか、県立酒田商業高校、市立亀

城小学校も含まれる。遺跡範囲は、学校のほか住宅や道

路、公園などで、現在完全に市街地化している。亀ヶ崎

周辺は、新井田川と最上川の合流地点にあたり、港町と

して整備される以前は河川の氾濫原であり、これまでに

何度も大きな洪水に見舞われたことが古い文献にも記さ

れている。また最上川や新井田川の流路も時代によって

変わっており、比較的軟弱な地盤地帯となっている。現

在の亀ヶ崎付近の標高は地表面で約３mを測る。

２　歴史的環境

　亀ヶ崎城跡がある庄内北部の遺跡を概観してみると、

旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡はその多くが丘

陵や高位段丘上に立地しており、弥生時代以降、平野の

縁辺部にも集落遺跡などが見られるようになる。その中

でも北九州の遠賀川様式の特徴を持つ土器が多数出土

した弥生時代前期の生石２遺跡は特に注目される（酒田

市史編纂室 1987・山形埋文 1996）。続く古墳時代から奈

良時代にかけては、南部の鶴岡市では長持型石棺で知ら

れる菱津古墳や５世紀代と推定される鷺畑古墳、古墳時

代前期の集落である畑田遺跡などが存在しているが、最

上川以北ではこの時代の明確な遺跡は非常に少ない。そ

の中で酒田市関に所在する関 B遺跡からは、古墳時代

前期の土師器が出土しており、古墳文化の拡がりを考え

る上で重要な遺跡といえよう（山形県教委 1983）。平安

時代になると、出羽国府と比定される城輪柵跡が酒田市

城輪に出現する。城輪柵跡周辺では、八森遺跡や堂の前

遺跡、生石２遺跡などで囲郭施設や倉庫群といった遺構

が発見されており、これらも官衙関連遺跡と位置付けら

れている（横山 1996）。さらに城輪柵跡から南東 7.1㎞

の高尾山南西部の丘陵には、泉森窯跡が存在し、須恵器

や城輪柵跡出土瓦と同笵の瓦を焼成している（山形埋文

2004）。これらの遺跡の存在から、城輪柵跡周辺は、平

安時代における出羽国の中心地であったと考えられる。

しかし続日本紀などの歴史書に書かれた、全国で出羽国

にのみ存在する水駅の所在地や初期の出羽国府の正確な

場所は未だに不明であり、庄内北部の古代史を明らかに

するための課題はまだまだ多いのが現状である。

　鎌倉から戦国時代にかけては、庄内北部に多くの城館

が築かれる（伊藤他 1997）。現在この地域で確認されて

いる城館のうち７割は山城或いは平山城である。その一

Ⅱ　遺跡の位置と環境
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第 2図　地形分類図（1/100,000）

亀ヶ崎城

山地・丘陵部

自然堤防

旧河道

砂丘・砂浜

河川

人工改変地
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赤川

日向川

新井田川
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海
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島
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本図は『土地分類基本調査　酒田』（山形県企画調整部土地対策課 1978）、同じく『鶴岡』の「地形分類図」を合成し、加筆したものである。
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方で新田目城や砂越城は平野部に築かれた平城であり、

亀ヶ崎城（東禅寺城）も同じく平城であるが、最上川河

口の新井田川合流地点と低湿地に囲まれた水城的性格を

持っていた。平城であるこれら３城は、いずれも河川に

接した場所に立地しており、砂越城では小規模ながら舟

溜まりが見つかっている。河川を通じた海運への繋がり

も十分考えられる。これら中世に築かれた最上川以北の

城の中で、唯一江戸時代末まで存続したのが、亀ヶ崎城

（東禅寺城）である。次に亀ヶ崎城の歴史をみていきたい。

　亀ヶ崎城は、元々東禅寺城と呼ばれており、文明 10

年（1478）、遊佐太郎繁元によって現在県立酒田東高校

が建っている地に築城され、地勢を利用した難攻不落の

名城と称された。それ以前、東禅寺城は酒田市四ツ興野

にあったと伝えられている（酒田市史編纂室 1987）。こ

の地に大浄山東禅寺という仏刹があり、ここを本拠とす

る東禅寺氏という豪族がいた。そのため東禅寺城の名が

付けられたと考えられる。この四ツ興野にあった東禅寺

城は、文正元年（1466）に発生した白髭水の大洪水によっ

て崩壊している（酒田市史編纂室 1988）。

　16 世紀に入ると庄内でも下克上の戦国時代となり、

東禅寺氏も遊佐氏によって滅ぼされ、やがてその遊佐氏

も滅び、川北で最大の勢力を誇った砂越氏もまた永正

10 年（1513）に武藤氏によって滅亡している。

　東禅寺城は武藤氏の支配する城となり、天正 11（1583）

年には武藤義氏の家臣前森蔵人が城主となるが、最上義

光と通じて反乱を起こし、武藤義氏を自刃に追い込む。

この４年後には鎌倉時代から 400 年間庄内地方を治めた

武藤氏は亡ぶのだが、翌天正 16 年（1586）には上杉景

勝の部将で越後国村上の本荘繁長が庄内を攻め落とし上

杉領となり、その後、上杉家家臣甘粕景継、志駄修理亮

などが城主となる。

　慶長６年（1601）、庄内で起きた出羽合戦にともなう

最上氏と上杉氏の戦いでは、最上勢は約 6千の兵で東禅

寺城を攻めたが、容易に落とすことができず、最上方に

付いた下吉忠の勧告によってようやく開城させることが

できた（池他 2007）。志田修理介は城を明け渡した後、

主君上杉景勝のいる会津へと引き揚げている。この戦い

では、酒田市街が焼かれ、多くの人々が犠牲となってい

る。庄内は最上家の領地となり、慶長８年（1603）には

最上義光によって亀ヶ崎城と改名されている（酒田市史

編纂室 1987）。以上のように戦国時代、亀ヶ崎城（東禅

寺城）は、庄内における戦国騒乱の中心地の一つとなっ

ていた。

　元和８年（1622）には、最上義光以来３代に渡って出

羽南部（現在の山形県村山・最上・庄内）を統治してき

た最上家も、家中内紛のため改易となり、替わって譜代

大名酒井氏が庄内に入部する。亀ヶ崎城は庄内藩の支城

とし、幕末まで城代を置き酒田における行政や治安維持

などの中心として機能している。明治維新後の明治３年

（1870）に亀ヶ崎城は取り壊され、現在酒田東高校敷地

内に残る土塁の一部と、酒田市吉田の円通寺山門となっ

ている旧搦手門のみが残っている。

　最後に港町としての酒田の歴史を見てみたい。中世以

降になると、文献資料にも酒田の名が登場するようにな

る。鶴岡市羽黒の玉泉寺の僧南英謙宗禅師の『玉漱軒記』

からは、15 世紀には既に港町として栄えた様子がうか

がえる。また最上川の流路の変化などから、戦国期にあ

たる永正から慶長年間の約 100 年の間に最上川左岸の宮

野浦から右岸へ港町の中心を移転させている。この頃か

ら酒田では廻船問屋であり地侍的商人でもある、36 人

衆によって自治的な町政運営が行われるようになる。江

戸時代は港町として最も繁栄し、江戸初期の寛文年間に

幕府御用商人河村瑞賢によって全国的な東廻り・西廻り

航路が整備されると、酒田港は西廻り航路の起点となり、

各藩や幕府領の米集散地として日本海側有数の港町とな

る。当時の人口をみてみると、明暦２年（1656）には戸

数 1,277 軒、人口 6,385 人であったが、明和７年（1770）

には戸数 3,577 軒、人口 14,845 人と、約 100 年の間に人

口は 2.3 倍となる。井原西鶴の『日本永代蔵』巻二「舟

人馬かた鐙屋の庭」には、36 人衆の一人で、寛永の頃

には酒田町年寄役として町政に関わっていた廻船問屋鐙

屋の繁栄の様子が描かれており、当時を窺い知ることが

できる。この鐙屋は酒田市本町通りに現存し、昭和 59

年には国の史跡に指定されている ( 秋山他 1998)。

　江戸時代を通して港町酒田は発展するのだが、明治維

新後、新たな国内の物資輸送手段として鉄道が登場した

ことや、明治 27 年（1894）の酒田大地震による被害、

そして港町としての繁栄を支えた最上川舟運の終わりと

共に、近代的港湾都市として酒田はその姿を変えていく

ことになる。
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 第３図　遺跡位置図及び大グリッド設定図（1/50,000）
（国土地理院発行２万５千分の１地形図「酒田北部」「酒田南部」「余目」「羽後観音寺」を 50％に縮小して使用）
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酒田市

No. 遺跡名 種別 時代
1 亀ヶ崎城跡 城館 中世・近世
2 新田目城跡 館城 平安・中世
3 城輪柵跡 官衙 奈良・平安
4 豊原遺跡 集落 平安・中世
5 豊原Ｂ遺跡 集落 平安
6 庭田遺跡 集落 平安
7 安田遺跡 集落 平安～明治
8 前田遺跡 墳墓 奈良・平安・中世
9 百野遺跡 集落 平安
10 蛙橋遺跡 集落 平安
11 家際遺跡 散布地 平安
12 中谷地遺跡 散布地 弥生・平安・鎌倉
13 上曽根遺跡 散布地 奈良・平安・中世 ･近世以降
14 東割遺跡 散布地 平安・鎌倉
15 梵天塚遺跡 散布地 平安・鎌倉・中世

No. 遺跡名 種別 時代
16 漆曽根遺跡 集落 平安
17 漆曽根館跡 城館 中世
18 新青渡遺跡 集落 平安
19 船止遺跡 集落 奈良・平安
20 南興野遺跡 集落 平安
21 古荒新田古墳 古墳 古墳
22 大多遺跡 散布地 鎌倉～近世
23 萩島遺跡 散布地 平安
24 熊野田遺跡 集落 平安・中世
25 土崎遺跡 集落 平安
26 手蔵田４遺跡 集落 平安
27 手蔵田５・８遺跡 集落 平安
28 熊手島遺跡 散布地 平安
29 福島遺跡 散布地 平安・鎌倉
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不詳 今の酒田市四ツ興野付近に大浄山東禅寺と称する真言宗の寺が建つ。一勢
力圏を形成し、東禅寺城または酒田城と呼ばれる。長は東禅寺氏または酒
田氏。

文正元年（1466） 遊佐大楯城主遊佐氏が、東禅寺氏を攻める。遊佐太郎繁元、東禅寺城主と
なる。前後にして東禅寺氏、大洪水に押し流される。

文正 2年（1467） 応仁の乱始まる。（～ 1477）

文明 10 年（1478） 繁元、東禅寺城を現在地（酒東敷地）に移築したとされる。

永正 9年（1512） 東禅寺合戦。大宝寺武藤氏と砂越氏が東禅寺城で戦い、武藤氏敗れる。

天文 7年（1538） 武藤晴時、東禅寺城と砂越氏を攻め川北を治める。東禅寺氏滅び、武藤氏
一門を以て継ぐ。

天正 10 年（1582） 本能寺の変。国内再び無統制。

天正 11 年（1583） 武藤老臣前森蔵人、最上義光と通じ尾浦城を攻め、武藤氏自刃する。前森
蔵人、東禅寺城主筑前守を名乗ったとされる。

天正 12 年（1584） 義氏の弟武藤義興、上杉景勝と結び庄内統制に努める。上杉・武藤氏と最
上・東禅寺氏の庄内争奪の様相強まる。

天正 15 年（1587） 東禅寺筑前守が反乱。尾浦城落城、武藤義興自刃する。

天正 16 年（1588） 最上義光と伊達政宗の対立深刻化。上杉方の本庄繁長、庄内に進攻。十五
里ヶ原の合戦。東禅寺筑前守討死。繁長、東禅寺に入城。武藤義興の跡目
で繁長の二男、武藤義勝、出羽国主となる。庄内は実質、上杉支配下となる。

天正 18 年（1590） 秀吉の命で上杉景勝、出羽国内の検地を開始。

天正 19 年（1591） 秀吉、本庄繁長・武藤義勝の所領没収、上杉に与える。東禅寺城代に河村
彦左衛門。

天正 19 ～慶長元年
（1591 ～ 1596）

城主甘粕備後守、大町溝を掘る。

慶長３年（1598） 志駄修理亮、東禅寺城主となる。川村兵蔵、平城としての東禅寺城を整備
する。

慶長 5年（1600） 7 月　志駄修理亮に宛て鉄砲玉が送られる。

9月　関ヶ原の戦い。出羽合戦も始まる。

慶長 6年（1601） 最上義光、上杉支配下の東禅寺城を攻め庄内を制する。亀ヶ崎城主 3万石
に志村伊豆守。

慶長 8年（1603） 徳川家康征夷大将軍となる。義光、東禅寺城を亀ヶ崎城、大宝寺城を鶴ヶ
岡に改称。

慶長 11 年（1611） 亀ヶ崎城主志村伊豆守没する。九郎兵衛光惟跡を継ぐ。

慶長 19 年（1614） 最上義光没する。九郎兵衛光惟、鶴ヶ岡城方に惨殺される。

元和元年（1615） 徳川秀忠一国一城の制を定める。庄内では、鶴ヶ岡城と亀ヶ崎城の二城が
特に許される。亀ヶ崎城の城主を廃し定番とする。

元和 8年（1622） 最上氏改易される。酒井忠勝、庄内に入部。（14 万石）。鶴ヶ岡城を本城、
亀ヶ崎城を支城とする。亀ヶ崎城代に忠勝の叔父松平甚三郎が当たる。町
奉行 1名物頭 2名平氏 20 名。このころから、亀ヶ崎城三の丸は、侍屋敷
が取り壊され、町割に組み込まれる。

寛永 4年（1627） ６月 21 日亀ヶ崎城にて出火。城内を全焼する。

寛文 12 年（1672） 前年の東廻り航路開発に続き、最上幕領米が西廻り航路で初出船する。

貞享年間
（1684 ～ 1685）

『貞享年中亀ヶ崎城図』

正徳 3年（1713） 『編年私記』に、この年、酒田城代屋敷建つの記録がある。

文化元年（1804） ６月４日大地震発生。亀ヶ崎城大破、大手橋折れる。城代宅等全半壊家屋
一千軒を越す。

明治元年（1868） 戊辰戦争（～ 1869）。庄内藩主酒井忠篤開城降伏。酒田に軍務官出張所、
民政局を設置。

明治 4年（1871） 廃藩置県。酒田は大泉県を経て酒田県となる。旧亀ヶ崎城内に県庁を置く。

明治 8年（1875） 県令三島通庸「鳴鶴学校」開校。11 月に亀ヶ崎城跡に移る。

明治 13 年（1880） 城内建物を民間に払い下げる。その後建物を取り壊し畑地とする。

大正 9年（1920） 県立酒田中学校敷地となる。（現在の県立酒田東高等学校）

城主・城代 在任期間

遊佐太郎繁元 文明 10 年～
（1478 ～）

前森蔵人
（東禅寺筑前守）

天正 11 年～天正 16 年
（1583 ～ 1588）

本庄繁長 天正 16 年（1588）

甘糟景継 天正 19 年～慶長３年
（1591 ～ 1598）

志駄修理亮 慶長３年～慶長６年
(1598 ～ 1601）

志村光安 慶長６年～慶長 16 年
（1601 ～ 1616）

志村光惟 慶長 16 年～慶長 19 年
（1616 ～ 1614）

志村九左衛門 慶長 19 年～元和元年
（1614 ～ 1615）

松平甚三郎 元和８年～寛永６年
(1622 ～ 1629)

白井惣右エ門 寛永 6年～寛永 8年
(1629 ～ 1631)

松平甚三郎 寛永 8年～承応元年
(1631 ～ 1652)

松平九郎兵衛 承応元年～万治元年
(1652 ～ 1658)

松平藤兵衛 寛文 10 年～元禄 16 年
(1670 ～ 1703)

松平甚三郎 享保 17 年～元文 4年
(1723 ～ 1739)

酒井図書 寛延元年～宝暦元年
(1748 ～ 1751)

松平甚三郎 宝暦元年～宝暦 8年
(1751 ～ 1758)

酒井図書 宝暦 13 年～安永 6年
(1763 ～ 1777)

竹内五兵衛 安永 10 年～寛政 7年
(1781 ～ 1795)

酒井内匠 寛政 7年～寛政 11 年
(1795 ～ 1799)

酒井吉之允 亨和 2年～文化 7年
(1802 ～ 1810)

酒井弾正 文化 8年～文化 10 年
(1811 ～ 1813)

里美外記 文化 10 年～文化 13 年
(1813 ～ 1816)

松平武右エ衛 文化 13 年～天保 5年
(1816 ～ 1834)

杉山弓之助 天保 12 年～天保 14 年
(1841 ～ 1843)

松平甚三郎 弘化 2年～弘化 3年
(1845 ～ 1846)

酒井奥之助 弘化 3年～弘化 4年
(1846 ～ 1847)

服部瀬兵衛 嘉永 2年～嘉永 5年
(1849 ～ 1852)

松平舎人 嘉永 6年～安政 6年
(1853 ～ 1859)

酒井奥之助 安政 6年～安政 7年
(1859 ～ 1860)

加藤宅馬 安政 7年～慶応 4年
(1860 ～ 1868)

朝岡助九郎 慶応 4年～明治 2年
(1868 ～ 1869)

表 1　亀ヶ崎城年表 表２　亀ヶ崎城主・城代
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III　遺構と遺物

１　遺構の分布

　今回の調査区は近世亀ヶ崎城の本丸、二の丸の範囲に

該当する。C区が本丸、Ａ、Ｄ、Ｅ区が二の丸、B区が

本丸の堀となる（第４図）。Ａ、Ｅ区で３面、C、D区

で２面、B区で１面の遺構面を設定して調査を進めた。

基本層序の堆積状況や出土遺物の様相から、次の４時期

に分類される。各時期ごとに遺構の分布を述べる。

　１期：D区２面

　２期：Ａ・Ｅ区３面・C区２面・D区１面

　３期：Ａ・Ｅ区２面

　４期：A・B・C・Ｅ区１面

１期

　この段階の遺構面はD区でのみ確認した。柱根の残

る柱穴がD区全面から検出された。他の調査区の最下

層とは様相を異にしている。掘立柱建物として認識でき

たのは２棟のみであるが、もっと多くの建物が存在して

いたと考えられる。

２期

　Ａ区、Ｅ区では柱穴等の分布が希薄となり、溝や大型

の不定形の遺構が多く認められる。Ｄ区北東部には大型

の礎石建物があるが、この一帯は周辺よりも上の層で遺

構を検出したため、３期の遺構の可能性もある。

　この時期は C区にある２棟の掘立柱建物やD区に集

中する柱穴等から、掘立柱建物が中心になると考えられ

る。また、３期、４期の段階と比較して、より南東に建

物の集中が認められる。D区南東部には、近世の本丸堀

に先行する大型の溝が認められる。

３期

　Ａ区南東部の大型の礎石建物を中心に、Ａ区北西部、

Ｅ区北西部に礎石建物が分布する。Ａ区北西部は４期に

は廃棄土坑が掘られる場所にも礎石建物が認められ、屋

敷地の範囲が二の丸の縁辺部まで広がっていたと考えら

れる。近世の二の丸堀・土塁はこの段階にはなかった可

能性もある。B、C、D区ではこの時期の遺構面は確認

できなかった。

４期

　Ａ区南東部及びＥ区には礎石建物、掘立柱建物が分布

する。Ａ区北西部は柱穴等の分布が希薄となり、通路と

考えられる石組遺構が認められる。Ａ区の北東辺及び南

西辺に大型の土坑が分布する。この場所が二の丸の縁辺

部にあたり土塁に近いことから、建物群の周囲に掘られ

た廃棄土坑と考えられる。

　B区では本丸堀が掘られ、近世後半の橋が確認されて

いる。

　C区は遺構の分布が希薄であり、堀に伴う土塁が存在

していたと推定される。D区でこの時期の遺構面が確認

されなかったのは、絵図に描かれているように通路部分

であったため、遺構が希薄で遺構面を確認できなかった

可能性がある。

２　遺物の分布

　総数で 25,000 点以上の遺物が出土している（表 4・5）。

集計からは B区の堀上層から大量に出土した近世陶磁

器や、各調査区の最上層から出土した近世陶磁器を除外

している。陶磁器は接合前破片数、他の遺物は個体数で

集計している。出土点数の８割以上を木製品が占め、そ

のうち半分が箸である。

　遺物がまとまって出土したのは、各遺構面の廃棄土坑

や大型の溝、遺構面間の遺物包含層である。

　遺物包含層は、生活面構築のための整地の際に、木製

品を中心とした生活用具や建築部材等を大量に廃棄した

ことによって形成されたと考えられる。部分的に遺物が

集中する地点は認められるが、基本的には調査区のほぼ

全面に遺物包含層が認められる。

　各遺構面でできる限り遺構の検出と完掘を試みたが、

整地層という遺構検出面の特徴から、遺構の判別や掘り

下げが難しい場合が多く、上層の遺構を下層で検出して

いる場合や、検出できなかった遺構を包含層として掘り

下げてしまった例も多いと考えられる。それに伴って遺

物も上下の遺物包含層や各遺構面の遺構間で、幅広い年

代の遺物が混在している例がある。

Ⅲ　遺構と遺物
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III　遺構と遺物

第４図　『貞享年中亀ヶ崎城図（酒田東高等学校所蔵）』トレース図

調査区

堀

道

土塁

Ａ区

B区

C区

E区

Ｄ区
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III　遺構と遺物（Ａ区）

３　Ａ区１面の遺構と遺物

　各調査区と遺構面毎に、基本層序、主な遺構、遺物に

ついて述べる。遺物については特徴的な形態や出土状況

のものについてのみ記述する。個別の遺物については、

遺物観察表（表３）に詳細を記載している。

Ａ　基本層序（第６図）

　Ａ区西半部の撹乱部分にトレンチを設定し基本層序を

記録した。調査区の中央部で記録したため遺構面より

下の基本層序となる。表土から遺構面までは約 60cm厚

で、学校建設に伴う盛土 I 層と近代以降の盛土 II 層が

堆積している。III 層は暗オリーブ色シルトを基本とす

る層で、部分的にブロック状のシルトや砂が混入する。

IV層はしまりの強いシルト層で、砂やシルトブロック

の混入状況によって IVa ～ c 層に細分している。IVc 層

は部分的に植物質を多く含み、遺物が多く出土してい

る。IV層上面を第１面の遺構面として設定した。遺構

面直上には砂層の IIId 層が部分的に堆積する。V層も

しまりの強いシルト層である。V層上面を第２面の遺構

面としている。IV層は泥炭状の未分解の植物質を含む

砂層で遺物を多く含んでいる。VII 層はシルトブロック

を多量に含む黒色シルト層で、上面を遺構面として設定

できた可能性もあるが、黒色で遺構の識別が困難だった。

VIII 層は砂層である。IX層はシルトを帯状に含む粘性

の強いシルト層である。X層は黒色の砂質シルト層で、

IX層上面及びX層上面を第３面の遺構面とした。X層

は自然堆積層と考えられる。IIIc 層、VIII 層等の砂層は、

飛砂による堆積の可能性もある。

B　礎石建物

4SB0125（第７・８図，第 88 図）

　FD5547 グリッド周辺に位置する。桁行３間、梁行２

間、四面に廂がめぐると考えられる。規模は 10.4m 以

上× 6.0m、主軸方向は座標北から 48 度東に傾く。さ

らに南東方向に延びる可能性もある。礎石の移動のた

めか全体の構造は判然としない。南東部分の 4SX0064、

4SX0059 は不定形の土坑として検出したが柱穴にあた

る部分が深く掘り込まれていた。柱筋が通るため同一の

建物としたが、別の建物となる可能性もある。礎石は整

地層 IV層を掘り込み、小礫を多量に含む土を埋めたあ

とに据えられているものが多い。4SK0077 から志野向

付（119）が出土している。

4SB0126（第７・８図，第 89・90 図）

　FD5348 グリッド周辺に位置する。桁行３間以上、梁

行２間以上、規模は 5.8m 以上× 4.4m 以上、主軸方向

は座標北から 42 度西に傾く。4SB0125 と同一の建物の

可能性もあるが、4SB0125 の南西辺と 4SB0126 の北東

辺の間隔が柱間に比べて広いため、別の建物と判断し

た。4SB0126 同様、整地層を掘り込み、砂礫土を埋め

たあとに礎石を据えている。ただし、4SP0118・0119、

4SP0052、4SP0043 等、掘り込みが明確でなく、整地層

に直接埋め込まれているように見えるものも認められ

る。

　4SP0105 から肥前陶器大皿（142）が出土している。

また、4SP0048 から鋸歯状の刻みをもつ板状の木製品

（135）が出土している。Ａ区からは他にも同様の形態の

木製品（51・93・179）が出土している。179 の上部に

穿孔された形態や、火箸と考えられる棒状の金属製品

（731・990・991・992・1050）が出土していることなど

から、囲炉裏で使用する灰ならしと想定した。

C　柱列・石列

4SA0127（第 11 図）

　FD5643 グリッド周辺に位置する。７基の柱穴が並ん

だ状況で検出した。4SP0030 のみ撹乱の間で検出したた

め単独であるが、他の柱穴は、柱間の狭い２基が１組と

なり、4組が直線上に並ぶ。掘り込みが浅いため、より

上層の遺構の可能性もある。

4SX0037（第 11 図）

　FD5844 グリッド周辺に位置する。L字形に並ぶ石列

である。FD5842、FD5945 グリッドでは、平坦な面を

内側に向かい合わせて２列に配置されている。一部には

木材が配置されており、鉤形に屈曲する道路両側の水路

と考えられる。

Ｄ　土坑・柱穴

4SK0001（第 7図，第 80 ～ 82 図）

　FD6044 グリッドに位置する大型の土坑である。長軸

3.8m、短軸 2.8m、検出面からの深さ約 1.5m。精査中に
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III　遺構と遺物（Ａ区）

土層断面用の壁面が崩落し、土層断面は記録できなかっ

た。堆積土は植物質を多量に含む層と粘土の互層となっ

ている。大量の木製品が出土している。

　19 は一辺の角を丸く成形し、中央部を半円形に抉っ

た板状の製品で、中央部に切り込みがある。上面には竹

釘が打たれる。。他の地点から切り込みが上方から入れ

られたものも出土しており、それらを十字に組み合わせ

たものも出土している（419）。また、大小２種類が認め

られ、折敷の大きさと共通するものが多いことから折敷

の脚と判断した。12 は楔である。楔は調査区全体で 170

点出土している。そのうち代表的な大きさのものを抽出

して図化している。27 は板の先端に途中まで裂け目を

入れ、その裂け目に小片が差し込まれた状態で出土した。

闘茶札と考えられる。

　22 は手づくねのかわらけである。かわらけは調査区

全体で 15 点出土し、そのうち 11 点が手づくね成形のも

のである。

　他に図化していないが 300 本以上の箸が出土してい

る。箸については調査区全体で 10,000 本以上が出土し

ているが、代表的な長さのものなど 38 本のみを図化、

掲載している。箸の中には端部が炭化しているもの（689・

781・908 ～ 911・1100）が認められ、着火に利用された

可能性がある。

4SK0007（第 12 図）

　FD5944 グリッドに位置する。浅い掘り込みを持つ長

方形の土坑で、掘り込みにそって四角形の石組みが検出

された。南端部は旧校舎基礎によって破壊されている。

上層には炭化物、焼土を含む土が堆積し、火を使うため

の遺構の可能性があるが、石に明確な被熱の痕跡は確認

できなかった。

4SK0016（第 12 図，第 82・83 図）

　FD5645 グリッドに位置する直径約 1.8m の楕円形の

土坑で、一方に浅い張り出しがある。第 3層が IV層土

に類似しており、埋没後に上面を IV層で整地し礎石を

据えた後に、建物の重さで IV 層が沈み込んだために、

IV層上面の遺構として検出されたと考えられる。本来

は下層の第２面の遺構である。４層以下が土坑の堆積土、

３層が整地層の IV 層、１・２層は IV 層上から掘り込

まれた別の遺構と考えられる。

　３層に据えられた礎石の脇から木簡（53）と半分に割

られた瀬戸美濃折縁皿（52）が出土した。4SK0016 出土

として登録・掲載したが、３層が IV層と同一のため IV

層出土として捉えられる。木簡には「なまり玉弐千　百

分」、「慶五　七月三日　志駄修理亮殿」と書かれており、

慶長 5年（1600）に城主の志駄修理亮に宛て鉄砲玉が送

られたことを示している。この木簡の年代から IV層上

面で検出した第１面の年代を 17 世紀初頭とした。43 の

青花皿も土坑埋没後の層から出土している。44 は近世

以降の遺物であるが、撹乱に伴う混入と考えられる。

　4層以下の本来の土坑の堆積土からも多量の遺物が出

土している。45 は「輪嶋さうめん１つつミ」、「七月□

七日小ま□□」の墨書された荷札木簡である。戦国時代

輪島の特産であったそうめんが運ばれて来たことがわか

る。上層の整地層の年代から 16 世紀末以前の年代が想

定される。151 はノミである。柄と金属部分が接合した

ままの状態で出土している。

4SK0034（第７図，第 84 ～ 86 図）

　FD5845 グリッド周辺から長軸９m、短軸５mの範囲

で検出された。土坑として登録したが、大型の落ち込み

状の遺構となる。範囲を遺構配置図にのみ示した。基本

層序（第６図）の９層がこの遺構の堆積土である。上層（9a

～ 9d）が砂とシルトの互層となり、下層（9e）がシル

トブロックを含む人為堆積層である。さらに最下層に砂

の堆積があるため池状の遺構であった可能性もある。

　遺物は人名の記載された木製品が３点出土しているこ

とが特徴的である。75 は「御検地帳　福右衛門」の墨

書のある折敷である。76 は板状の木製品で「□□屋　

□兵衛　□」の墨書がある。77 は長さ約 60cm の板状

木製品で、下端に「長南勘右衛門（花押）」の墨書がある。

砂目積みの肥前陶器皿（69・70）を含むことから 17 世

紀前葉と考えられる。78 は先端が丸く摩滅しているこ

とから擂粉木と判断した。約200本の箸が出土している。

　木製品の他、肥前陶器、瀬戸美濃、備前等の陶磁器が

出土している。

4SK0021（第 13 図）

　FD5442 グリッドに位置する。両側を撹乱により破壊

されているため、全体の規模は不明だが大型の土坑と考

えられる。箸や楔の他、木片が多く出土しているが、図

化には至らなかった。

4SX0104（第 14 図，第 92 ～ 94 図）
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　FD5344 グリッドに位置する。長軸３m以上、短軸２

m、深さ 70cmの不定形の土坑である。最下層の３層か

ら木製品等の遺物が多量に出土した。184 は信楽壺であ

る底部に焼き台として使われた擂鉢片が付着している。

186 は人名と考えられる「佐州」の墨書がある。裏には

風化による墨痕の盛り上がりが確認できる。190 は桶等

の木製容器の蓋と考えられる。「宮川善右衛門　□□屋」

の墨書がある。189 は折敷の転用で「壱貫四百五十文」、

「□受　請取日記」の墨書がある。青花皿（185）の出土、

最上層がIV層に類似した土で埋められていることから、

16世紀末頃か。ここからも約250本の箸が出土している。

4SX0018（第７図，第 91 図）

　FD5644 グリッド周辺の建築部材等の木材の集中部と

して登録した。その範囲を遺構配置図にのみ示した。下

駄の未製品（155）が出土している。

４　Ａ区２面の遺構と遺物

　V層上面を確認面としたが、V層の掘り下げ中に V

層中またはVI 層上面で検出した遺構も第２面の遺構と

して扱っている。V層上面以外で検出した遺構は、遺構

配置図では線の濃度を下げて図示している（第 17 図）。

Ａ　礎石建物

4SB2102（第 19 図，第 96 図）

　FD5548 グリッド周辺に位置する。桁行５間以上、梁

行５間以上の礎石建物である。規模は 9.7m × 9.3m 以

上、主軸方向は座標北から 54 度東に傾く。礎石の一部

をV層上面で検出し、V層の掘り下げ中に新たに礎石

が確認された。V層上面で確認された礎石は 4SP2069、

4SP2066、4SP2059、4SP2060、4SP2054、4SP2070、

4SP2061、4SP2053、4SP2076、4SP2078、4SP2080、

4SK2084 である。V 層の掘り下げ中に V 層中、ま

たは VI 層上面で検出したのは 4SP2098、4SP2097、

4SP2093、4SP2094、4SP2096、4SP2095、4SP2101、

4SP2086、4SP2092、SP2090、4SP2089、4SP2099 である。

位置関係から同一の建物と判断した。

　V層上面で検出したものには礎石が残っているものが

多いが、V層中、VI 層上面で検出したものは全て礎石

が抜き取られている。このことから、この建物はV層

の盛土以前に建てられ、一部の礎石を抜き取った後にV

層を盛土したと考えられる。礎石下の栗石は５～ 10cm

大のものが多い。4SP2089 から木簡（231）、円板状木製

品（232）、板状木製品（233）が出土している。231 は

その形状から荷札木簡と考えられるが、墨書は確認でき

なかった。他地点の遺物についても、形状から木簡と想

定できるものは「木簡」、墨書が確認できたものは「墨

書木簡」と遺物観察表に記載している。4SP2086 から折

敷脚（230）が出土している。これらの木製品は、木製

品を多量に包含する下層のVI 層からの掘り込み時の混

入の可能性もある。

4SB2120（第 20 図，第 95 図）

　FD5942 グリッド周辺に位置する。桁行３間以上の礎

石建物である。北東、南東の庇部分のみ検出した。規模

は 9.8m 以上× 1.6m 以上、主軸方向は座標北から 46 度

東に傾く。礎石は全て抜き取られている。栗石は 10 ～

15cm 大のものが多く、4SB2102 に比べ一回り大きい石

が使われている。後述する 4SX2009 と重複しており、

柱穴の掘り方が 4SX2009 に敷かれたムシロを切ってい

るため、4SX2009 より新しい遺構であることがわかる。

4SK2002 から瀬戸美濃折縁皿（208）が出土している。

B　土坑・柱穴

4SK2010（第 16 図，第 95 図）

　FD5541 グリッドに位置する。長軸１mの楕円形にな

ると思われる。調査区壁面の崩落のため土層断面は記録

できなかった。出土遺物の年代から、第１面から掘り込

まれた遺構と考えられる。210 は赤織部の向付である。

内面に鉄絵で二重線による区画文が描かれ、二重線内に

白泥が施される。211 は肥前陶器擂鉢である。212 は漆

器壺で肩部に赤色漆が条線状の文様が施されている。

4SK2019（第 19 図，第 95 図）

　FD5643 グリッドに位置する。直径 1.4m、確認面から

の深さ 1.4m の擂鉢形の土坑である。井戸の可能性もあ

る。V層上面で検出したが、土層断面の観察により IV

層上面から掘り込まれている。越前甕（213）等が出土

している。214 は断面円形の棒状の木製品である。先端

部は欠損しているが上部に紐を通すための加工があり、

形状から擂粉木と判断した。

4SP2027・4SP2038（第 20 図，第 96 図）

　FD5843・5844 グリッドに位置する。約 1.8m 離れて
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位置している柱穴である。間隔から掘立柱建物の一部と

考えられるが、他の柱穴の組み合わせは確認できなかっ

た。瀬戸美濃内禿皿（224）が半分に割られた状態で、

それぞれの堆積土中位の壁面付近から出土した。地鎮に

よる埋納行為によるものと考えられる。

4SP2105（第 20 図）

　FD5747 グリッドに位置する、単独で検出された礎石

である。VI層上面で検出した。栗石等は確認できなかっ

た。上面に直行する線が認められる。線の交点付近に煤

が付着しており、柱筋の基準線と柱の痕跡と考えられる。

4SX2001（第 21 図・第 96 ～ 98 図）

　FD5740 周辺に位置する大型の土坑である。長軸 5.5m

以上、短軸 3.5m、底面は平坦でなく、部分的に約 90cm

ほどの掘り込みがある。植物質を多量に含む 3b 層を境

に上層と下層に分かれる。上層は 20 ～ 30cmの深さで、

底面は平坦となる。上層と下層では別の遺構の可能性も

ある。３a層の一部から、直径約 80cmの円形に砂が堆

積している部分が認められた（２a層）。そこから小型

折敷 10 点が一括出土している。10 点中４点を図化した

（242 ～ 245）。折敷は板部分と縁部分が分離して出土す

る場合が多いが、出土状況から同一個体と判断できる場

合は一緒に図化している。板に残された縁の圧痕や穴の

位置から縁の位置を推定している。252は卸し器である。

竹釘が規則正しく打ち込まれる。竹釘を打ち込む際の基

準と思われる毛引き線が認められる。釘露出部の先端形

状は欠損のため不明である。255 は軽石で、肉眼観察で

鳥海山産と判断した。全面が摩滅している。

4SX2009（第 19 図，98・99 図）

　FD5943 グリッド周辺に位置する浅い不定形の遺

構である。中央部にムシロ状の有機物が認められた。

4SB2120 の礎石がムシロを切っているため、建物に先行

する遺構である。肥前陶器と考えられる壺（263）が出

土しているが上層の掘り込みからの混入の可能性があ

る。264 は青磁稜花皿、265 は漳州窯系と考えられる五

彩皿である。中国産の青花は薄手で全面施釉される景徳

鎮産と考えられるものと、厚手で底部や見込の一部が露

胎となるような粗製のものが出土している。これらは福

建省の漳州窯産と考えられるが、他の華南地方の窯の可

能性も指摘されている（柴田 2001）ことから、観察表

では青花（南）と記載し、景徳鎮産と考えられるものに

ついては青花（景）と記載している。

4SX2075（第 22 図 , 第 101・102 図）

　FD5244 グリッドに位置する。最下層に炭化物を多量

に含む層が認められ、トリベ（282 ～ 291）やフイゴ羽

口（291）がまとまって出土していることから、銅の鋳

造に関わる遺構と考えられる。315 は銅の小片、316 は

鋳込みの際に溢れて固まったと考えられる銅の小粒で

ある。297 は「□□や」の墨書がある荷札木簡である。

310は人形である。手足を取り付けるための穿孔がある。

312 は薄い菱形の板で、毛引き線に沿って折り取った痕

跡が認められる。

C　木敷遺構

4SX2051（第 21 図 , 第 99・100 図）

　FD5945 周辺に位置する。一部を旧校舎基礎によって

破壊されている。約 4.8m ×３mの範囲に木材が集中し

て検出された。中央部は板状の木製品や建築部材等が敷

き詰められ、その周囲にコの字形に溝が掘られる。南西

側には溝をまたいで棒状の木が２本平行に置かれてい

る。用途は不明であるが、整地の際に軟弱地盤を強化す

る目的で配置された可能性がある。273 は大型の板状木

製品で全面に刃物痕が認められる。端部には圧痕と周囲

に錆が付着した釘穴があり、脚がついていたと考えられ

る。形状、使用痕からまな板と判断した。274 もまな板

と考えられる。277 は板状の石製品で、全面にノミによ

る加工痕が認められる。淡緑色の色調等から越前の笏谷

石と考えられる。他地点からも笏谷石製の石製品が７点

出土している。

4SX2103（第 22 図，第 102・103 図）

　FD5345グリッド周辺に位置する。V層下で検出した。

北東部は上面にあるコンクリート基礎のため調査できな

かった。角材を約 60cmの間隔で平行に並べ、その上に

直行して長さ１m程度の木材を敷き詰めている。木材は、

南西部では半裁した丸材を使用し、北東部では板材を使

用している。半裁丸材を敷き並べた箇所では、土圧のた

めか丸材の中央部が折れて沈み込んでいた。木敷の通路

と考えられる。通路部分と直行して板材や丸材等の多様

な木材が平行に敷き並べられている。通路部分の下、第

３面には溝（4SD3053）があったことから、この溝が埋

没した後に、地盤の悪い場所を利用するための地業と考
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えられる。ただし、通路部分は溝の真上ではなく，やや

南東にずれて位置している。

　木敷の周辺から遺物が出土した。321 は小型折敷の脚

で十字に組み合わされた状態で出土した。上部に竹釘が

打ち込まれる。325 は黒色漆塗りの指物で、箱と考えら

れる。326・327 も同一個体か。329 は薄い板状の木製品

である。簡略化された舟形の可能性もある。

５　Ａ区３面の遺構と遺物

　東半部は IX 層上面で遺構を検出したが、、西半部は

遺構が希薄だったため IX層上面で検出できず、X層上

面を検出面としている。

Ａ　溝

4SD3047・4SX3053（第 25 図，第 104 ～ 108・114 図）

　FD5548 グリッドから FD5244 グリッドにかけて位置

する。旧校舎コンクリート基礎を挟んで別遺構として登

録したが、同一の溝である。70 ～ 120cm 間隔で杭を打

ち込み、角材等を土留めとして構築されている。角材に

はホゾ穴のあるもの等建築部材の転用も確認される。溝

として機能していた土留めの木材間の幅は約 30cm、溝

内部の最下層には砂が帯状に混入する土層の堆積が認

められ、水が流れていたと考えられる。FD5446 グリッ

ド部分で溝に直交する木敷が、溝の上層で検出された。

これは溝に伴うものではなく、上層にあった木敷遺構

4SX2103 通路部分の延長の可能性もある。

　遺物は溝の内部と、杭列の外側に分けて取り上げたが、

明確な時期差は認められなかった。

　359 は「三□　［　　］」の墨書のある木簡である。

360 は「三月□　なまり玉千　十穴」、「二月九日」の墨

書のある木簡である。上部に穿孔の痕跡が認められ、荷

札木簡と考えられる。表面の「なまり玉千」、裏面の「二

月九日」に比べて、表面の「三月□　十穴」は墨の色が

濃く、後で書き足さされた文字の可能性がある。「二月

九日」がなまり玉の送られた日付、「三月□」が受け取っ

た日付の可能性もある。362 は桜花文の漆器椀で、同じ

文様の漆器椀（467）が 4SX3009 からも出土している。

365、366は白木の皿である。ロクロの痕跡が明瞭に残る。

368、370 は中央部に把手を取り付けた痕跡があること

から、蓋の可能性がある。405 は円板状の木製品で、中

央からややずれた位置に斜めの穿孔がある。完形の柄杓

（787）の状況から、この種の円板状木製品は柄杓の底板

の可能性が高い。

4SX3046・3045 ・3055（第 25 図，第 113 図）

　FD5549 から FD5347 グリドにかけて位置する。緩く

カーブする溝で一部が楕円形に広がっている。楕円形部

分が 4SD3047 に切られる。FD5347 グリッド付近では溝

壁面に板が立てられている。楕円形部から出土した遺物

が、4SD3047 の掘り方出土の遺物と接合する例が多い。

4SD3050（第 25 図，第 108 ～ 109 図）

　FD5648 から FD5545 グリッドにかけて位置する。

4SD3047 に平行している。植物質を多量に含む泥炭質

の土が堆積している。

　416 は越前の大甕である。多くの地点から出土した破

片が接合している。他の遺物についても、複数地点の破

片が接合した場合は、より下層の層位・遺構に所属させ

ている。第２面の 4SX2001 から最も多くの破片が出土

している。417 は「左一□　［　　］　一番　二番　三番

　四番　□番　番　番　□」の墨書がある。折敷の転用

である。423 は「かちか□□□」、「五月廿六日」の墨書

のある荷札木簡である。425 は加工の粗さから把手状の

木製品の未製品と判断した。427 は樽の蓋で、栓が差し

込まれた状態で出土している。

4SD3057（第 25 図 , 第 110 図）

　FD5445 グリッドに位置する。4SD3047 に直交する。

重複関係は平面では確認できなかったが、土層の堆積状

況から 4SD3047 に先行すると考えられる。436 は上部

に差し込み用の突起が付く。小型の台の脚か。

Ｂ　土坑・柱穴

4SX3009（第 26 図，112・113 図）

　FD5942 グリッドに位置する。底面が平坦な楕円形の

土坑である。２層下に木片等の木質のみが堆積する層が

認められ、多数の遺物が出土した。

　466 は瀬戸美濃皿の底部片で、円板状に加工されてい

る。473 は小型折敷の脚である。同形のものがＡ区 IV

層から出土している（893 ～ 895・897・898）。475、476

はヘラ状の木製品で、調理具と考えられる。他地点から

も多数出土しており、調査区全体で 57 点出土している。

478 は大型の板状木製品で、中央部と上部に鍵穴形の穴
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と切り込みがある。縦に半分に折れた状態で出土した。

4SK3041（第 27 図，第 111 図）

　FD5348 グリッドに位置する。棒状の金属製品が出土

した（447）。上部がねじられており、その形状から囲炉

裏で使用する火箸と考えられる。

4SK3056（第 27 図，第 111・112 図）

　FD5348 グリッド周辺に位置する。当初は小さな遺構

として検出したが、精査の過程で大型の土坑となった。

底面は部分的に深く掘り込まれる。

　454 は小型の折敷で、縁、板部、脚部が別々に出土し

たが、出土位置や圧痕の状態等から同一個体と判断した。

十字に組み合わされた脚が付くが、脚上面に竹釘の痕跡

は確認できなかった。板の中央に 2ヶ所の穴があること

から、糸などで縛って脚部と接合していたと考えられる。

460 は板状の銅製品で、溶けて大きく歪んでいる。鍔状

の凸部が認められることから、鍋等の容器であった可能

性がある。鋳物の材料として溶かされたものか。

4SP3010（第 27 図，第 112 図）

　FD5842グリッドに位置する。柱根の残る柱穴である。

堆積土中より小札（464・465）が出土した。464 は片面、

465 は両面に黒色漆が塗られる。

C　焼土遺構

4SQ3008（第 28 図）

　FD5943 グリッドに位置する。長方形の中央やや北東

よりに 20cm大の凹みがあり、凹み内に灰が堆積してい

る。凹みの周囲が同心円状に酸化、還元している。還元

範囲は南西部に張り出している。

4SQ3029・3034・3035（第 28 図）

　FD5348 グリッドに位置する。直径 20 ～ 30cm の被

熱した遺構がまとまっている。中央の 4SQ3034 中央部

には砂が堆積している。

６　Ａ区遺構外出土遺物

II・III 層（第 115 ～ 119 図）

　II・III 層あわせて 341 点の遺物が出土している。II

層は近代以降の盛土のため重機で除去している。図示し

た遺物はトレンチ調査で出土した遺物である。

　III 層上面でも遺構検出を試みたが、明確な遺構が確

認できなかったため手掘りで IV層上面まで掘り下げて

いる。その過程で出土した遺物である。近世後半の肥前

磁器も少数含まれるが、主体を占める 17 世紀前半まで

の遺物を中心に掲載、集計した。肥前陶器が 144 点と

瀬戸美濃 76 点の２倍近い点数が出土している。瀬戸美

濃は志野向付（499 ～ 502）や黄瀬戸（511・512）など

茶陶が多いことが特徴である。肥前陶器は溝縁皿（539

～ 545）が主体となる。563 は「たたみをもて」の墨書

がある荷札木簡で、畳が運び込まれていたことを示す。

568 は襖の引手である。中央の菊花文と区画文の周囲は

魚々子地となる。銭貨（570 ～ 575）は６枚のみの出土

である。陶磁器の年代観から 17 世紀前葉が主体の層と

考えられる。

IV 層（119 ～ 132 図）

　上面で第１面の遺構を検出した。2574 点の遺物が出

土し、そのうち 2305 点が木製品である。

　肥前陶器が 27 点出土している。瀬戸美濃は 113 点出

土し、瀬戸美濃が国産陶器の主体となる。内禿皿が多

いが、折縁皿が一定量含まれる。IV層直上では肥前陶

器が比較的多いのに対し、IV層中では少なくなる。658

～ 660 の溝縁皿、擂鉢は混入の可能性もある。606 は軟

質施釉陶器の碗で、白釉の上に緑釉が掛けられ、下から

上に釉薬が流れている。輸入陶磁器は景徳鎮産の内湾皿

が主体となる。

　木製品 2305 点のうち、箸が 1335 点と半数以上を占め

る。他に板状製品が 535 点出土している。

　679 は長さ 40cmの長楕円形の板状木製品で、周囲に

11 ヶ所の穿孔が認められる。上下の穿孔は２ヶ一対と

なっている。上部に「はたかたきぬ　志村伊豆殿様」、

下部に「佐藤九郎右衛門」の墨書がある。慶長 6年（1601）

から慶長 11 年（1606）まで亀ヶ崎城城主だった最上家

家臣の志村伊豆守光安に「かたきぬ」を送った際に使わ

れたものと考えられる。志村氏の前の城主である志駄修

理亮の名前が書かれた木簡も、前述のように IV層に相

当する層から出土していることから、IV層が 17 世紀初

頭を中心とした年代に形成されたと考えられる。

　693 はまな板である。両面に刃物痕がある。釘穴、圧

痕から脚がついていたと考えられる。702 ～ 709 は下駄

である。下駄は調査区全体で 177 点出土している。その

うち遺存状態のよい約 100 点を図示した。ほとんどが連

歯下駄である。710 はノミの形代である。712 は小型の
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漆製品で、刀の鞘に付く栗形と考えられる。

　FD5843 グリッド掘り下げ中にムシロが出土した（写

真図版３）。長軸 146cm、短軸 44cm で片側は撹乱によ

り破壊されている。上面は凹凸があり、足跡状の凹みも

認められた。整地作業の際、足場の悪い場所に敷いたも

のと考えられる。

V層（第 132 図～ 135 図）

　上面で第２面の遺構を検出した。1275 点の遺物が出

土し、そのうち木製品が 1193 点出土している。

　国産陶器は肥前陶器が全く出土しなくなる。瀬戸美濃

は内禿皿（756 ～ 767）が主体となる。越中瀬戸と考え

られる製品（770）も出土している。768 は福島県会津

若松市に所在する会津大塚山窯の製品である。会津大塚

山窯は 16 世紀末から 17 世紀初頭の年代が想定されてい

る（石田 2000）。福島県外では初の出土例となる。

　木製品 1193 点中、箸が 885 点出土している。786 は

把手の痕跡が見られることから蓋と考えられる。790 の

ヘラは、中央部に切り込みが見られ、折敷脚の転用と考

えられる。798 の下駄は摩滅した歯を補うために別材を

鉄釘で接合している。

　V層の年代は、陶磁器の様相から 16 世紀末頃か。

VI 層（第 136 ～ 147 図）

　整地層V層の下の層になる。有機物を多量に含む層

で、木製品を中心として多くの遺物が出土した。大規模

な礎石建物 4SB2102 はこの VI 層と V層の間の時期に

建てられていたと考えられる。

　3536 点の遺物が出土し、木製品が 3381 点を占める。

瀬戸美濃は内禿皿を主体とする。完形で出土しているも

のが多く、礎石建物のあった範囲に集中している。肥前

陶器が１点出土しているが混入と考えられる。輸入陶磁

器は青花内湾皿が多い。839、840は白磁の端反皿である。

白磁端反皿は全面施釉される薄手のものが多いが、この

２点は高台内が無釉で、体部が厚手である。839 は見込

みが蛇の目釉剥ぎされている。薄手のものに比べ作りが

粗い。時期差か産地の違いによると考えられる。

　817 は薙刀形の木製品で、刃の基部にあたる部分に鉄

釘が打たれる。860 は木製容器の蓋と考えられる。表に

「酒田ヵ」の墨書があり、裏にも墨痕がある。裏の墨痕

上には多数の刃物痕がある。874 は完形の漆器皿で高台

内に桐文が描かれる。口縁部が漆接ぎで修復されている。

897・898 は小型折敷の脚と考えられる。中央の孔に棒

が差し込まれており、二枚を平行に連結して使用してい

たと考えられる。899 から 906 は四隅を斜めに切り取っ

た板状の製品で、折敷のミニチュアと考えられる。907

～ 926 は箸である。945 はヘラ状の木製品で、先端に黒

色漆と赤色漆が付着している。漆ベラか。977・978 は

片面に円形の毛引き線が引かれ、それに沿って円形に切

り出す途中の段階のものと思われる。975 は菱形に毛引

き線を引き、それに沿って 2片を折り取っている。

　986 は槍である。より小型のものが 5SD0111 から出

土している（1575）。

　VI 層の形成年代は 16 世紀第４四半期と推定される。

VII 層（第 147 ～ 153）

　前述の通り整地層の可能性もあった上位のVIIa 層と

有機物を多く含む下位のVIIb層を一緒に図示している。

遺物はVIIb 層から多く出土している。834 点の遺物が

出土し、そのうち 754 点が木製品である。

　瀬戸美濃の量が少なく２点のみの出土である。1006

は越中瀬戸と考えられる。1000・1001 は手づくね成形

のかわらけである。

　形成年代は、やや新しい遺物も含まれるが 16 世紀後

半頃か。

VIII 層（第 153 図）

　飛砂の可能性もある砂層で出土遺物は少ない。24 点

の遺物が出土し、全て木製品である。

　1060 は「おちや」の墨書のある墨書木簡である。

IX 層（第 153 ～ 156 図）

　上面で第３面東半部の遺構を検出している。

　瀬戸美濃は端反皿が中心となる。青花も端反皿が多い。

1086 は刻書で「村井殿　□　高畠」と記された木簡で

ある。刻みは断面V字状で丁寧な作りである。1090 は

漆器の皿で内面に三引両文が３単位描かれる。三引両文

の縦線と笹の葉、松の葉の部分が黄漆で描かれる。三引

両文漆器は伊達氏の領国から多く出土している。16 世

紀中葉か。

X・XI 層（第 156 図）

　基本層序を記録したトレンチ（第６図）を深掘りした

際に出土した遺物である。少量遺物が出土しているため

より下層の遺構面が存在した可能性もあるが、トレンチ

で遺構の掘り込みが確認できなかったため、面的な調査
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には至らなかった。X層から９点、XI 層から 38 点の遺

物が出土している。

　1120 は瀬戸美濃の稜花皿である。1121 は瓦質土器の

風炉である。瓦質土器は調査区全体で８点のみ出土して

いる。他に古代の遺物が２点出土している。

７　B区の遺構と遺物

Ａ　堀

4SD0501（第 29 ～ 30・32 図，159 ～ 161・163 図）

　B区のほぼ全面で検出された近世亀ヶ崎城の本丸堀で

ある。堀幅約 15m、現地表からの深さは約 3.5m、堀の

検出面からの深さは 2.2m である。壁面の崩落のため全

体の土層断面図は記録できなかった。東西の石積遺構や

橋脚の土層断面図から合成した模式図を第 32 図に示し

た。検出面までは近現代の盛土が堆積する。１層は黒色

シルト層である。２層はオリーブ黒色シルト層で有機物

を多く含む。３層は２層に類似するが有機物を含まない。

２層と３層の境界は不明瞭であった。４層は粘性の強い

シルト層で堀底の青灰色粘土層に似るが、炭化物を含ん

でいる。２層からは幕末から明治の遺物が大量に出土し

ている。２層、３層から出土した遺物で特徴的なものの

みを図示した。

　1146 は桜の枝で部分的に樹皮が剥がされている。曲

物を綴じるための皮を採取したものか。1152 は墨書の

ある板で「橋溝堀　□〔造ヵ〕　［　　］」の文字が書か

れる。後述する橋の構築に伴うものか。

　1223 ～ 1225 は床面から出土した遺物である。1225 は

桐文と「天下一」の銘のある鏡である。1164 は北九州

市小倉城下町の名産であった水飴の容器である。旧国名

から仮に豊前陶器として集計している。最北の出土例と

なる。（北九州市教委佐藤浩司氏のご教示・佐藤 2000）

　調査区西隅の堀岸部に近代以降の陶磁器や牡蠣の殻が

多量に廃棄された土坑（4SK0502）が検出された。出土

した下駄（1226）のみ図示している。

B　橋

4SB0503（第 31 ～ 33 図，第 164 図）

　本丸から二の丸に渡るための橋である。橋脚の中心間

の計測で、幅 3.1m、長さ 10.1m。幅は 10 尺を基準とし

たものか。橋脚の配置から２時期の橋の架け替えがあっ

たと考えられる。

　古い段階の橋を古 4SB0503、新しい段階の橋を

新 4SB0503 として概要を述べる。古 4SB0503 は橋脚

4SP0504、0506、0508 礫 部、0522、0505、0507、0509、

0501 が使われている。新 4SB0503 は、4SP0504、0506、

0505 はそのまま再利用され、新たに 4SP0508 橋脚部、

0510、0523、0524、0521、0528、0519、0520、0518、

0516 を使用して架けられたと考えられる。新 4SB0503

東角部は小規模な杭が多く、その配置も不明確である。

古 4SB0503 の軸線が東西の石積にほぼ直行するのに対

し、新 4SB0503 は古 4SB0503 に比べ 4.6°西に傾く。橋

脚は堀堆積土２層より下の部分が遺存する。

C　橋脚

　現地では規模の大きかった古段階の橋脚のみを認識し

ており、新段階の橋については図面上で確認した。その

ため新段階の橋脚については土層断面図を記録していな

いものが多い。これについては、全体平面図（第 31 図）

に位置と掘り方の範囲のみを図示した。土層断面図を記

録した橋脚を中心に以下に概要を記す。

4SP0504（第 31 ～ 33 図，第 164 図）

　FD4859 グリッドに位置する。直径約１mの掘り方が

あり、掘り方を埋めた後に橋脚を打ち込んでいる。新段

階、古段階ともに使用される橋脚と判断したが、掘り方

は古段階の橋脚の抜き取り痕の可能性も残る。掘り方か

ら 16 世紀前半の瀬戸美濃皿（1229）と 19 世紀初頭の瀬

戸美濃腰錆碗（1228）が出土している。　

4SP0506（第 31 ～ 33 図）

　FD4059 グリッドに位置する。古段階、新段階ともに

使用される。明瞭な掘り方は確認できず、周囲に礫を多

量に含む層が擂鉢状に堆積している。橋脚を打ち込む際

に揺らしながら打ち込み、橋脚が動いた範囲を礫で埋め

た工程が想定できる。

4SP0508（第 31 ～ 33 図）

　FD3960 グリッドに位置する。橋脚の遺存する橋脚部

分と、礫層が堆積する礫部分に分かれる。橋脚部には掘

り方はなく、打ち込みによる設置と考えられる。新段階

に使用されている。堀の堆積土２層の上から打ち込まれ

ている。橋脚部の西側には礫を多量に含む土で埋められ
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た部分が認められ、古段階に使用された橋脚を抜き取っ

た痕跡と考えられる。

4SP0510（第 31 図，第 33 図）

　FD3861 グリッドに位置する。古 4SB0503 の南角の橋

脚にあたる。掘り方はなく、橋脚の周囲約５cmの範囲

に礫を含む土を埋め込んでいる。

4SP0522（第 31・33・37・38 図）

　FD3861 グリッドに位置する。新 4SB0503 の南角の橋

脚にあたる。掘り方はないが、周囲には打ち込み時に橋

脚が動いた範囲と考えられる層が認められる。ここから

肥前陶器大皿（1231）が出土している。。他の橋脚は長

い円錐状の形状となるのに対し、この橋脚は均等な太さ

の柱で、先端のみを尖らせている。先端部にホゾ穴があ

り（写真図版 15）、建築部材の転用と考えられる。

4SP0505（第 31・33・37・38 図）

　FD4159 グリッドに位置する。古段階、新段階ともに

使用される。北角の橋脚にあたる。西岸石積前面の盛土

を擂鉢状に掘り込んだ後に打ち込み、周囲をシルトブ

ロックを多量に含む土で埋めている。

4SP0507・0516（第 31・32・33 図，第 164 図）

　FD4060 グリッドに位置する。4SP0507 が古段階、隣

接する 4SP0516 が新段階の橋脚となる。4SP0507 は曲

がった材が使用されている。打ち込みの際に位置や傾き

を修正するために使われたものか、竹の棒が隣接して差

し込まれていた。橋脚周囲から刀子（1230）が出土した。

4SP0516 は、掘り方と考えられる部分の一部のみ土層断

面図に示した。打ち込み時に橋脚が動いた範囲の埋め戻

しによる層の可能性もある。

4SP0509（第 31 ～ 33 図）

　FD4061 グリッドに位置する。古段階に使用された橋

脚である。橋脚周囲約 1.2m の範囲で小礫を多量に含む

層が認められ、打ち込み時に橋脚が動いた範囲に埋め込

まれた土と考えられる。堀の２層上から打ち込まれてい

る。隣接する新段階の橋脚 4SP0518 は礫層の埋め込み

は確認されなかった。

4SP0511（第 31・33 図）

　FD3961 グリッドに位置する。古 4SB0503 の東角の橋

脚である。土層断面図は示していないが、東岸石積前面

の盛土上から打ち込まれ、周囲に礫層が充填されている。

D　護岸施設

　堀の両岸から石積の護岸施設が検出された。護岸施設

下層の状況も含め，東西岸石積それぞれについて述べる。

東岸石積（第 34・35・38 図，第 162 図）

　石積は 10mの長さで検出した。40 ～ 50cm 大の楕円

形の石を１～４段積んでいる。堀斜面に横木を置き、そ

の上に石が積まれている。横木は杭で固定される。中央

部は石を１段積んだ後にさらに横木を置き、その上に石

を積んでいる。２段目の横木はホゾ穴があり、転用材と

考えられる。この中央部のかさ上げが、工法によるもの

か、時期差によるものか、土層断面では明確にできなかっ

たが、橋が２時期あることから、時期差の可能性もある。

石積の西端は石が失われているが，杭の状況から後述す

る西岸石積と同様に L字形に屈曲していたと考えられ

る。石積の東側は調査区外まで延びる。この周辺は崩落

寸前に図化しているため、　石積が張り出した状態で図

化している。

　石積前面の盛土や石積の下から遺物が出土している

（1184 ～ 1197）。中世から近世の遺物が混在した状況で

出土している。

東岸石積下層杭列　（第 36・38 図，第 161・162 図）

　石積の下層から４列の杭列が検出された。堀底に近い

方から第１～４杭列としている。

　第１杭列は石積横木の真下にある。杭は残っておらず、

杭の痕跡のみ検出した。石積下の横木を設置する際に抜

き取られたと考えられる。

　第２杭列は約 10cm角の角杭をが２列打ち込まれ杭の

上部に横木が設置される。部分的に杭上端を凹形に加工

し、横木を固定している杭も認められる。

　第３杭列は直径 20 ～ 30cmの杭が１～ 1.5m間隔で打

ち込まれている。

　第４杭列は７× 15cm 程度の長方形の角杭が約 30cm

間隔で打ち込まれ、杭の裏に細い枝状の木材が配置され

ている。部分的（FD3761 グリッド）には２列になって

いる箇所もある。

　各杭列間の前後関係は明確にできなかった。堀の埋没

に合わせて杭列を移動したとすれば、堀底に近い第１

杭列が最も古い可能性がある。各杭列の間からは 16 世

紀後半から 17 世紀初頭の遺物が出土している（1168 ～
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1182）。出土遺物の年代から 17 世紀初頭に杭列が造られ

はじめたと考えられる。

西岸石積（第 37・38 図，162・163 図）

　石積は 13mの長さで検出した。東岸石積と同程度の

大きさの石が使用されている。東岸と同様に中央部の横

木が２段となり、かさ上げされているが、上下の横木間

の石積はない。西端部で石積が L字型に屈曲する。

　平面では検出できなかったが、b-b' 土層断面（第 38 図）

の北西部に大規模な礎板を持つ掘り込みが確認され、橋

の地上部分の構造物の可能性がある。

　石積下の横木はホゾ穴があるもの等、建築部材の転用

が多い。石積、横木下には東岸のような杭列は全く見ら

れない。石積み下及び、石積全面の盛土中から、近世の

遺物が出土している（1183・1198 ～ 1199）。

　盛土下からは幅約１mの畝状の高まりが検出された。

一部が盛土と、下部は地山の掘り残しで構築される。堀

底の障壁と考えられる。障壁の北側、堀岸との間の凹部

や障壁の周辺から 16 世紀前半の遺物がまとまって出土

した（1204 ～ 1217）。戦国期に、近世本丸堀に先行する

障子堀が存在していた可能性がある。

Ｅ　桶埋設遺構

4SU0540（第 29 図，164 ～ 166 図）

　FD3863 グリッドに位置する。直径 90cm と直径

100cm の２基の桶が並んで埋設された遺構である。上

部は失われ、底部のみ遺存していた。東側桶の底面から

銭貨が 62 枚まとまって出土した。寛永通寳が主体だが、

明治 13 ～ 20 年の半銭銅貨を含む。銭貨の周辺には繊維

状の有機物が認められた。図化していないが象牙製と考

えられる瓢箪形の根付が共伴している。財布の可能性が

ある。同じ桶から馬の骨が出土している。

８　C区１面の遺構と遺物

Ａ　基本層序（第 39 図）

　調査区の北東壁で記録した。I 層は学校敷地の盛土、

II 層はしまりの強い人為堆積層で土塁基底部の可能性が

ある。III 層はシルトと砂の互層で堀に向かって斜めに

堆積していた。IV層は砂にシルトブロックが混入した

しまりの強い層で、上面を第１面の遺構検出面とした。

V層は砂層となる。VI・VI 層は有機物を多量に含む泥

炭状の層で、シルトブロックの混入状況によって分層し

た。木製品等の遺物を多く含んでいる。VIII 層は粘性

の強いシルト層で上面を第２面の遺構検出面とした。

B　土坑

5SK0408 ～ 0411（第 40 図）

　調査区北西辺で４基並んで検出された。長楕円形の土

坑で、中央にホゾ穴のある材が置かれる。ホゾ部分に杭

が打たれているもの（4SK04048・0409）がある。位置

関係から土塁構築に関わる遺構と考えられる。5SK0411

から北東側には連続しないのは、この部分が橋から渡っ

て来た部分にあたり、土塁が無かったためと考えられる。

C　焼土遺構

5SQ0413（第 41 図，第 168 図）　

　FD3562 グリッドに位置する。炭化物を多く含む層が

堆積する浅い掘り込みで、中央部には灰が堆積している。

灰の上に２ヶ所の被熱痕跡が認められた。鍛冶に関する

遺構か。瀬戸美濃皿（1306）が出土している。

5SQ0425（第 41 図，第 168 図）

　FD3463 グリッドに位置する。皿状の掘り込みの底面

にシルトを貼付け、中央部の凹みに炭化物が堆積する。

上層に被熱痕跡がある。5SQ0413 と同様、鍛冶に関す

る遺構か。釘（1308）が出土している。

９　C区２面の遺構と遺物

Ａ　掘立柱建物

5SB2475（第 43 図，第 169 図）

　FD3463 グリッド周辺に位置する。桁行４間以上、梁

行１間以上で、北東側の廂部分のみ検出した。規模は

11.9m 以上× 4.2m 以上、主軸方向は座標北から 50 度東

に傾く。柱穴の堆積土は小礫を多量に含むものが多く、

礎石の据え方の可能性もある。5SP2405 からリング状の

鉄製品（1322）が出土している。

5SB2476（第 44 図）

　FD3764 グリッド周辺に位置する。桁行４間、梁行２

間、南西と北東側に廂がある。規模は 12.4m × 12.2m、

主軸方向は座標北から 42 度西に傾く。柱穴の一部は調
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査区の法面で検出した。5SK2448、5SK2441、5SK2466

には柱根が残る。5SK2466 は柱根の下に正方形の礎板

が敷かれる。5SK2450 は丸材を２本並べて礎板として

いる。

B　溝

5SD2414（第 45 図，第 168 図）

　FD3563 から FD3863 グリッドにかけて位置する。緩

く L字形に曲がる溝である。堆積土は３層に分かれ、

中層に砂を帯状に含む層が堆積する。水が流れていた可

能性がある。瀬戸美濃端反皿（1311）と挽物皿（1312）

が出土している。

C　土坑・柱穴

5SK2417（第 45 図，第 168 図）

　FD3461 グリッドに位置する。底面に平坦な石が置か

れ柱穴と考えられるが、建物組み合わせは確認できな

かった。瀬戸美濃端反皿（1314）が出土している。

5SK2470（第 46 図，第 168 図）

　FD3661グリッドに位置する。大型の不定形の土坑で，

底面は凹凸があり、いくつかの土坑が重複していた可能

性がある。1317 は古瀬戸天目茶碗である。口縁部に漆

接ぎによる補修の痕跡がある。1318 は石鉢で、体部内

面が局所的に摩滅している。内面に帯状に煤が付着する。

D　性格不明遺構

5SX2415・2420・2485（第 47 図，第 169 図）

　溝状の遺構や浅い不定形の遺構が重複して検出され

た。5SX2415 は浅い不定形の遺構で、底面に部分的に

凹凸がある。古瀬戸天目茶碗（1324）や青磁碗（1325）

等が出土している。

　5SX2485 は溝状の遺構で、南端部に木材が置かれて

いる。瀬戸美濃皿（1333）などが出土している。

　5SX2485 は長楕円形の土坑である。西側に浅い

張り出しがあり、その部分に礫が敷き詰められてい

る。土層の観察から３遺構の重複関係は、古い順から

2420 → 2415 → 2485 となる。

10　C区遺構外出土遺物　

III 層（第 170 図）

　遺構検出面とした IV層上面までの人力による掘り下

げの過程で出土している。24 点の遺物が出土している。

1340 は犬型の土製品で、前足、左後足、右耳が欠損する。

大坂城等、近畿地方で出土するものと類似し、搬入品の

可能性がある。瀬戸美濃はソギの入った折縁皿（1342・

1343 ）が出土している。16 世紀末から 17 世紀初頭頃、

土塁構築以前の層か。

IV 層（170 ～ 175 図）

　上面を第１面の遺構検出面としている。木製品を中心

に 599 点の遺物が出土している。瀬戸美濃は 57 点、輸

入陶磁器は 94 点出土しているが、幅広い時期の遺物が

混在している。17 世紀以降の遺物も少量含まれるが、

混入の可能性もあるため、16 世紀後半頃の層として捉

えたい。1408 は伊達家家紋の三引両文が描かれた漆器

碗である。1410 の漆器皿は体部に武藤氏家紋の六つ目

結文が描かれる。武藤氏は庄内南部を本拠とする国人領

主で、庄内地方に最上氏、上杉氏の影響が強くなる以前

には大きな勢力を誇っていた。

V層（第 175 図）

　砂が堆積する層で出土遺物は少ない。14 点出土して

いる。下駄（1455・1456）等が出土した。1453 は白磁

の端反皿で、外面に鉄釉滴が認められる。

VI 層（第 175 ～ 178 図）

　有機物を多量に含む層で、木製品を始め 201 点の遺物

が出土している。

　瀬戸美濃、青花ともに端反皿が主体となる。1490 は

完形の曲物でVI 層中から正位で出土した。周辺に掘り

込みは確認できなかった。蓋が内部に落込んだ状態で出

土し、内部は土の流入もなく空洞だった。曲物内から、

墨で不規則な縞状に塗り分けられた棒状の木製品と、図

化していないが２cm大の赤みがかった小石が出土した。

（写真図版 76）。

　出土遺物からVI 層の形成は 16 世紀中葉頃か。

VII 層（第 179・180 図）

　VI 層と類似する層で有機物を多く含む。214 点の遺

物が出土した。陶磁器の様相はVI 層と類似し、時期差

は認められない。

　他に遺物集計表にはVIII 層、X層出土遺物が１点ず

つ記載されているが、これは B区の堀岸から延長する

トレンチを掘り下げた際に出土したもので、調査年度が
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異なるため C区の基本層序が確定していない段階で取

り上げたものである。それぞれC区基本層序（第 39 図）

のVI・VII 層に相当する。

11　D区１面の遺構と遺物

Ａ　基本層序（第 48・49 図）

　調査区の南西壁面（a－ a'）、張り出し部の南東壁面（b

－ b'）、北東壁面（c－ c'）で記録した。

　I・II 層は近現代の盛土。III 層は a－ a' 断面では、し

まりの強い層として認識したが、他の断面では類似する

層は確認できなかったことから、広範囲に広がるもので

はないと考えられる。IV層は砂が帯状に混入するシル

ト層で、安定した生活面ではないと判断し人力で掘り下

げた。ただし調査区の北端部（礎石建物 5SB0112 周辺）

では IV層途中でしまりの強い整地層（IVd層）を確認し、

その上面で遺構を検出している。V層はシルトブロック

が混入する整地層で、上面で第１面の遺構を検出した。

　L字型の溝 5SD0123 より南西側の一帯では、V層上

に泥炭質の土層が堆積していた。当初これを遺構と判断

し 4SX0041 として遺物を取り上げたが、明確な立ち上

がりや掘り込みが無く、遺物包含層だったと思われる。

遺物はそのまま遺構出土して掲載している。

　VI 層は a－ a' 断面では黒色シルト層、b－ b'、c － c'

断面では灰色シルト層として認識した。VII 層は灰色シ

ルト層で、上面で第２面の遺構を検出した。

B　礎石建物

5SB0112（第 53 図，第 183 図）

　FD4556 から FD4955 グリッドにかけて位置する。他

の第１面の検出面より高い IVd 層上面で検出した。桁

行６間、梁行２間以上、梁行方向は柱間が一定しないこ

とから、廂部分の可能性もある。規模は 13.0m × 5.8m

以上、主軸方向は座標北から 37 度西に傾く。西側のラ

インは確認できなかった柱穴が多いが、確認できたもの

の位置関係から、このラインも存在していたと想定した。

ただし、礎石を据えていた栗石は確認できなかった。他

の柱穴は礎石を抜き取った後の栗石が検出されている。

地面を掘り込んだ後に、穴の壁面に灰色シルトを貼付

け、小礫混じりの砂を充填している。基本層序を記録し

た壁面にもこの礎石建物の柱穴が確認できる（第 49 図

11 層）。5SK100 は位置関係からこの建物に関連すると

考えたが、底部に木材を敷く柱穴で様相が異なることか

ら、建物に伴わない可能性もある。その場合、建物の範

囲は 5SK0104 が北の角となり、建物は西側に延びてい

たと考えられる。

　5SK0031 から白磁端反皿（1600）が出土している。

C　溝

5SD0111（第 54 図，第 181・182 図）

　FD4055 から FD4359 グリッドにかけて位置する。幅

2.4～3.2m以上、検出面からの深さ1.6m以上の溝である。

南東側は調査区外となり、さらに深かったと考えられる。

本来の幅は不明だが、隣接する本丸堀 4SD0501 の西岸

石積下で検出した堀底障壁がこの溝に伴うものだとする

と、６m以上の幅を持つ大規模な溝であったことが想

定できる。

　単独の溝として掘り下げを行ったが、土層断面から２

時期以上の掘り直しが行われたと考えられる。地山に類

似した土で埋められている層が多く、部分的に砂層や泥

炭状の層が認められる。人為的に埋め戻しが行われたと

考えられる。混入と考えられる近世陶器が出土している

が、他の遺物は大窯第３段階後半（藤澤 2002）の遺物

（1588）が最新であることから、16 世紀第４四半期頃に

埋め戻されたと考えられる。4SD0501 堀底障壁周辺出

土の遺物が 16 世紀前半であることから、溝の掘削は、

その頃までさかのぼる可能性がある。

　1559・1560 は土錘である。土錘は調査区全体で 16

点出土している。1562 は瀬戸美濃稜皿である。５片の

破片が漆接ぎで接合された状態で出土した。1572 は皿

形の漆器だが、底部に円柱状の脚が付く。1576 は鈴、

1575 は槍である。1584 は４片が接合した敲打痕のある

玉髄で、火打石と考えられる。他地点からは稜部に敲打

痕のある石英が出土しており、これらも火打石と判断し

た。調査区全体で 13 点出土している。また、ヒト頭蓋

骨（1585）、ニワトリ中足骨（1586）が出土している

5SD0123（第 55 図，第 182 図）

　FD4557 から FD5945 グリッドにかけて位置する L字

形に曲がる溝である。FD4758 付近で幅が広がる。底面

には部分的に木材が敷かれている。堆積土は小礫を多量
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に含む砂層である。軸線が礎石建物5SB0112にほぼ沿っ

ているが、重複関係があり建物に先行する。検出面は礎

石建物と同じ IVd 層上面である。

　1591 は連歯下駄で、後部に「人」字状の線刻がある。

前部には５本指の痕跡が明瞭に残る。

D　土坑・柱穴

5SK0023・0024（第 56 図・第 183 図）

　FD4455・4456 グ リッドに位置する。5SK0024 が

5SK0023 より新しい。5SK0024 は中央部に杭が打ち込

まれる。5SK0024 から多数の文字が書かれた折敷が出

土した。「せんせんせん」と同じ文字が繰り返されるこ

とから習書と考えられる。裏には「上」と書かれる。

5SK0029（第 56 図，第 183 図）

　FD4557 グリッドに位置する。2.6m ×２m以上の長

方形の土坑である。下層に厚く泥炭が堆積し、箸等の木

製品が多量に出土した。遺物は陶磁器のみ図化している。

1596 ～ 1598 は古瀬戸腰折皿である。1596 は体部外面と

底部の露胎部に黒色漆が塗られる。

5SK0033（第 56 図，第 183 図）

　FD4656 グリッドに位置する。長軸 1.9m の楕円形の

土坑である。5SK0029 と類似した堆積状況を示す。礎

石建物 5SB0112 の 5SK0028 に切られる。図示した箸

（1601）、景徳元寳（1602）の他、イルカ類の肋骨が出土

している。イルカ骨は調査区全体で 16 点出土している。

刃物痕のあるものが多く、食用にしていたと考えられる。

5SK0045（第 56 図，第 183 図）

　FD4454 グリッドに位置する。楕円形の土坑で中央部

が深くなる。板状の木製品（1605）が出土した。端部を

台形に作り出し、２ヶ所に穴があけられ、一方はノコギ

リで切り落とされている。類似した製品はD区２面か

らも出土している（1816）。

5SK0083（第 57 図，第 184 図）

　FD4651 グリッドに位置する。最下層から小型折敷の

脚（1610）が出土している。中央に棒が差し込まれてい

る。棒の一方には同様の板を差し込んでいたと見られる

圧痕が認められ、折敷脚になると判断した。

5SK0091（第 57 図，第 184 図）

　FD4551 に位置する不定形の浅い土坑である。まな板

（1611）が出土している。中央部には刃物痕が多数残り、

両端に釘穴があり脚がついていたと考えられる。

Ｅ　性格不明遺構

5SX0041（第 51 図，第 185 ～ 187 図）

　前述したが、5SD0123 の南西から調査区南西壁の間

の一帯に堆積していた黒色の泥炭層を遺構として登録し

て遺物を取り上げた。一帯の遺構は泥炭層を除去した後

で検出している。

　1625 は瀬戸美濃皿底部の菊花文部分を円板状に加工

している。1633 は２色の赤色漆で蓬莱文が描かれる。

1634 は片側が欠損しているが蓋等の把手と考えられる。

鉄釘が打たれている。1638 は羽子板である。両面に刃

物痕が多数残る。まな板に転用か。1645 は黒色の平坦

な石で、碁石と考えられる。他にタヌキ（1646）、スズ

キ（1648）、タイ（1649）等の動物遺存体が出土している。

F　D区１面下層の遺構

　4SB0112 を検出した IVd 層を除去してV層上面で検

出した遺構である。

4SX0060（第 48・49・58 図，187 ～ 194 図）

　FD4755 から FD4954 グリッドにかけて位置する。長

さ９m、幅 4.8m の溝状の遺構である。さらに調査区外

に延びる。中央に掘り残しの土手状の高まりがあり、２

条の溝の可能性もあるが土層断面では明確にできなかっ

た。基本層序（第 48・49 図）の 16d 層を中心に大量の

遺物が出土した。

　1670、1671 は肥前陶器である。混入と考えられる。

瀬戸美濃は大窯第３段階のもの（1665）を少量含むが、

中心は大窯第１～２段階となる。1685 は褐釉陶器の茶

入である。緻密な胎土で胴部に沈線が巡る。1695の折敷、

1696 の折敷脚は共に部分的に炭化していること、脚を

固定するための釘穴の間隔がほぼ一致することから、同

一個体と考えられる。1697 は六角形の板状製品で、折

敷と同様の縁を止める穴があけられていることから折敷

と判断した。1713 は露卯下駄である。調査区全体で出

土した下駄は、大半が連歯下駄で、露卯下駄は少ない。

1715 は台の前後の形状に沿って弧状の歯が付く下駄で、

民俗例等から庭下駄と判断した。1722 は鍋蓋等の把手

と考えられる。

　他に動物遺存体が多く出土している（1735 ～ 1783）。
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全身骨格に近い２個体分のネコ（1740・1741）は刃物痕

が認められる。他にイルカ、ニホンジカ、タヌキ等のほ

乳類、ガン、ニワトリ等の鳥類、ボラ、マダイ、カワハ

ギ、メジロザメ等の魚類等、多様な骨が出土した。ネコ

は皮革の利用、他は食物残滓と考えられる。箸も大量に

出土している。

5SK0133（第 58 図，第 184 図）

　FD4556 グリッドに位置する。2.1m 以上× 1.6m の長

方形の土坑である。底面には段があり、北東側が一段高

くなる。1617 は用途不明の金属製品で、断面Ｕ字型の

棒状を呈する。一方の端部に釘が打たれる。片側の面を

中心に黒色漆が塗られている。他に箸が大量に出土して

いる。

12　D区２面の遺構と遺物

Ａ　掘立柱建物

5SB2176（第 61 図）

　FD4453 から FD4451 グリッドにかけて位置する。桁

行５間、梁行２間で北東側に廂が付く。規模は 9.7 ×

5.8m、主軸方向は座標北から 36 度西に傾く。梁行方向

の柱間距離は大きく異なり、建物の構造には疑問が残る。

柱穴は柱根の残るものや、土層断面に柱の痕跡が認めら

れるものが多い。

5SB2177（第 62 図，第 195 図）

　FD4255 から FD4455 グリッドにかけて位置する。桁

行３間、梁行２間。規模は 5.9m ×４.0m、主軸方向は

座標北から 53 度東に傾く。5SP2062 から瀬戸美濃端反

皿（1802）、5SP2063 から青磁稜花皿（1803）、桜皮のつ

まみが付いた蓋と考えられる円板状木製品（1804）が出

土している。

　この他にも柱根の残る柱穴が多数検出されているが、

建物として復元できたのはこの２棟のみであった。さら

に多くの建物が存在していたと考えられる。

B　溝

5SD2110（第 62 図）　

　FD4555 から FD4754 グリッドにかけて位置する。約

10cm 程度の浅い掘り込みの溝で、FD4754 グリッド付

近でT字形に分岐する。遺物は出土していない。

5SD2170（第 62 図）

　FD4255 から FD4356 グリッドにかけて位置する。深

さ 40cmの箱形の掘り込みの溝である。遺物は出土して

いない。

C　土坑・柱穴

5SK2033（第 63 図，第 194 図）

　FD4652 グリッドに位置する。長軸 1.8m の楕円形の

土坑である。短軸方向と平行に板材と丸材が３本配置さ

れていた。遺物は青花碗（1790）、連歯下駄（1791）が

出土している。青花碗は被熱のためか、釉が白濁する。

5SK2097（第 63 図・第 194 図）

　FD4457 グリッドに位置する。長軸 1.3m の楕円形の

土坑である。細い層状の堆積で、下層の９層には炭化し

た草状の植物が堆積していた。1793 は折敷形の漆器の

盆である。黒色漆の上に赤色漆が重ね塗りされており、

部分的に赤色漆が剥離している。他に瀬戸美濃端反皿が

出土している。

5SK2118（第 63 図，第 194・195 図）

　FD4654 グリッドに位置する。直径 1.2m、深さ１m

の円形、擂鉢形の土坑である。下層に未分解の植物質が

約 40cm厚で堆積する。

　1718 は漆器碗である。外面、見込みに植物文が描か

れる。1796 は蓋と考えられる。中心に竹釘が打たれる。

5SP2066（第 64 図，第 195 図）

　FD4354 グリッドに位置する。5SP2068 を切る。柱根

は残っていないが土層断面及び平面の観察では柱の痕

跡が認められた。漆器椀（1806）、刀装具と考えられる

木製品が出土している。1806 はロクロ目が明瞭に残り、

薄い漆が塗られている。高台周辺を削り丸底に加工して

いる。

D　性格不明遺構

5SX2060（第 61 図，第 240・241 図）

　FD4454 から FD4653 グリッドにかけて位置する。長

軸 7.3m、短軸 2.6mの溝状の遺構で，中央部が方形に大

きく張り出す。溝部分には 5SB2176 の北東辺の柱穴に

該当する凹みがある。溝部分は5SB2176の廂部分に沿っ

ており、建物の付属施設の可能性もある。

　1816 は両端に２ヶ所ずつ穿孔された板状の木製品で、
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途中で折れ曲がった状態で出土した。図示した遺物の他、

釘が２本、マダイ骨（1820 ～ 1822）が出土している。

5SX2100（第 66 図，第 196 図）

　FD4458 周辺に位置する。長軸 3.5m の不定形の土坑

である。底面の一部に凹みが認められる。

　1823 は茶臼皿部分の破片である。他に 5SK2098 から

出土した瀬戸美濃有耳壺（1794）と同一個体の破片が出

土している。

5SX2178（第 66 図）

　FD4357 グリッド、5SD0111 の西岸に位置する。他の

２面の遺構より約 20cm上の層で検出した。5SD0111 に

切られる。約 3.9 × 1.8m の範囲に５～ 10cm 大の石が

敷き詰められていた。

13　D区遺構外出土遺物

I・III 層（第 197 図）

　トレンチ調査中に出土した遺物である。I 層から寛

永通寳２点（1825・1826）が出土している。III 層から

5SK0029 出土の古瀬戸腰折皿（1596）と接合した破片

が出土している。

IV 層（第 197 図）

　砂が帯状に混入するシルト層でV層上面の遺構検出

面までの人力による掘り下げの過程で出土した遺物であ

る。31 点の遺物が出土している。

　1828 は瓦質土器の擂鉢で外面にハケによる調整痕が

認められ、大和産の可能性がある。1835 は内面に煤が

付着する擂鉢である。同心円状に煤が付着していない部

分があり、煤付着後にも使用されていたことがわかる。

V層（第 198 ～ 204 図）

　上面を第１面の遺構検出面としている。調査区北東部

ではVa から Vf 層に細分されており、整地層間に遺物

包含層を含んでいる。１時期の整地層ではなかった可能

性がある。

　木製品を中心に 434 点の遺物が出土している。

　瀬戸美濃は 57 点と陶磁器中で最も多い。端反皿が主

体となる。1848 は備前茶入、1849 は備前鉢である。形

態からは 16 世紀末頃の可能性が高い。青磁は線描蓮

弁文碗（1869 ～ 1872 ）、稜花皿（1875 ～ 1877）が多

い。1888 は漆器合子で、大きさから鏡箱と考えられる。

1891 は折敷型の漆器盆で、底面に刃物痕が多数残り、

まな板に転用されている。1900 は連歯下駄で、台部上

面から４本釘が打ち込まれている。釘を打った下駄に

ついては、歯の摩滅を別材で補充しているもの（704・

798・950・2224）、別材の補充が見られないもの（1900・

2037・2221・2234・2235）がある。別材が欠落している

可能性もあるが、歯が十分あるにもかかわらず釘が打た

れている例（2234）もあることから、滑り止めを目的と

して釘を打ち込んだと考えられる。

　1938 は石匙である。今回の調査で唯一の縄文時代の

遺物である。

　１点のみ出土している肥前陶器や新しい可能のある備

前は検討を要するが、16 世紀中葉頃の層と考えられる。

VI 層（第 204 ～ 206 図）

　整地層下のシルト層で、地点によって黒色、灰色と土

色が異なっている。

　235 点の遺物が出土した。陶磁器では古瀬戸・瀬戸美

濃が最も多く、合わせて 40 点出土している。大窯第１

～２段階ものが多い。輸入陶磁器は 31 点出土している。

1963 は朝鮮王朝産陶器の皿で全面に施釉され、底部に

３ヶ所の目跡がある。1968 は将棋の駒である。「金将」

の墨書がある。1971 は黒色漆が塗られた棒状木製品で、

先端部に錆が付着している。1988 は茶臼の上臼、1989

は茶臼の下臼である。細かく割られた状態で出土した。

図化可能な部分のみを図化している。

　陶磁器の年代からは上層のV層とあまり時期差は認

められなかった。

VII 層（第 207 図）

　灰色シルト層で上面を第２面の遺構検出面とした。

VII 層直上から出土した遺物を図示した。

　1999 は須恵器甕である。古代の遺物は調査区全体で

48 点出土している。摩滅した遺物が多く、流れ込みに

よるものと判断した。周辺に古代の遺跡が存在する可能

性がある。2000 は珠洲擂鉢である。口縁部に櫛描波状

文が施される。

14　Ｅ区１面の遺構と遺物

　調査区中央部は旧校舎の渡り廊下があった場所で、第

１次調査区と重複する。渡り廊下建設によって第１面、

第２面上層が失われていたが、第２面下層、第３面は遺

存していた。
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Ａ　基本層序（第 67 図）

　渡り廊下の撹乱部分を利用し調査区を横断するトレン

チを設定して、基本層序を記録した。現地表から検出面

までの基本層序は調査区北東壁で記録している。

　IV層上面を第１面の遺構検出面とした。IV層は 3層

に細分される。上層はしまりの強い整地層である。中層

は木片を多量に含む層が５～ 10cm厚で堆積する。下層

は砂が中心の層となる。V層は 10 ～ 20cm 厚のシルト

層である。３層に細分し、下層は砂の混入が多くなる。

V層の上面で第２面の遺構を検出した。VI 層は約 30cm

の厚さの泥炭層で、多量の木製品を含む。VII 層は２層

に細分され、上層は黒色シルト層で灰色シルトを粒状に

含む。下層は一部でのみ確認している、炭化物を中心と

する層である。VIII 層は灰色シルトブロックを含む黒

色シルト層で、整地層の可能性もあったが、しまりは強

くなく、遺物を多量に含んでいたため、遺物包含層とし

て掘り下げた。IX層は VI 層に類似する泥炭層である。

トレンチ部分では約 20cmの厚さがあったが、調査区全

面には広がらず、部分的な落ち込みに堆積していたと考

えられる。遺物が少量出土している。X層は地山の灰色

シルト層で、上面で第３面の遺構を検出した。

B　礎石建物

5SB0277（第 69 図）

　FD5756 から FD5957 グリッドにかけて位置する。桁

行３間以上、梁行２間以上、北東側に廂をもつ礎石建物

である。廂部分は礎石ではなく掘立柱の可能性がある。

規模は 5.3m 以上× 4.9m 以上、主軸方向は座標北より

38 度西に傾く。

　10 ～ 20cm 程度の浅い掘り込みに砂とともに５～

10cm大の栗石を充填している。礎石は抜き取られてお

り栗石のみ遺存している。

　周辺には 5SK0218、5SK0203、5SK0206、5SK0216 な

ど礎石の抜き取り痕があるが、建物の復元には至らな

かった。5SK0218 はこの建物を構成する 5SK0217 に切

られるため、先行する建物が存在した可能性がある。こ

れらの栗石は 5SB0277 のものよりも小さい石が使用さ

れている。

5SB0267（第 69 図）

　FD5359 から FD5461 グリッドにかけて位置する。桁

行２間以上、梁行２間以上、規模は 4.6m 以上× 3.8m

以上、主軸方向は座標北より 42 度西に傾く。

　礎石が残る 5SP0255、5SP0266 では 10cm 以下の浅

い掘り込みに礫混じりの砂を充填して、その上に礎石

を据えている。この建物の北西側にも栗石のある柱穴

（5SK0244、5SK0246、5SK0248、5SK0236）があること

から、調査区中央部の撹乱部にも建物が存在し、調査区

全面が屋敷地として機能していたと考えられる。

C　溝

5SD0227・5SD0239（第 70 図，第 207 図）

　FD5757 から FD5957 グリッドにかけて位置する平

行する２条の溝である。両端は撹乱によって破壊さ

れている。5SD0277 は幅 40 ～ 60cm、検出面からの

深さ 25cm、5SD0239 は幅 30 ～ 50cm、深さ 10cm と

5SD0277 の方が規模が大きい。２条が同時存在してい

たかを確認することはできなかった。位置関係からは道

路の側溝の可能性もある。

　5SD0227 から飾り金具と考えられる金属製品（2001）

が出土している。

D　土坑・柱穴

5SK0225（第 70 図，第 207 図）

　FD5757・5857 グリッドに位置する。長軸 2.1m の不

定形の土坑である。底面も凹凸があり深さは一定しない。

２層に木片を多量に含んでいる。

　2002 は志野向付で、見込みに鉄絵で植物文が描かれ

る。底部には粘土板を丸めた脚がつく。外面に焼成時の

釉着痕がある。2009 は見込みに鉄絵が描かれる肥前陶

器大皿である。

5SK0232（第 70 図，第 207 図）

　土坑 FD5858 グリッドに位置する。直径 1.1m 以上の

円形の土坑である。北半は 5SK0233 と重複し失われて

いる。折敷（2005）、円板状木製品（2006）が出土して

いる。2006 は表面に刃物痕が残り、まな板に転用され

ている。表面の一部が炭化している。

5SK0243（第 70 図）

　FD5560 グリッドに位置する。長軸 1.6m の楕円形の

土坑である。上面に木材と石が配置されている。木材は
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約 20cm間隔で平行に配置される。土坑の範囲をはみ出

しているため、土坑とは直接伴わない可能性もある。類

似した遺構は第２面でも検出されている（5SD2230・第

73 図）。水路の一部か。

5SK0256（第 71 図，第 208 図）

　FD5359 グリッドに位置する。長軸 1.7m 以上の楕円

形になると思われる。曲物（2013）が出土している。

2013 は内面に黒色物質が付着する。底面には刃物痕が

多数残り、炭化によって一部が凹んでいる。

5SK0270（第 71 図，第 208 図）

　FD5461・5561 グリッドに位置する。2.5m × 2.2m 以

上の方形の土坑である。南端が一部張り出す。 

　2015 は円板状木製品で、片面に黒色漆が塗られる。

同じ面に不規則な毛引き線が引かれている。2017 は小

型の台等の脚と考えられる。2016 は小型の下駄未製品

である。他に白磁端反皿、刀子、イヌ肩甲骨等が出土し

ている。

5SK0273（第 71 図，第 208 図）

　FD5561 グリッドに位置する。4SK0270 の上面で検出

した。柱根の残る柱穴である。柱根は掘り方よりも深く

打ち込まれている。

　2019 は砂粒を多く含む胎土の土師質土器で、小型の

壺の肩部と考えられる。2020 は無文の漆器椀で、内面

の一部が炭化している。

5SP0229（第 71 図，第 253 図）

　FD5757 グリッドに位置する。5SK0228・0231 に切ら

れる。基本層序（第 67 図）の４層部分である。漆器椀

（2021）が出土している。底部に「×」の線刻がある。

15　Ｅ区２面の遺構と遺物

　V層上面で遺構を検出した。中央の撹乱部ではV層

は失われていたが、VI 層上面で遺構を検出することが

できた。また、V層掘り下げ後、VI 層上面の一部で遺

構を検出している。同一平面図に図示しているが、遺構

番号 2238 ～ 2245、2247 ～ 2252 の遺構が VI 層上面で

検出した遺構である。

Ａ　礎石建物

5SB2253（第 73 図，第 210 図）

　FD5657 から FD5856 グリッドにかけて位置する。VI

層上面で検出した。桁行４間以上、梁行１間以上、規模

は 6.6m 以上× 1.8m 以上で、主軸方向は座標北より 39

度西に傾く。浅い掘り込みに灰色シルトを貼付け、小礫

を多量に含む砂を充填している。礎石は全て失われてい

る。上面の整地層で検出されず、整地層下の遺物包含層

上で検出された状況は、Ａ区の礎石建物 4SB2102 の検

出のされ方と類似している。

　遺物は建物南角の 5SP2243 から銭貨（2062）が出土

している。銭名は読み取れなかった。

B　溝

5SD2230（第 73 図）

FD5361 から FD5459 グリッドにかけて位置する。幅 30

～ 50cm、深さ 10cm 以下の浅い掘り込みに沿って、直

径 10cm程の丸材が平行に２列配置されてる。丸材の長

さは 1.6 ～ 1.7m で規格性が認められる。材の先端はホ

ゾ状に加工されている。丸材の内側には杭が打たれる。

5SD2246（第 73 図）

　FD5660 グリッドに位置する。方形の浅い土坑状の遺

構だが、上面に 5SD2230 と同じ構造の木組みが設置さ

れていることから、溝の一部と考えられる。

5SD2237（第 73 図）

　FD5461 から FD5560 グリッドにかけて位置する。幅

40 ～ 50cm、浅い皿状の掘り込みの溝である。人為的に

埋められている。北端はFD5660 付近で途切れる。南端

は上層の土坑 4SK0270 に切られて失われている。

5SD2239（第 74 図，第 209 図）

　FD5558 から FD5659 グリッドにかけて位置する。中

央の撹乱部に位置するため VI 層上面で検出した。幅

1.3m から 1.7m の木組みの溝である。木組みは大半が失

われているが、幅は約 60cm程と推定される。木組み内

部及び木組みの裏から多くの遺物が出土している。

　2023 ～ 2025 は瀬戸美濃皿で、16 世紀中葉、大窯第２

～３段階のものである。2026 は青花皿で見込みに水禽

文が描かれる。2028 ～ 2030 は口縁部内側に四方襷文が

描かれる青花端反皿で、見込みには団龍文が描かれる。

別々に図化したが、同一個体の可能性もある。2031 は

漳州窯系の青花碗である。底部は露胎となり、見込みは

蛇の目釉剥ぎされる。これらの陶磁器は溝周辺のVI 層

や、下層のVII・VIII 層から出土したものと接合する例
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が多い。溝の掘削後、溝に廃棄されたものではなく、周

辺の遺物包含層に含まれていた遺物が、溝の掘削によっ

て溝内部に混入した可能性もある。

　2032 は上部に穴のあけられた小型の荷札木簡で表面

に「なまり玉千」、裏面に「天十二　八月廿一日」の墨

書がある。天正 12 年（1584）年に鉄砲玉が運び込まれ

ていたことがわかる。

　2036 は樽の蓋で、栓をするための穴があけられる。

側面に竹釘痕があることから何枚かを接合して大きな円

板状としていたことがわかる。この蓋は溝の木組みに利

用されていた。

　他にニホンカモシカ、ニホンジカ等のほ乳類、ガン等

の鳥類、カナガシラ、イットウダイ等の魚類の骨（2040

～ 2046）が出土している。またニホンジカの鹿角を利

用したヘラ状鹿角製品（2041・写真図版 109）が出土し

ている。

　付近は上層のV層が破壊されていたため、V層上面

（第２面）から掘り込まれた遺構の可能性もあるが、Ａ

区、Ｅ区において類似した木組み溝は第２面では検出さ

れていないこと、また、前述のように出土した陶磁器が

VI 層出土のものと接合していること等から、5SD2239

は VI 層の形成後、V層の形成前に構築された遺構と考

えられる。

C　土坑・柱穴

5SK2213・2215（第 74 図）

　FD5857・5858 グリッドに位置する。栗石が充填され

ることから礎石建物を構成すると考えられるが、他に同

様の遺構が無く、建物の配置は確認できなかった。調査

区外や撹乱部に延びていた可能性がある。

5SK2224（第 74 図，第 210 図）

　FD5460・5560 グリッドに位置する。長軸２mの楕円

形の土坑である。最下層に泥炭が堆積する。上層は人為

的に埋められている。瀬戸美濃皿（2048）、青花内湾皿

（2049）が出土している。

5SK2244（第 75 図，第 210 図）

　FD5658 グリッドに位置する。長軸 1.5m の楕円形の

土坑である。浅い皿状の堀込みであるが、多くの遺物が

出土している。

　2050 は瀬戸美濃丸皿、2051 は瀬戸美濃折縁皿である。

2052 は青花端反皿、5SD2239 出土の 2029,2030 と同一個

体の可能性もある。2053 は外面及び内面に松文が描か

れる漆器椀である。2054 は黒色漆塗りの製品で、その

形状から茶器の蓋と考えられる。A区３面 4SX3027 か

ら出土した白木の 479 もほぼ同じ形状で、茶器蓋の未製

品の可能性がある。城内で茶道具が作られていたこと

を示すものか。2058・2060 は上部に竹釘が差し込まれ、

台等の脚と考えられる。

D　石敷遺構

5SX2219（第 75 図）

　FD5559 グリッドに位置する。4.5 ×１mの範囲に５

～ 10cm大の石が敷き詰められていた。

Ｅ　落ち込み状遺構

5SX2254（第 75 図，第 210 ～ 212 図）

　FD5359 から FD5560 グリッドにかけて位置する。Ｅ

区のおよそ 3分の１程の面積を占める大型の不定形の

遺構である。V層掘り下げ中にVI 層が大きく落込んだ

様子が確認されたため、遺構として登録した。V層を

除去後の VI 層上面に大きな凹凸が見られ、VI 層直上

（5SX2254 床面）から木製品を中心とした多くの遺物が

出土した（写真図版 31）。

　2063 は備前擂鉢である。備前製品はVIII 層からまと

まった数が出土している。2065 は漆器椀で、高台内に

「六」の刻書がある。2066 は内外面赤色漆塗りの漆器椀

だが、高台を削り取り丸底に再加工している。2069 の

羽子板は両面の一部が炭化し、片面には刃物痕が著しい。

まな板転用か。連歯下駄（2070 ～ 2077）は多様な大きさ、

形態のものが出土している。他にも図化していないが板

状製品や円板状製品等が出土している。

16　Ｅ区３面の遺構と遺物

　地山のX層上面で遺構を検出している。

Ａ　溝・溝状遺構

5SD3205（第 77 図，第 213 図）

　FD5856 から FD5957 グリッドにかけて位置する。幅

1.2 ～ 1.3m の木組みの溝である。木組み部分の幅は約

30cmである。木組みは杭を10～ 50cm間隔で打ち込み、
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杭背面に細い横木を１～２段設置している。横木だけで

は土を押さえられないため、布状のものも使われていた

と考えられる。北側の杭列には横木が遺存していたが、

南側は杭のみが遺存していた。北側杭列は掘り方の底面

立ち上がり部に打たれているが、南側は壁面途中に打た

れている。遺物の出土は少ないが、木組み内側と木組み

の裏（溝掘り方）から出土した遺物を図示した。

　2078 は木組の内側から出土した下駄の歯である。片

面が炭化している。2079、2080 は掘り方から出土した

遺物である。2079は漆器椀で、内面が一部炭化している。

2080 は笄である。

5SD3220（第 77 図，第 213 図）

　FD5757・5758 グリッドに位置する。幅１mの浅い溝

状の遺構である。中央を試掘トレンチが通っているが、

基本層序（第 67 図）ではこの遺構の堆積土が確認でき

なかったため、VIII 層の落ち込み部分の可能性もある。

　瀬戸美濃皿（2083）、ヘラ（2084）が出土している。

5SD3222（第 78 図，第 213 図）

　FD5657 から FD5758 グリッドにかけて位置する。幅

30 ～ 40cm、深さ 15cmの溝である。大窯第１～２段階

の瀬戸美濃皿（2085・2086）、漆ベラ（2087）が出土し

ている。2087 は先端部を中心に黒色漆が付着し、部分

的に赤色漆が付着している。漆の付着、形態から、漆塗

りに使用されるヘラと判断した。

5SD3225（第 78 図・第 213 図）

　FD5658・5758 グリッドに位置する。幅 30 ～ 50cmの

溝である。小型の砥石（2088）が出土している。砥石の

裏面には黒色漆が付着しており、台等に接着して使用さ

れていたと考えられる。

5SD3226（第 78 図）

　FD5658・5759 グリッドに位置する。幅 30cm の溝で

ある。5SD2239 土層断面図（第 74 図）の 5層に該当す

る。他の遺構と同様X層上面で検出したが、土層断面

からVIII 層上面から掘り込まれている遺構であること

が判明した。５c層で砂が帯状に堆積しており、水が流

れていたと考えられる。

5SD3232（第 79 図）

　FD5459・FD5559 グリッドに位置する。長さ 1.9m の

溝状の遺構である。5SX3233 に切られる。底面は凹凸

が目立つ。

5SD3235（第 78 図，第 213 図）

　FD5560 グリッドに位置する。幅１～ 1.3m の溝状の

遺構である。底面には一部に凹凸が見られる。

　手づくね成形のかわらけ（2092）が出土している。内

面及び外面上半にナデ調整が認められる。口縁端部がわ

ずかにつまみ出される。

5SD3244（第 78 図，第 214 図）

　FD5360 から FD5461 グリッドにかけて位置する。幅

50 ～ 90cm の溝で、中央部に張り出しが見られる。調

査区東角部分で屈曲し、南東方向へ延びていた可能性が

ある。瀬戸美濃端反皿（2093・2094）が出土している。

2093 は VIII 層から出土した破片と接合しており、VIII

層からの混入の可能性がある。2096 は直径９cmの小型

の曲物で、底板、蓋板、側板が別々に出土したが、大き

さから同一個体と判断した。側板は開いた状態だっため、

もっと高さのある曲物の一部の可能性もある。

B　土坑・柱穴

5SK3217・3218（第 79 図，第 214 図）

　FD5757・5857 グリッドに位置する。直径 1.6m の楕

円形の土坑である。東側で 5SK3218 と重複するが平面

では明確にできなかった。東側に張り出し底面に凹凸の

ある箇所が 5SK3218 にあたる。5SK3217 から青花端反

皿（2097）が出土している。

5SK3230（第 79 図）

　FD5659 に位置する。直径 1.2m の円形の土坑である。

検出面からの深さは 70cmで底面の平らな擂鉢状を呈す

る。１層、３層に泥炭が堆積し、２層はシルトブロック

を含む人為堆積層となる。

5SP3247（第 79 図，第 214 図）

　FD5560 グリッドに位置する。直径 35cm、10cm程度

の浅い掘り込み中から、連歯下駄（2098）が置かれた状

態で出土している。

C　性格不明遺構

5SX3233（第 79 図，第 214 図）

　FD5459 から FD5460 グリッドにかけて位置する。一

辺 3.4m のコの字型に曲がる溝である。方形になる可能

性もある。IX層に類似する泥炭が堆積する。ヘラ（2099）、

連歯下駄（2100）が出土している。
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5SX3234（第 79 図，第 214 図）

　FD5460・5560 グリッドに位置する。長軸 3.1m の瓢

箪形の遺構である。２基の土坑の重複の可能施もあるが

土層断面から１つの遺構と判断した。青磁稜花皿（2101）

が出土している。

17　Ｅ区遺構外出土遺物

表土・III 層（第 215 図）

　トレンチ調査及び III 掘り下げ時に出土した遺物であ

る。肥前陶器が中心で、砂目積みのもの（2103・2104 ・

2107）が多い。肥前磁器（2108）も出土している。

IV 層（第 215 ～ 216 図）

　上面で第１面の遺構を検出している。下位の IVc 層

は木片を多量に含み、大量の遺物が IVc 層から出土し

ている。380 点の遺物が出土し、344 点が木製品である。

　瀬戸美濃は 14 点出土している。大窯第４段階後半の

もの（2125）を含む。2125 は志野折縁皿で内面にソギ

が入る。高台内には円錐ピン痕がある。肥前陶器は４点

出土している。図化していないが砂目段階のものを含む。

2127 は肥前陶器大皿で内面に鉄絵で植物文が描かれる。

輸入陶磁器は６点出土している。うち２点を図化した。

2128 は線描蓮弁文青磁碗である。2129 は外面下半が露

胎となる青花皿である。

　木製品 344 点中、193 点が板状、70 点が角型の棒状製

品で、建築廃材等がまとめて廃棄された可能性もある。

2130 は内面赤色漆塗りの漆器椀である。内面に黒色漆

が付着し、ヘラの痕跡が認められる。漆塗りの際のパレッ

トとして使用されたものと考えられる。2133、2134など、

漆ベラが出土していることと合わせて、城内で漆製品の

製作が行われていたことを示す。2132 は折敷で、中央

付近に鳥形？の彫り込みがある。2131 は漆接ぎによる

補修痕跡のある漆器皿である。2138 は円板を２枚組み

合わせたもので、外面に布がかぶせられ漆が塗られてい

る。2137 は切り込みのある棒状製品で、人形の可能性

もある。

　IV層は陶磁器の年代観等から 17 世紀初頭に形成され

たと考えられる。A区 IV層と対応する。

V層（第 217 図）

　整地層と考えられるシルト層で、上面で第２面の遺構

を検出した。115 点の遺物が出土している。そのうち 82

点が木製品である。陶磁器は小片が多く、図示した遺物

はない。木製品は 82 点中、約半数の 39 点が板状製品で

ある。箸が 29 点出土している。

　2143・2144 は連歯下駄である。2145 は IV 層出土の

2137 と類似する。人形か。2147 は赤色漆が付着した棒

状の製品で、一部に黒色漆も付着する。漆塗りに使用さ

れたものか。

　陶磁器の出土が少ないため年代は不明確だが、16 世

紀末頃か。

VI 層（第 218 ～ 226 図）

　整地層下の泥炭層で大量の遺物が出土した。上面で第

２面下層の遺構を検出している。

　1396 点の遺物が出土している。1207 点が木製品であ

る。瀬戸美濃は 27 点出土し、大窯第１～３段階のもの

が出土している。2164 は口縁部に煤が付着し、灯明皿

と考えられる。肥前陶器が２点出土しているが混入と考

えられる。輸入陶磁器は 83 点出土している。輸入陶磁

器が瀬戸美濃の量を上回る様相は、Ａ区VI 層とも共通

する。ただし破片数で集計しているため、器壁が薄く細

片になりやすい輸入陶磁器が多く数えられる傾向があ

り、この比率は実際の搬入量を反映したものではない。

　2172 は見込に団龍文が描かれる青花端反皿で、第２

面の 5SD2239 からも同じ文様の皿（2028 ～ 2030）が出

土している。セットで搬入されていたと考えられる。他

の青花皿は口縁部が内湾するタイプ（2174 ～ 2178）が

多い。2182 は漳州窯系と考えられる五彩皿である。見

込は蛇の目釉剥ぎされ、釉剥ぎ部に蓮弁文が描かれる。

　木製品は箸が 477 点と最も多く、次いで板状製品が

370 点出土している。折敷も 54 点、漆器・漆製品が 37

点出土しており、漆器、折敷、箸等の供膳具が多いこと

が特徴である。

　2187 は高台内に線刻で五芒星が刻まれる。2191 も文

字のような線刻が刻まれている。2195 は黒色漆が塗ら

れた漆器であるが、漆の剥離が著しい。高台は削り取ら

れ丸底に再加工される。2198 は漆器天目台で、ややく

すんだ色調の赤色漆が塗られる。内面は剥離が目立つが

上半部までは漆が塗られていたと考えられる。高台先端

が欠損している他はほぼ完形である。2199 は漆器合子

蓋で、２色の赤色漆を用いて水禽文が描かれる。

　2200・2201 は桶等の容器の把手と考えられる。2201
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は両面に斜めの線刻がある。中央部が摩滅しており、紐

等で吊るして使用されていたことがわかる。2202 は円

板状製品の中央に角棒が差し込まれたもので、蓋と考え

られる。2205 は先端部が欠損しているが上部の形状か

ら擂粉木と判断した。

　下駄（2220 ～ 2238）は多様な大きさ，形状のものが

出土している。2237 の露卯下駄は台部の側面に黒色漆

が塗られる。上面は摩滅が著しいが、全面に黒色漆が塗

られていたと考えられる。

　2239・2240 は舟形である。中央部に帆柱を挿したも

のか、穿孔が認められる。2241 は刀の柄、2242 も溝が

刻まれており、刃物の柄と考えられる。2244 は薄い板

状の製品で、片面に沢
おもだか
瀉文、菱形文が陰刻される。陰刻

の周囲には多数の細かい線刻がある。2245 は平面形状

は下駄に似るが歯や緒穴が無く、用途は不明である。菱

形の線刻がある。

　2248 は繊維製品で植物を撚った紐を複雑が複雑に結

ばれている。武具や馬具に使用されたものか。

　2250 ～ 2252 はほぼ同じ形状の刀子である。2255 は鉄

製の鉢、2256 皿状の鉄製品で内面と口縁部片側に突起

が作り出される。

　2263 は茶臼下臼の皿部分である。他に火打石（2264・

2265）や、多くの動物遺存体（2266 ～ 2289）が出土し

ている。

　VI 層の形成年代は、VI 層に近い年代に構築されたと

考えられる 5SD2239 出土の天正 12 年（1584）銘の木簡

（2032）、陶磁器の様相から、16 世紀第４四半期頃か。

VII 層（第 226 ～ 228 図）

　黒色シルトを中心とする層で一部に炭化物を含む層が

分布する。170点の遺物が出土し、126点が木製品である。

　陶磁器は瀬戸美濃が６点出土している。大窯３段階の

可能性があるものも１点（2297）含むが、大窯第１～２

段階が中心となる。輸入陶磁器は 15 点出土している。

白磁端反皿（2298・2299）、青花端反皿（2302）の他、

青花内湾皿（2303）といった新しい様相のものも含まれ

る。その他越前甕（2290）や擂鉢（2292・2293）、備前

擂鉢（2291）が出土している。

　木製品は 126 点中、箸が 36 点、板状製品が 41 点出土

しているが、上下の層に比べ出土量は少ない。2306 は

桐文の描かれた漆器椀である。2307 は外面に扇文が描

かれた漆器椀で、内面が炭化している。2305 は直径９

cmの円板状製品で、桜皮の摘みが付くことから曲物の

蓋と考えられる。上面に「さたう一斤」の墨書があり、

砂糖を納めた容器の蓋である。2310 は刃物痕が多数残

るまな板である。2312 は前部の周囲に小さい穿孔があ

り、つま先部に覆いが付いた下駄と考えられる。2313

は舟形である。

　2316・2317 はひねりによる装飾が施された棒状鉄製

品で，火箸と考えられる。

　VII 層の形成年代は、VI 層の年代及び陶磁器の年代

観から、16 世紀後半頃か。

VIII 層（第 228 ～ 235 図）

　黒色シルトを主体とする層で遺物包含層として掘り下

げたが、5SD3226 が VIII 層上面から掘り込まれている

ことが判明し、上面に生活面があった可能性がある。

　670 点の遺物が出土している。そのうち 394 点が木製

品である。陶磁器では瀬戸美濃が 86 点出土している。

大窯第１～２段階のものが大半を占めるが、第３段階か

ら第４段階のものも少量含まれる。端反皿が多く見込に

菊花文（2343・2345・2347・2351 ～ 2353）、カタバミ文

（2345）等の印花文のあるものが目立つ。

　備前が 14 点と、調査区全体で最も多くの点数が出土

している。大甕（2330）、擂鉢（2331 ～ 2335）、徳利

（2336）、深鉢（2437・IX 層出土と接合）等がある。こ

れらの製品は伊部南大窯東３号窯製品に類似する。東 3

号窯の操業年代は 16 世紀第４四半期とされる（備前市

教委 2003）。

　輸入陶磁器は 96 点出土している。青花が 51 点と最も

多い。内湾皿（2379）や漳州窯系碗（2382）など新しい

様相のものも含まれる。2383 はタタキ成形の瓶で、器

壁の薄さや緻密な胎土から朝鮮王朝産と推定した。

　木製品は 394 点中、板状製品が 179 点、箸が 95 点出

土している。2385 の漆器碗は高台内に「天」の刻書が

ある。2387 は内外面に２色の赤色漆で蓬莱文が描かれ

る。2393・2394 は他の地点で出土しているものと形状

は異なるが、上面に竹釘が打たれていることから、小型

折敷の脚と推定した。2404 は連歯下駄で、後部に菱形

文が刻まれる。

　2411 は薄い器壁の銅製品で、六器等の仏具と考えら

れる。2412 は先端部が薄く仕上げられており、毛抜き
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と考えられる。

　その他火打石（2425 ～ 2429）や動物遺存体（2432 ～

2436）が出土している。

　VIII 層の年代を推定する上で、大窯第１段階（15 世

紀末～ 16 世紀前葉）を中心とする瀬戸美濃と、16 世紀

第４四半期とされる備前の年代の差が問題となる。備前

製品は調査区南東部一帯から出土しており、全てが上層

からの混入とは考えにくい。瀬戸美濃も大窯第 3段階の

ものを含んでいることから、最新の遺物の年代をとっ

て 16 世紀第４四半期と考えたい。その場合、VI、VII、

VIII 層にほとんど時間差が認められないことになる。

IX 層（第 235 図）

　黒色の泥炭層である。11 点の遺物が出土している。

　2437 は備前深鉢で、３点の破片は VII・VIII・IX 層

からそれぞれ出土している。2438 は古瀬戸腰折皿で、

VIII 層出土の破片と接合している。2439 は白磁端反皿、

2441 は青花端反皿で、VI ～ IX 層出土の破片が接合し

ている。2443 は円板状木製品で多数の穿孔がある。

　IX層の年代は、陶磁器の接合状況からVIII 層と同時

期と考えられる。

X層直上（第 235 図）

　第３面の遺構検出面としたX層の直上から出土した

遺物である。2444 は中砥、2445 は開元通寳、2446 は天

聖元寳である。

調査区外（第 235 図）

　2447 は肥前陶器皿である。当初 F区と設定した、Ａ

区南側の試掘調査の際に表土から出土した遺物である。

周辺はボイラー室重油タンク埋設によって明らかに破壊

されていたことから、面的な調査は行わなかった。

参考文献

秋山兵三他 1998『史跡旧鐙屋保存修理工事報告書』酒田市教育委員会
池享・矢田俊文 2007『増補改訂版上杉氏年表　為景・謙信・景勝』高志書院
石田明夫 2000『会津のやきもの　会津若松市史 14』 会津若松市
伊藤清郎他 1997『山形県中世城館遺跡調査報告書第３集（庄内・最上地域）』山形県教育委員会
岡山県備前市教育委員会 2003『伊部南大窯跡周辺窯跡群確認調査報告書 I』備前市埋蔵文化財調査報告 5
財団法人山形県埋蔵文化財センター 1994『亀ヶ崎城跡第２次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 17 集
財団法人山形県埋蔵文化財センター 1995『亀ヶ崎城跡第３次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 28 集
財団法人山形県埋蔵文化財センター 1996『土崎遺跡・梵天塚遺跡・中谷地遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報告書第
42 集
財団法人山形県埋蔵文化財センター 2004『泉森窯跡・坂下遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報告書第 129 集
財団法人山形県埋蔵文化財センター 2006『年報』平成 17 年度
酒田市史編纂室 1987『酒田市史改訂版』　酒田市史編纂委員会
酒田市史編纂室 1988『酒田市史年表改訂版』酒田市史編纂委員会
佐藤浩司「小倉名物三官飴とその容器について」『研究紀要第 14 号』財団法人北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室
柴田圭子 2001「16 世紀中葉の輸入陶磁器の再評価－中国・四国地方の遺跡を中心に－」『中世土器研究論集－中世土器研究会 20 周年記念
論集－』中世土器研究会
高桑登 2008「山形県亀ヶ崎城跡出土の備前焼について」『研究紀要』第５号　財団法人山形県埋蔵文化財センター
藤澤良祐 1998「第九節　近世瀬戸村の窯業生産」『瀬戸市史　陶磁史篇　六』愛知県瀬戸市
藤澤良祐 2002「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」『研究紀要第 10 輯』財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター
山形県企画調整部土地対策課 1979『土地分類基本調査　酒田』山形県企画調整部土地対策課
山形県教育委員会 1983『関 B遺跡第２次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財報告書第 68 集
山形県教育委員会 1991『亀ヶ崎城跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書第 169 集
横山昭男 1996『図説　山形県の歴史』河出書房新社



IV　自然科学的分析

33

亀ケ崎城跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　今回は、遺跡から出土した骨・貝類ならびに種実の種

類を知り、当時の生業に関する情報を得る。

1. 骨・貝類同定

A. 試料

　試料は、亀ヶ崎城跡 4次A区・B区・D区、5次 C区・

D区・E区の遺構覆土や包含層等から出土した骨貝類等

である。合計 167 試料で、1試料中に複数点の骨片が認

められる試料もあり、400 点以上の骨貝片が認められる。

B. 分析方法

　一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接

合を行う。試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態

的特徴から、種類および部位の特定を行う。なお、同定

および解析には、金子浩昌先生の協力を得た。

C. 結果および考察

(1) 種類別出現傾向

　検出分類群の一覧を表 1に、同定結果を表 2に示す。

以下、種類ごとに結果を示す。

＜貝類＞

・サザエ

　もっとも多くの殻が残されていた。殻は人為的に打ち

割られているものと、自然破壊されたものも加えて、完

存するものがない。殻高 88mm前後になるのが大型殻

であった。

・アカニシ

　57・389・1058・2074 で確認される。大型の殻である。

この種の殻も体層部が割られている。殻が部分的に焼け

ているようであり、肉を取り出すために火にかけられた

と思われる。1058 は、殻高 129.69mmを計る。

・ベンケイガイ

　2287・2288 で確認される。2287 は、2個分の殻であり、

殻表に被熱の痕跡をみる。2288は、水磨痕が顕著である。

・イガイ類

　1781 で左右の殻が各 1点、他破片 2点が確認される。

・カワシンジュガイ

　乾燥によって殻は著しく損壊するが、堆積物中では原

形を保っていたと思われる。殻長 90 ～ 100mm前後の

個体であったと推定される。

＜魚類＞

・ネズミザメ類

　1772・1773 でほぼ同じ大きさの椎骨が各 2点づつ確

認される。1772 は、椎体長 10.14mm、椎体径 23.51mm

を計る。おそらく同一個体の標本と思われる。また、

1773 は、椎体長 7.25mm、椎体径 21.45mm を計り、切

り込んだような痕跡をみる。解体時の切痕であろう。

・メジロザメ類

　1770・1771・2282 で確認される。1770 は半裁され

ており、椎体の一部を残すものである。1771 は、完存

しており、椎体長 14.54mm、椎体径 25.57mm を計る。

2282 は、63 点の一括出土の椎骨がある。椎体径約 4～

18mm前後のものを含む。尾部に近い部分の椎骨で、同

一の個体であると思われる。

・コイ

　461 でほぼ完存する主鰓蓋骨が認められる。骨長

36.40mmを計り、体長 30cm前後の個体であったと思わ

れる。

・イットウダイ類

　2046 で破損した左前鰓蓋骨片が 1点確認される。

・ボラ

　1606 で破損した左主鰓蓋骨 ( 長さ 56.23mm) が 1 点、

1764 でほぼ完存する右主鰓蓋骨 (51.61mm) が 1 点確認

される。これらは、別個体と判断される。この他、1765

で尾椎 ( 椎体長 13.57mm) が 1 点確認される。大型の主

鰓蓋骨とほぼ一致するサイズの個体と思われる。

Ⅳ　自然科学的分析
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・カサゴ類

　225 で右上顎骨、430 で右上顎骨・左右歯骨・左擬鎖骨、

1320 で右翼状骨、2283 で右前上顎骨・右上顎骨が確認

される。

　225 と 430 は大型個体である。430 の右上顎骨は、ほ

ぼ完存し、全長 52.55mm を計る。225 の右上顎骨は、

近心端を切断、その切り口が残る。骨全長 65.0mm以上

と推定され、大型の個体であったと思われる。他の標本

も同大のようである。一方、2283 は中型個体とみられ

る。前上顎骨右全長 47.63mm以上 ( 復元推定値 60.0mm

前後 )、右上顎骨全長 52.61mmを計る。

・カナガシラ

　2045 で右眼下骨 1点認められる。全長 32.51mmを計

る。上端を欠損するが、前端の棘などはよく残る。体長

15cm前後と推定される。

・スズキ

　2434 で 左 主鰓蓋骨、1648・2280 で 右 主鰓蓋骨、

1996 で左上鎖骨が確認される。右主鰓蓋骨は、全長

37.32mm(2280)、38.59(1648)を計る。これらの主鰓蓋骨は、

ほぼ同じ大きさの個体と思われ、体長 35cm前後の個体

と推定される。

・ハタ類

　431 で右主鰓蓋骨が確認される。全長 31mm前後を計

る。

・ブリ

　462 で腹椎 2 点、尾椎 3 点がみられる。この内、尾

椎 1点は半裁されている。椎体長は、腹椎が 9.77mmと

10.05mm、尾椎が 25.64mmと 25.88mmを計る。

・マダイ

　もっとも多くの遺骸が残され、1768・1822 で上後頭骨、

1118 で前頭骨、1820 で左上顎骨、1767 で右歯骨、2082

で右角骨、2436 で左角骨、1789 で左前鰓蓋骨、1650 で

左主鰓蓋骨、1821 で右主鰓蓋骨、1766 で右下鰓蓋骨、

1995 で左腰帯 +腹鰭棘が確認されている。

　個体のサイズも大小を含むが、上顎骨全長

64.84mm、右歯骨全長 40.54mm(NN0060)、右角骨全長

45.49mm(NN0126)、前頭骨幅 31.57mm(NN0027) などを

計測しており、全般に大型個体の標本が残される。採

捕されていた個体も大小さまざまで、最大は上顎骨で

みると体長 60cm 以上となり、角骨 2 点も大きく体長

60cmに達するであろう。歯骨はやや小さい個体で体長

50cm、上後頭骨や下鰓蓋骨は体長 40cm 前後と推定さ

れる。その他の標本もこうした大きさの個体であったと

推定される。

・タイ類

　463・1609・1649・1769・1798・1941 で 尾 椎 が、

1800・2281 で右主鰓蓋骨が確認される。これらは、い

ずれもマダイに属するとみられる。なお、463 の尾椎は、

椎体長 12.05mmを計る。

・ヒラメ類

　738・813 で尾椎が各 1点確認される。この内、738 は、

椎体長 11.69mmを計り、椎体の両側に輪切り痕がみら

れる。

・カワハギ類

　1763 で腰帯が 1点確認される。全長 78.14mmを計り、

大型の個体とみられる。

・種類不明

　2284で左主鰓蓋骨、1801で主鰓蓋骨片、2435で鰓条骨、

1805 で 腹椎棘、1651 で 肋骨片、1321・1652・1653・

1774・1775・1777 で鰭棘等破片、NN0059 で部位不明破

片が確認される。

＜鳥類＞

・ニワトリ

　1760 で胸骨、1761 で左上腕骨、1788・1586 で右中足

骨が確認される。中型程度の個体と推定される。なお、

胸骨の前縁には解体時の切痕がみられる。

・ヒシクイ

　812 で左大腿骨、1056 で右手根骨 +中手骨が確認さ

れる。

・ガン類

　2153 で左烏口骨、1759 で左上腕骨、1608 で右上腕骨、

1758 で右尺骨、2044 で手根骨 +中手骨、2152 で左脛骨

が確認される。左烏口骨左、左右上腕骨は、サイズが異

なることから、別個体と判断される。

・カモ類

　999 で右肩甲骨、1756 で左上腕骨、2278 で右橈骨、

413 で左手根骨 +中手骨、1756 で左大腿骨、2061 で左

脛骨が確認される。これらは、中型のカモ類である。

・ガン・カモ類

　1757 で肋骨が認められる。
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・サギ類

　2279 で右中足骨が確認される。ほぼ完存しており、

全長 162.74mmを計る。

・ハシボソガラス

　1762 で右脛骨が確認される。全長 89.14mm、遠位骨

端幅 8.86mmを計測する。

・カラス類

　2141 で右大腿骨が確認される。全長 53.04mm、近位

骨端幅 10.41mm、遠位骨端幅 11.05mmを計測する。

＜獣類＞

・ヒト

　167・168 で右尺骨、1055 で脳頭蓋片、1195 で右肩甲骨、

1585 で脳頭蓋片、1992 で脳頭蓋・肋骨・四肢骨等の破片、

1993 で後頭骨・脳頭蓋・四肢骨の破片、1991 で脳頭蓋

片が確認される。この内、右尺骨は、2試料が接合する。

また、1195 の右肩甲骨は、大きさからみて男性遺体の

可能性があり、肩甲棘肩峰や関節窩骨端にイヌ等の咬み

跡がみられる。1993 でみられた後頭骨は、隆起が発達

することから、男性の可能性がある。なお、右尺骨と右

肩甲骨を除くものは、白色を呈した破片で、骨表面に細

かなひび割れがみられるなど、火を受けた痕跡がみられ、

火葬されたものと判断される。

・イルカ類

　1799 で頸椎、1742 で胸椎、331・1743・1744・1745・

1746・1747・1748・1749・1750・1751・2273 で 腰 椎、

1603 で椎骨片、2272 で尾椎、1994 で肋骨が確認される。

これらの椎骨や肋骨には、解体時に切り込んだ切痕をみ

る。特に椎体では体軸に平行する方向で切断し、縦に半

裁するような形で切れている。この内、1750 で 3 点み

られた腰椎は、椎体長 35.18mm、椎体径 48.32mm前後

を計る。また、1994 の肋骨にも、近位骨端に切り込み

で骨端を欠損し、遠位部の骨体両側に多くの切り込み痕

をみる。

・ネコ

　97 で右上腕骨、752 で右脛骨、998 で右下顎骨、1738

で頭蓋、2151 で左大腿骨、2271 で脳頭蓋、2433 で左頭

頂骨、2150 で右頭頂骨が確認される。2433 と 2150 は、

いずれも幼獣であり、同一個体の可能性がある。998 の

下顎骨は、浅い切痕が認められる。1738 で頭蓋は、全

長 79.78mmを計り、成体である。左右下顎骨が咬み合

わさり、頭骨が単体で出土したものと思われる。なお、

97 の右上腕骨遠位骨端幅 18.25mm、2151 の左大腿骨全

長 104.15mmを計る。752 で右脛骨は、近位骨端が外れ、

骨体に斜行する切痕をみる。

　また、1740・1741 では、多数の骨がみられ、2個体分

が確認された。これを便宜的に a,b と振り分けた。ネコ

aは、脳頭蓋、右下顎骨、左下顎第 1後臼歯、第 1頚椎、

腰椎、左右肩甲骨、右上腕骨、右尺骨、左右寛骨、左右

大腿骨、右脛骨がみられる。第 1頸椎は、環椎の右側環

椎翼後端が切断される。おそらく第 1頸椎後部で頭部が

切断されたと思われる。脳頭蓋は完存するが、歯牙を多

く失う。また大腿骨は、近位端部に切痕がみられる。なお、

各部位の計測値は、右上腕骨全長 86.79mm、右尺骨全

長 97.14mm、右大腿骨 97.59mm、右脛骨全長 99.71mm

である。

　ネコ bは、脳頭蓋、左右下顎骨、頚椎 4、胸椎 5、腰椎 7、

椎骨椎体板 2、左肋骨 7、右肋骨 8、右肩甲骨、左右上

腕骨、左右橈骨、左右尺骨、左右寛骨、左大腿骨、左右

脛骨、左右腓骨、第 3中足骨、手根骨 /足根骨片 3がみ

られ、ほぼ一個体に近い骨格を残す。脳頭蓋は、ほぼ完

存するが、前頭部に斜行する 2本、横走する 1本の顕著

な切痕をみる。歯牙の咬耗をほとんどみない。また、腰

椎 1点が切断されており、右上腕骨、左橈骨、左脛骨に

切痕がみられる。また、寛骨は、恥骨坐骨連合部（坐骨

板菌域）が破損しており、人為的な破損と思われる。な

お、いずれも未化骨で骨端が外れる試料が多い。

・イヌ

　96 で右上腕骨、429 で左尺骨、1190 で右上腕骨、

2004 で右側の脛骨・腓骨・踵骨・第 2-5 中足骨、2012

で左橈骨・尺骨、2018 で右肩甲骨、2270 で右上顎骨が

確認される。

　2270 の右上顎骨は、犬歯、第 2,4 前臼歯、第 1,2 後臼

歯を残す。第 3前臼歯は歯根の一部を残すのみで、自然

破損とみられる。頭骨硬口蓋最大幅68.0mm前後を計り、

大型犬のサイズである。1190 の右上腕骨にみられる近

位端の欠損は、自然状態での破壊とみられる。骨体後面

の外側表面に細かい切痕が 60.0mmの範囲にみる。肉を

そぎ落とす際についたような傷かと思われる。遠位端幅

34.58mm、中央最小幅 13.89mm、中央頑丈示数 9.28mm

を計り、大型犬のサイズである。
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　2012 の 左橈骨は、全長 148.87mm、中央左右径

12.51mm、矢状径 7.71mmを計り、中央頑丈示数 8.40、

中央断面示数 61.6 と大型に近いサイズである。なお、

骨体表面に切痕をみる。左尺骨は、近位骨端欠存するが、

全長 171.20mm前後を計る。大型に近いサイズである。

また、429 左尺骨には、骨体部に深い切り込み痕がみら

れる。

　2018 右肩甲骨は、関節窩長 29.43mm、同幅 17.80mm、

肩甲頚部幅 26.76mmを計る。遠位骨端部かなり破損す

る。大型犬のサイズである。

　2004 で確認される右脛骨・腓骨・踵骨・第 2-5 中足骨は、

同一個体とみられ、右脛骨遠位骨端幅 21.55mm、右踵

骨全長 43.02mmを計ることから、中型犬のサイズとみ

られる。なお、右脛骨は、近位骨端が欠損し、囓り痕が

みられる。

・タヌキ

　1646 で右尺骨、1736・2269 で右腓骨が確認される。

右尺骨は、全長 87.0mm前後を計測する。

・ウマ

　1201 で左肋骨、1191 で下顎骨と上顎歯牙 ( 第 2,3 切歯 ,

犬歯 )、1735 が左距骨、19409 右肋骨が確認される。下

顎骨は、連合部を残し、左側のみ顎骨骨体の半ばを残す。

雌個体とみられる。切歯歯槽部は破損、歯槽の底部を残

すのみである。全歯咬高不明であるが 50mm前後の可

能性がある。これから推定される年齢は 7歳前後かと思

われる。また、切歯は、咬耗状態から 11 ～ 12 歳と推定

される。距骨は、最大幅 59.0mm前後とみられ、日本の

在来馬である御崎馬にほぼ匹敵するサイズである。なお、

下顎骨骨体の破損部分に人為的な切断痕、距骨にも叩き

痕がみられる。

・ニホンジカ

　120 で右肩甲骨、228 で左上腕骨、1737 で肋骨、2042

で左距骨、2043 で左脛骨、2266 で肋骨、2267 で右橈

骨、2268 で右尺骨が確認される。破損が著しいものも

あるが、2267 の右橈骨はほぼ完存し、全長 200.0mm、

近位骨端幅 36.61mm、遠位骨端幅 35.69mm、骨体最小

幅 20.90mmを計る。なお、尺骨や距骨は小さく華奢な

骨体で、雌個体と思われる。なお、997・2041 の箆状加

工品が鹿角片、2432 の簪状加工品が中手骨 /中足骨片

とみられる。

・ニホンカモシカ

　1056 で左上腕骨、1117 で左中足骨、2040 で左大腿骨

と左中足骨が確認される。上腕骨と大腿骨は破損し、中

足骨はほぼ原形を保つ。1117 の左中足骨は、遠位骨端

近くに打痕が残され、深いくぼみをみる。

・ウシ

　1335 で右下顎第 1切歯が確認される。

・獣類

　1752 が 椎 骨 片、1753・1754・1836・2274・2275・

2276 が獣類肋骨、1512・1755・2277 が中型獣肋骨、

1647 が部位不明破片である。この内、1647 は、火を受

けており、焼骨である。

＜その他＞

　1321・1939 は、植物遺体 ( 種類・部位不明 ) が含まれる。

(2) 種類別動物利用

　貝類では、サザエが貝類の主体であった。外海に面し

た浜で岩礁に発達する場所があればサザエがもっとも利

用し易い貝であったろう。貝殻の多くは破損し、実際の

利用の状況を知ることがきない。アカガイが少数あり、

内湾域で採れたと思われるが、数が少ない。

　ベンケイガイなどの二枚貝は水摩痕をみる貝殻で、自

然物の混入であろう。カワシンジュガイがやや多かった

が、食用に供されたものか不明である。

　魚類の検出は多かった。マダイの検出の多かったのは、

生息が多く、かつ最も好まれた魚であったからであろう。

体長 40 ～ 60cmになるサイズの個体が主であったのは、

こうした大鯛が好まれたからであろう。また、メジロザ

メ椎骨がまとまって出土している。一個体のうちの一部

が運ばれたのであろうか、尾部に近いので、肉もそのま

まであったろう。カサゴ類も大型個体があり、個体数も

多かった。大型の魚を好む風潮の表れであろうか。カナ

ガシラは眼下骨１点のみであったが。遺跡での出土例は

少ない。鰭棘の一部に全長 12cmの長さを計る骨が認め

られた。おそらく体長 1mを超える個体と思われる。遺

跡からの出土は珍しい。ボラも少ないが大型遺骸を残し

ていた。ヒラメ類もあったが椎骨 1点と少ない。砂地の

海の少ないことを反映している可能性もあるが、詳細不

明である。コイは主鰓蓋骨 1点のみであった。コイの検

出は中近世一般でも少ない。食膳にのぼることは少な

かったと思われる。
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　鳥類遺骸の出土も比較的多かった。水辺に面した生活

があり、飛来する水鳥を主とした捕獲があったようであ

る。ヒシクイ、カモ類などガンカモ類の多かったのは、

渡来する個体も多く、専業とする者もいたかと思われる。

ニワトリは飼われていた鳥であろう。数は多くない。一

般にはまだあまり飼われていなかったと思われる。サギ

類は水田地帯に生息していたのであろう。他遺跡での出

土も少ない。カラスは自然死した個体であったかもしれ

ない。

　獣類の中では、ヒトがみられた。火葬骨と土葬骨がみ

られる。イルカ類は椎骨がまとまって出土し、数個体が

あったらしい。1試料中に複数点みられた腰椎では、椎

体関節面と側面が異なる変色をすることから、この腰椎

3点が椎体面を接して並んでおり、この程度の数の椎骨

がひとつづきの状態で切られたものと思われる。また、

椎体の棘突起の先端がささくれた状態であり筋繊維をは

ぎ取った形跡と思われる。椎体を割っているのは肉を分

割した可能性がある。幾つかに分割された状態は、クジ

ラなどの解体と同じかと思われる。しかし、現段階では、

解体の手順を知るまでに至らない。

　ネコは 3個体前後の遺体があったらしい。内、2個体

がややまとまった骨格を残していたが、それらもまた完

存するものではなかった。ネコ aは成体遺骸で、頭部を

切断され、環椎は頭骨に関節していたものではないかと

思われる。他に頚椎がないからである。他の胴骨は一部

の腰骨を除いてこのブロックにはみることがなかった。

主四肢骨も左右を残すのは肩甲骨、寛骨、大腿骨のみで

あった。大腿骨近位骨端の骨頭部には深い切痕が残るの

で、切り離されたと思われる。手根、足根以下の骨を全

く欠いていた。ネコbはネコaよりも骨格が残されたが、

完存するものでない。頭骨は残され、胴骨もやや多く残

されたが、未回収の骨格も多い。四肢骨には切痕が複数

の骨格にみられ、解体されたことを示していた。寛骨は

坐骨板が左右とも割られており、分断された際に割れた

のであろう。肋骨がまとまって残されているので、胴部

は手つかずであったと思われる。毛皮を取るのが目的

だったのではなかろうか。骨格が全てそろわなかったの

は、皮などを剥ぐ加工が行われ、その際骨格の幾つかが

散逸したことを示している可能性がある。特に手、足部

の現存しないのは別に棄てられているのかも知れない。

肋骨がまとまっているのは、胴部には手を付けなかった

からであろう。おそらく皮だけはぐのが目的だったので

はなかろうか。

　イヌの骨格は中大あるいは大型サイズに所属してい

た。立派な骨格のイヌであったらしいが、骨格は全く分

散し、一部が残されるのみであった。四肢骨には切痕が

付いていた。肉をはぎ取っているのである。成体であっ

た。中近世の遺跡で知られるイヌにはこのような人手の

加えられたイヌ遺骸をみることが多い。イヌ遺骸は、一

部同一個体と推定されたが、ほとんど遊離した状態で

あったようであり、他の骨格との関係は不明である。頭

骨に残っていた臼歯は頭骨サイズに比べるとやや小さい

ようである。四肢骨では計測可能の標本にみる頑丈、断

面示数ではややきゃしゃな形質であったと思われる。

　ウマの遺骸は中型馬のなかではやや小さいサイズで、

もっともひろく飼われていたウマであった。このウマの

骨格にも人手による加工痕がみられた。ウシは切歯１点

があったのみである。

ニホンジカが四肢骨数点、ニホンカモシカが中足骨 2点

等あり、狩猟獣であったと思われる。ニホンカモシカは

日本海側では低地帯遺跡でもみることがある。生息域が

山麓にまでひろがっていたのであろう。

　イルカ類の目立ったことは近くにイルカ漁労の行われ

る環境－入り江があり、イルカを湾内に追い込むことの

できるような地形環境のあったことが推測されるが、こ

の資料のみではどの程度の捕獲があったか、不明である。

イヌが食べられたり、ネコの皮革がはがれたりしている

こと、ウマもそのような利用法のあったことは当時普通

であったようである。ただし、こうした動物がどの程度

飼われていたかは別の資料によらなくてはならないと思

う。大型のイヌが普通に飼われていたとも思われない。

支配者階層の飼い犬であったろうか。多少狩りなども行

われたようであるが、狩猟犬であったかどうかも確認し

難い。

(3) 調査区別出現傾向

　今回、分析を行った試料は、4次 A区・B区・D区、

5次 C区・D区・E区から採取されたものである。これ

らの中でみると、5次 D区が最も多くの骨貝類が出土し、

次いで 5 次 E 区、4 次 A区となり、4 次 B 区と 5 次 C

区が少ない。
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　最も多くの骨が出土した 5 次 D 区の中でみると、

5SD0111F(FD4156)、FD4256 Ⅵ、FD4557 Ⅵでは、火葬

された人骨が出土している。出土状況など不明な点があ

ることから詳細不明であるが、墓坑が存在していた、あ

るいは何らかの要因で火葬人骨が流入したことも考えら

れる。また、5SX0060F(FD4855) は、5 次 D区の中でも

出土数が多く、またサザエ・イガイ類・ネズミザメ類・

メジロザメ類・ボラ・マダイ・カワハギ類・ニワトリ・

ガン類・カモ類・ハシボソカラス・イルカ類・ネコ・タ

ヌキ・ウマ・ニホンジカなど種類数も多い。生活残滓が

大量に投棄されているが、利用状況や利用期間が他遺構

と異なっていたことも考えられ、考古学的な所見と含め

て総合的に検討する必要があるだろう。

　また、4 次 B区の 4SD0501 では、ヒトとウマが出土

する。ヒトは、火を受けた痕跡がなく、また骨体に囓り

痕がみられることから、地面に露出していた期間があっ

たとみられる。一方、ウマは、上顎歯牙と下顎骨が出土

しており、頭骨が存在していたとみられる。下顎骨に切

断痕がみられた。ウマ頭骨は、祭祀や儀礼に伴って埋納

されることが知られているが、今回の場合、どのような

利用があったのか現時点で不明である。これも出土状況

などの情報とともに考古学的な所見と併せて検討を行う

必要があるだろう。

２. 種実同定

A. 試料

　種実同定は、炭種子と記された 8 試料 ( 試料番

号 16,17,21,1784,1813,1824,1997,1998) に つ い て 実

施する。8 試料全てが塊状の炭化物で、試料番号

16,21,1784,1813,1997,1998 は 1 個、試料番号 17 は 4 個、

試料番号 1824 は 5 個が確認される。最大の塊状炭化物

( 試料番号 17) は、長さ 10cm、幅 7cm、厚さ 4cm、重

量 56g 程度。また、試料番号 16,17,1824 の塊状炭化物に

は、幅 3mm、最長 3cm程度の繊維状炭化物数本が列状

に配列した状態が確認される。

B. 分析方法

　試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、表面に付着する

泥などを炭化物が壊れない程度除去する。確認された

種実を、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑 ( 石

川 ,1994)、日本植物種子図鑑 ( 中山ほか ,2000) 等との対

照から、種類と部位を同定する。同定後の種実標本は、

総重量 ( 除去に至らない土の重量を含む ) を求め、可能

な限り種類別に容器に入れて保管する。

C. 結果

　種実同定結果を表 3に示す。実体顕微鏡下の観察によ

る区別が困難な複数の分類群は、ハイフォンで結び表示

している。塊状炭化物は、栽培植物のイネとアワ－ヒエ

の胚乳 ･穎が多量密集した状態であることが確認され

た。試料番号 16,17,21,1784,1813,1998 と、試料番号 1824

の塊状炭化物 4個は、多量の同一種と思われる長楕円体

の粒状物質が密集し固結した状態で、個々の配列は不規

則である。密接する個々の表面が癒着するなど状態が不

明瞭な部分もあるが、胚乳表面の縦溝や穎 ( 果 ) が確認

される点から、イネと同定した。

　一方、試料番号 1824 の塊状炭化物 1個は、イネとは

異なる形状で、多量の同一種と思われる広楕円体の粒状

物質が密集し固結した状態であった。密接する個々の表

面が癒着するなど状態が不明瞭な部分もあるが、胚乳基

部正中線上にある胚の凹みや、穎 ( 果 ) が確認される点

から、アワ－ヒエと同定した。

　さらに、試料番号 1997 の塊状炭化物 1個には、片面

はイネが密集し、対する片面にはアワ－ヒエが密集する

2層構造が確認された。イネ、アワ－ヒエの層の境界や

上下関係は不明瞭であった。

　以下に、本分析にて同定された種実の形態的特徴など

を記す。

・イネ (Oryza sativa L.)　イネ科イネ属

　胚乳と穎 ( 果 ) が検出された。炭化し黒色、長楕円形

でやや偏平。長さ4.5-6.5mm、幅2-3mm、厚さ1.5mm程度。

胚乳は、基部一端に胚が脱落した斜切形の凹部があり、

表面はやや平滑で、2-3 本の隆条が縦列する。胚乳を包

む穎 ( 果 ) は、基部に斜切状円柱形の特徴的な果実序柄

がある。果皮は薄く、表面には顆粒状突起が縦列する。

・アワ－ヒエ (Setaria itarica (L.) P.Beauv.- Echinochloa 

utilis Ohwi et Yabuno)　イネ科エノコログサ属－ヒエ

属

　胚乳と穎 ( 果 ) が確認された。炭化し黒色、広楕円体
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でやや偏平。径 1-1.5mm程度。背面は丸みがあり、腹

面は平ら。基部正中線上に胚の凹みがある。胚乳表面は

やや平ら。胚乳を包む穎 ( 果 ) の果皮は薄く、表面には

微細な顆粒状突起が配列する。

　アワ、ヒエの区別は、遺存状態が良好な個体に限り、

走査型電子顕微鏡下による内外穎の観察により可能であ

る ( 松谷 ,1980;2000 など )。今回確認された穎果も、走

査型電子顕微鏡下の観察で種類が特定される可能性があ

る。

D. 考察

　多量の粒状物質が密集し固結した塊状炭化物は、栽培

植物のイネとアワ－ヒエで、部位は可食部にあたる胚乳

と穎 ( 果 ) であった。全 8試料には、穎の付着が多く確

認されることから、脱穀前の穎が付いた状態で保存保管

されていたものが、火を受け炭化したことが推定される。

また、試料番号 16,17,21,1784,1813,1998 は、イネのみが

確認され、各試料間の検出状況に大きな違いは認められ

ないことから、同じように保存保管されていたことが考

えられる。試料番号 1824 では、塊状炭化物 4個がイネ

で 1個がアワ－ヒエのみと、異なる 2種類の混在は認め

られないことから、種類毎に分けて保存保管されていた

可能性がある。一方、試料番号 1997 は、1 個の塊状炭

化物にイネとアワ－ヒエが密集した 2層が確認されるこ

とから、2種類が隣り合わせに保存保管されていた可能

性が考えられる。

　なお、試料番号 16,17,1824 では、繊維状炭化物の付着

が確認された。繊維状炭化物は、配列した状況が確認さ

れることから、菰 ( こも ) など保存保管に使われた資材

の一部である可能性があり、穀類と同時に火を受け炭化

したことが考えられる。これらの繊維状炭化物は、実体

顕微鏡観察をする限りではイネ科の桿 ( 茎 ) のように見

える。桿の部分は灰像分析を実施しても種類の特定はで

きないため、今回は実施しなかったが、塊状炭化物を破

壊・観察し、葉の部分が確認できれば、灰像分析により、

種類の特定に至る可能性がある。
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表１　検出動物分類群の一覧
軟体動物門　Phylum　Mollusca タイ科　Family　Sparidae

腹足綱　Class　Gastropoda マダイ亜科　Subfamily　Pagrinae

前鰓亜綱　Subclass　Prosobranchia マダイ　Pagrus major
古腹足目　Order　Vetigastropoda タイ類　Gen. et. sp. indet.

サザエ科　Family　Turbinidae カレイ目　Order　Pleuronectiformes

サザエ　Turbo(Batillus) cornutus ヒラメ科　Family Paralichthyidae

新腹足目　Order　Neogastropoda ヒラメ類　Gen. et. sp. indet.

アッキガイ科　Family　Muricidae フグ目　Order　Tetraodontiformes

レイシガイ亜科　Subfamily　Rapaninae フグ亜目　Tetraodontoidei

アカニシ　Rapana venosa カワハギ科　Family　Monacanthidae

二枚貝綱　Class　Bivalvia カワハギ類　Gen. et. sp. indet.

翼形亜綱　Subclass　Pteriomophia 鳥綱　Class　Aves

フネガイ目　Order Arcoida キジ目　Order　Galliformes 

タマキガイ科　Family　Glycymeridae キジ科　Family　Phasianidae

ベンケイガイ　Glycymeris albolineata キジ亜科　Subfamily　Phasianinae

タマキガイ類　Gen. et. sp. indet. ニワトリ　Gallus gallus var. domesticus
イガイ目　Order　Mytiloida カモ目　Order　Anseriformes 

イガイ科　Family　Mytilidae カモ科　Family　Anatidae

イガイ類　Gen. et. sp. indet. カモ亜科　Subfamily　Anatinae

弁鰓亜綱　Subclass　Eulamellibranchia ガン族　Tribe　Anserini 

古異歯目　Order　Palaeoheterodonta ヒシクイ　Anser fabalis
カワシンジュガイ科　Family　Margaritiferidae ガン類　Gen. et. sp. indet.

カワシンジュガイ カモ族　Tribe　Anatini 

脊椎動物門　Phylum　Vertebrata カモ類　Gen. et. sp. indet.

軟骨魚綱　Class　Chondrichthyes コウノトリ目　Order　Ciconiiformes

板鰓亜綱　Subclass　Elasmobranchii コウノトリ亜目　Suborder　Ciconii

ネズミザメ目　Order　Lamniformes サギ科　Family　Ardeidae

ネズミザメ科　Family　Lamnidae サギ類　Gen. et. sp. indet.

ネズミザメ類　Gen. et. sp. indet. スズメ目　Order　Passeriformes

メジロザメ目　Order　Ｃarcharhiniformes スズメ亜目　Order　Passeri

メジロザメ科　Family　Carcharhinidae カラス科　Family　Corvidae

メジロザメ類　Gen. et. sp. indet. カラス亜科　Subfamily　Corvinae

硬骨魚綱　Class　Osteichthyse カラス族　Tribe　Corvini 

条鰭亜綱　Subclass　Actinopterygii ハシボソガラス　Corvus corone
コイ目　Order　Cypriniformes カラス類　Gen. et. sp. indet.

コイ科　Family　Cyprinidae 哺乳綱　Class　Mammalia

コイ亜科　Subfamily　Cyprininae サル目(霊長目)　Order　Primates

コイ　Cyprinus carpio ヒト科　Family　Hominidae

キンメダイ目　Order　Beryciformes ヒト　Homo sapiens
イットウダイ科　Family　Holocentridae クジラ目　Order　Cetacea

イットウダイ類　Gen. et. sp. indet. ハクジラ亜目　Suborder　Odontoceti

ボラ目　Order　Mugiliformes イルカ類　Fam. et. Gen. indet.

ボラ科　Family　Mugilidae ネコ目(食肉目)　Order　Carnivora

ボラ  Mugil cephalus cephalus ネコ亜目　Suborder　Fissipedia

カサゴ目　Order　Scorpaeniformes ネコ科　Family　Felidae

カサゴ亜目　Suborder　Scorpaenoidei ネコ　Felis catus
フサカサゴ科　Family　Scorpaenidae イヌ科　Family　Canidae

カサゴ類　Fam. et. Gen. indet. イヌ　Canis familiaris
ホウボウ科　Family　Triglidae タヌキ　Nyctereutes procyonoides

カナガシラ　Lepidotrigla microptera ウマ目(奇蹄目)　Order　Perissodactyla

スズキ目　Order　Perciformes ウマ科　Family　Equidae

スズキ亜目　Suborder　Percoidei ウマ　Equus caballus
スズキ科　Family　Moronidae ウシ目(偶蹄目)　Order　Artiodactyla

スズキ　Lateolabrax japonicus シカ科　Family　Cervidae

ハタ科　Family　Serranidae ニホンジカ　Cervus nippon
ハタ類　Gen. et. sp. indet. ウシ科　Family　Bovidae

アジ科　Family　Carangidae ニホンカモシカ　Naemorhedus crispus
ブリ　Seriola quinqueradiata ウシ　Bos taurus
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遺物 
番号

調査 
年次

調査 
区

出土位置 種類 部位 左 右 部分 数量 計測値 備考

57 4 A 区１面 4SK0017 粘土 アカニシ 殻 殻柱部 1 被熱
破片 3 被熱

96 4 A区１面 4SK0034 下層 (FD5746) イヌ 上腕骨 右 骨体 1
97 4 A区１面 4SK0034 下層 F(FD5745) ネコ 上腕骨 右 近位端破損 1 Bd18.25
120 4 A 区１面 4SK0077F ニホンジカ 肩甲骨 右 破片 1
167 4 A 区１面 4SX0053F(FD5448) ヒト 尺骨 右 遠位端欠 1 168 と接合
168 4 A区１面 4SX0053F(FD5448) ヒト 尺骨 右 近位端部 1 167 と接合
225 4 A区２面 4SP2023F カサゴ類 上顎骨 右 破損 1
228 4 A 区２面 4SP2059F ニホンジカ 上腕骨 左 近位端欠 1 遠位端部CM有
331 4 A区２面 4SX2103F イルカ類 腰椎 破損 1 同一骨 , 切断

椎体板 2
389 4 A 区３面 4SD3047F(FD5446) アカニシ 殻 破片 1 被熱
390 4 A区３面 4SD3047F(FD5548) カワシンジュガイ 殻 破片 2
413 4 A 区３面 4SD3047 杭列裏 (FD5447) カモ類 手根骨+ 

中手骨
左 ほぼ完存 1

414 4 A 区３面 4SD3047 杭列裏 (FD5548) カワシンジュガイ 殻・殻皮 左 破片 10
右 破片 7

429 4 A 区３面 4SD3050F(FD5647) イヌ 尺骨 左 遠位端欠 1 CM有
430 4 A区３面 4SD3050F1(FD5647) カサゴ類 上顎骨 右 破損 1 GL52.55

歯骨 左 破損 1
破片 1

右 破損 1
擬鎖骨 左 破損 1 接合

431 4 A区３面 4SD3050F1(FD5546) ハタ類 主鰓蓋骨 右 破片 1 GL31 ± 接合 ,CM有
461 4 A区３面 4SK3056F コイ 主鰓蓋骨 右 ほぼ完存 1 GL36.40
462 4 A 区３面 4SK3056F ブリ 腹椎 ほぼ完存 2 椎体長 9.77,10.05

尾椎 ほぼ完存 2 椎体長 25.64,25.88
破損 1 切断

463 4 A区３面 4SK3056F タイ類 尾椎 ほぼ完存 1 椎体長 12.05
738 4 A 区 FD5549 Ⅳ ヒラメ類 尾椎 破損 1 椎体長 11.69 切断
752 4 A区 FD5346 Ⅴ直上 ネコ 脛骨 右 ほぼ完存 1 近位端外れ 

CM有
812 4 A区 FD5447 Ⅴ ヒシクイ 大腿骨 左 ほぼ完存 1 近位端外れ
813 4 A区 FD5248 Ⅴ ヒラメ類 尾椎 破損 1 椎体長 10.09
997 4 A 区 FD5345 Ⅵ ニホンジカ 鹿角 破片 1 加工品 ( 箆状 )
998 4 A 区 FD5445 Ⅵ ネコ 下顎骨 右 ほぼ完存 1 CM有
999 4 A区 FD5344 Ⅵ カモ類 肩甲骨 右 ほぼ完存 1
1056 4 A 区 FD5842 Ⅶ ニホンカモシカ 上腕骨 左 近位端欠 1 Bd37.60
1057 4 A 区 FD5943 Ⅶ ヒシクイ 手根骨+ 

中手骨
右 ほぼ完存 1

1058 4 A 区 FD5447 Ⅶ アカニシ 殻 破損 1 殻高 129.69 他微細片有
1117 4 A 区 FD5598 Ⅸ ニホンカモシカ 中足骨 左 遠位端欠 1 GL150.62 CM有
1118 4 A 区 FD5943 Ⅸ マダイ 前頭骨 破損 1 幅 31.57 CM有
1190 4 B 区 4SD0501 東盛土上 

(FD3861)
イヌ 上腕骨 右 近位端欠 1 Bd34.58 

中央最小幅 13.89 
中央頑丈示数 9.28

CM有

1191 4 B 区 4SD0501 東盛土上 
(FD3962)

ウマ 下顎骨 左 右 連合部 1 CM有 
左 P2・P4 植立

上顎歯牙 左 第 2切歯 1
上顎歯牙 左 第 3切歯 1
上顎歯牙 左 犬歯 1

1195 4 B 区 4SD0501 東盛土 
(FD3962)

ヒト 肩甲骨 右 破片 1 囓り痕有

1201 4 B 区 4SD0501 西盛土上 
(FD4159)

ウマ 肋骨 左 ほぼ完存 1

1320 5 C 区２面 5SK2470F カサゴ類 翼状骨 右 破片 1
1321 5 C 区２面 5SK2470F 魚類 鰭棘 ほぼ完存 4

炭化材 破片 1
植物遺体 破片 1

1335 5 C 区２面 5SX2420F ウシ 下顎歯牙 右 第 1切歯 1
1512 5 C 区 FD3764 Ⅵ 中型獣 肋骨 破損 1
1513 5 C 区 FD3562 Ⅵ サザエ類 殻 殻柱部 1 他破片 1有
1514 5 C 区 FD3561 Ⅵ 腹足綱 殻 殻柱部 1
1585 5 D 区１面 5SD0111F(FD4156) ヒト 脳頭蓋 破片 1 焼骨
1586 5 D 区１面 5SD0111F(FD4258) ニワトリ 中足骨 右 ほぼ完存 1
1603 5 D 区１面 5SK0033 イルカ類 椎骨 椎体板 1
1606 5 D 区１面 5SK0045 ボラ 主鰓蓋骨 左 破損 1 GL56.23
1608 5 D 区１面 5SK0063 ガン類 上腕骨 右 遠位端 1

表２　骨貝類同定結果
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遺物 
番号

調査 
年次

調査 
区

出土位置 種類 部位 左 右 部分 数量 計測値 備考

1609 5 D 区１面 5SK0070F タイ類 尾椎 破損 1 椎体長 13.29
1646 5 D 区１面 5SX0041F(FD4655 Ⅴ ) タヌキ 尺骨 右 遠位端欠 1 GL87.0
1647 5 D 区１面 5SX0041F(FD4656) 獣類 不明 破片 1 焼骨
1648 5 D 区１面 5SX0041F(FD4555) スズキ 主鰓蓋骨 右 破損 1 GL38.59
1649 5 D 区１面 5SX0041F(FD4655) タイ類 尾椎 椎体 1
1650 5 D 区１面 5SX0041F(FD4655 Ⅴ ) マダイ 主鰓蓋骨 左 破損 1
1651 5 D 区１面 5SX0041F(FD4655) 魚類 肋骨 破片 1
1652 5 D 区１面 5SX0041F(FD4853) 魚類 鰭棘 ほぼ完存 1
1653 5 D 区１面 5SX0041F(FD4655 Ⅴ ) 魚類 鰭棘 ほぼ完存 3
1735 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ウマ 距骨 左 ほぼ完存 1 最大幅 59.0 ± CM有
1736 5 D 区１面 5SX0060F(FD4855) タヌキ 腓骨 右 ほぼ完存 1 若獣
1737 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ニホンジカ 肋骨 ほぼ完存 1
1738 5 D 区１面 5SX0060F(FD5855) ネコ 頭蓋 ほぼ完存 1 GL79.78 他微細片有 

成獣
1740 5 D 区１面 5SX0060F(FD4855) ネコ a 脳頭蓋 破損 1 2 点が接合 

左 P3･P4 植立 
右 P4 植立

下顎骨 右 ほぼ完存 1 P3･P4･M1 植立
下顎歯牙 左 第 1後臼歯 1
第 1頚椎 ほぼ完存 1
腰椎 ほぼ完存 4
肩甲骨 左 ほぼ完存 1

右 ほぼ完存 1
上腕骨 右 ほぼ完存 1 GL86.79
尺骨 右 ほぼ完存 1 GL97.14
寛骨 左 ほぼ完存 1

右 ほぼ完存 1
大腿骨 左 ほぼ完存 1 CM有

右 ほぼ完存 1 GL97.59 CM有
脛骨 右 ほぼ完存 1 GL99.71

1741 5 D 区１面 5SX0060F(FD4855) ネコ b 脳頭蓋 ほぼ完存 1 CM有 
2 点が接合 
左 C･P4 植立 
右 P3･P4 植立

下顎骨 左 ほぼ完存 1 C･P3-M1 植立
右 ほぼ完存 1 C･P3･P4 植立

頚椎 ほぼ完存 4
胸椎 ほぼ完存 5
腰椎 ほぼ完存 7 内 1点切断
椎骨 椎体板 2
肋骨 左 破損 7

右 破損 8
肩甲骨 右 ほぼ完存 1
上腕骨 左 ほぼ完存 1 近位端外れ

近位骨端 1
右 ほぼ完存 1 近位端外れ 

遠位端部 CM有
近位骨端 1

橈骨 左 ほぼ完存 1 遠位端外れ 
遠位端部 CM有

右 ほぼ完存 1 遠位端外れ
尺骨 左 ほぼ完存 1 遠位端外れ

右 ほぼ完存 1 遠位端外れ
寛骨 左 坐骨部欠 1 坐骨部破壊

右 坐骨部欠 1 坐骨部破壊
大腿骨 左 ほぼ完存 1 両端外れ
脛骨 左 ほぼ完存 1 両端外れ 

近位端部 CM有
右 ほぼ完存 1 両端外れ

腓骨 左 ほぼ完存 1
右 ほぼ完存 1

第 3中足骨 ほぼ完存 1
手根骨 / 
足根骨

破片 3 切断

1742 5 D 区１面 5SX0060F(FD4755) イルカ類 胸椎 破損 1 半裁
1743 5 D 区１面 5SX0060F(FD5055) イルカ類 腰椎 破損 1 半裁
1744 5 D 区１面 5SX0060F(FD4955) イルカ類 腰椎 棘突起 1 切断
1745 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) イルカ類 腰椎 破損 1 半裁
1746 5 D 区１面 5SX0060F(FD4656) イルカ類 腰椎 破損 1 切断
1747 5 D 区１面 5SX0060F(FD4955) イルカ類 腰椎 破損 1 半裁
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遺物 
番号

調査 
年次

調査 
区

出土位置 種類 部位 左 右 部分 数量 計測値 備考

1748 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) イルカ類 腰椎 破損 2 半裁
椎体片 1 切断

1749 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) イルカ類 腰椎 破損 3 半裁
1750 5 D 区１面 5SX0060F(FD4854) イルカ類 腰椎 ほぼ完存 3 椎体長 35.18 

椎体径 48.32
破損 1 切断

1751 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) イルカ類 腰椎 破損 6 半裁
棘突起 1 切断
椎体板 2 切断

1752 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) 獣類 椎骨 棘突起 1
1753 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) 獣類 肋骨 破片 1
1754 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) 獣類 肋骨 破片 1
1755 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) 中型獣 肋骨 破片 2
1756 5 D 区１面 5SX0060F(FD4755) カモ類 上腕骨 左 ほぼ完存 1

大腿骨 左 骨体 1
1757 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ガン・カモ類 肋骨 破片 1
1758 5 D 区１面 5SX0060F(FD4854) ガン類 尺骨 右 ほぼ完存 1
1759 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ガン類 上腕骨 左 両端欠 1
1760 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ニワトリ 胸骨 ほぼ完存 1 CM有
1761 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ニワトリ 上腕骨 左 ほぼ完存 1
1762 5 D 区１面 5SX0060F(FD4854) ハシボソカラス 脛骨 右 ほぼ完存 1 GL89.14 

Bd8.86
1763 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) カワハギ類 腰帯 ほぼ完存 1 GL78.14
1764 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ボラ 主鰓蓋骨 右 ほぼ完存 1 GL51.61
1765 5 D 区１面 5SK0060F(FD4954) ボラ 尾椎 椎体 1 椎体長 13.57
1766 5 D 区１面 5SX0060F(FD4656) マダイ 下鰓蓋骨 右 破損 1
1767 5 D 区１面 5SX0060F(FD4755) マダイ 歯骨 右 ほぼ完存 1 GL40.54
1768 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) マダイ 上後頭骨 破損 1 厚 10.62 10.62,CM有
1769 5 D 区１面 5SX0060F(FD4655) タイ類 尾椎 破損 1 椎体長 14.34
1770 5 D 区１面 5SX0060F(FD4755) メジロザメ類 椎骨 椎体 1 半裁
1771 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) メジロザメ類 椎骨 椎体 1 椎体長 14.54 

椎体径 25.57
1772 5 D 区１面 5SX0060F(FD4854) ネズミザメ類 椎骨 椎体 2 椎体長 7.25 

椎体径 21.45
1773 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) ネズミザメ類 椎骨 椎体 2 椎体長 10.14 

椎体径 23.51
1774 5 D 区１面 5SX0060F(FD4855) 魚類 背鰭棘 破損 1
1775 5 D 区１面 5SX0060F(FD4755) 魚類 鰭棘 ほぼ完存 1
1776 5 D 区１面 5SX0060F(FD4755) 魚類 不明 破片 1
1777 5 D 区１面 5SK0060F(FD4954) 魚類 棘 破片 1
1778 5 D 区１面 5SX0060F(FD4955) サザエ 殻 殻柱部 1
1779 5 D 区１面 5SX0060F(FD5054) サザエ類 殻 殻柱部 1
1780 5 D 区１面 5SX0060F(FD4657) サザエ類 殻 殻柱部 1
1781 5 D 区１面 5SX0060F(FD4954) イガイ類 殻 左 破片 1

右 破片 1
破片 2 他微細片有

1782 5 D 区１面 5SX0060F(FD4855) 腹足綱 殻 殻 1 他微細片 1有
1783 5 D 区１面 5SX0060F(FD4955) 腹足綱 殻 殻柱部 2
1788 5 D 区１面 5SX0076F ニワトリ 中足骨 右 ほぼ完存 1
1789 5 D 区１面 5SX0076F(FD4458) マダイ 前鰓蓋骨 左 破損 1
1798 5 D 区２面 5SP2022F タイ類 尾椎 破損 2 椎体長 20.03
1799 5 D 区２面 5SP2024F イルカ類 頚椎 破損 1 半裁
1800 5 D 区２面 5SP2038F タイ類 主鰓蓋骨 右 破片 1
1801 5 D 区２面 5SP2038F 魚類 主鰓蓋骨 破片 1
1805 5 D 区２面 5SP2063F 魚類 腹椎 棘 1
1820 5 D 区２面 5SX2060F マダイ 上顎骨 左 破損 1 GL64.84 CM有
1821 5 D 区２面 5SX2060F(FD4454) マダイ 主鰓蓋骨 右 破損 1 CM有
1822 5 D 区２面 5SX2060F(FD4454) マダイ 上後頭骨 破片 1
1836 5 D 区 FD4357 Ⅳ 獣類 肋骨 破片 1
1939 5 D 区 FD4554 Ⅴ その他 植物遺体 破片 1
1940 5 D 区 FD4458 Ⅴ ウマ 肋骨 右 破片 1
1941 5 D 区 FD4653 Ⅴ タイ類 尾椎 椎体 2
1942 5 D 区 FD4653 Ⅴ サザエ 殻 破損 1 殻高 88 ± 有棘型
1943 5 D 区 FD4653V サザエ類 殻 殻柱部 4
1991 5 D 区 FD4557 Ⅵ ヒト 脳頭蓋 破片 1 焼骨
1992 5 D 区 FD4256 Ⅵ ヒト 脳頭蓋 破片 4 焼骨

肋骨 破片 1 焼骨
四肢骨 破片 5 焼骨
不明 破片 1 焼骨
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遺物 
番号

調査 
年次

調査 
区

出土位置 種類 部位 左 右 部分 数量 計測値 備考

1993 5 D 区 FD4256 Ⅵ ヒト 後頭骨 破片 1 焼骨
脳頭蓋 破片 1 焼骨
四肢骨 破片 1 焼骨

1994 5 D 区 FD4358 Ⅵ イルカ類 肋骨 破片 1 CM有
1995 5 D 区 FD4652 Ⅵ マダイ 左腰帯+ 

腹鰭棘
破片 1

1996 5 D 区 FD4458 Ⅵ スズキ 上鎖骨 左 ほぼ完存 1 GL30.21
2004 5 E 区１面 5SK0225F イヌ 脛骨 右 近位端欠 1 Bd21.55 囓り痕有

腓骨 右 近位端欠 1
踵骨 右 ほぼ完存 1 GL43.02
第 2 中足骨 右 ほぼ完存 1
第 3中足骨 右 ほぼ完存 1
第 4中足骨 右 ほぼ完存 1
第 5中足骨 右 ほぼ完存 1

2012 5 E 区１面 5SK0225F イヌ 橈骨 左 ほぼ完存 1 GL148.87 
中央左右径 12.51 
矢状径 7.71 
中央頑丈示数 8.40 
中央断面示数 61.6

CM有

尺骨 左 ほぼ完存 1 GL全長 171.20 ± CM有
2018 5 E 区１面 5SK0270F イヌ 肩甲骨 右 破損 1 関節窩長 29.43 

同幅 17.80 
肩甲頚部幅 26.76

2040 5 E 区２面 5SD2239F ニホンカモシカ 大腿骨 左 遠位端片 6 他微細片有
中足骨 左 ほぼ完存 1 GL150.53 他微細片有

2041 5 E 区２面 5SD2239F ニホンジカ 鹿角 破片 1 加工品 ( 箆状 )
2042 5 E 区２面 5SD2239F ニホンジカ 距骨 左 ほぼ完存 1 GL37.93 ±
2043 5 E 区２面 5SD2239F ニホンジカ 脛骨 左 近位端欠 1 Bd37.01 骨体破損 

他破片有
2044 5 E 区２面 5SD2239F ガン類 手根骨+ 

中手骨
右 ほぼ完存 1

2045 5 E 区２面 5SD2239F カナガシラ 眼下骨 右 破損 1 GL( 棘端まで )32.51
2046 5 E 区２面 5SD2239F イットウダイ類 前鰓蓋骨 左 破損 1
2061 5 E 区２面 5SP2238F カモ類 脛骨 左 両端欠 1 遠位端切断
2074 5 E 区２面 5SX2254 床 (FD5460) アカニシ 殻 破損 1 他破片有 

被熱
2082 5 E 区３面 5SD3206F(FD5857) マダイ 角骨 右 ほぼ完存 1 GL45.49
2141 5 E 区 西半 IV/2 カラス類 大腿骨 右 ほぼ完存 1 GL53.04 

Bp10.41 
Bd11.05

2142 5 E 区 FD5561 Ⅳ サザエ類 殻 殻柱部 1 他破片 1有
2150 5 E 区 FD5360 Ⅴ ネコ 頭頂骨 右 破片 1
2151 5 E 区 FD5360 Ⅴ ネコ 大腿骨 左 ほぼ完存 1 GL104.15 成獣
2152 5 E 区 FD5857 Ⅴ ガン類 脛骨 左 近位端欠 1 Bd16.55
2153 5 E 区 FD5360 Ⅴ ガン類 烏口骨 左 ほぼ完存 1
2154 5 E 区 FD5360 Ⅴ サザエ類 殻 殻柱部 2
2266 5 E 区 FD5757 Ⅵ ニホンジカ 肋骨 破片 1 両端切断
2267 5 E 区 FD5857 Ⅵ ニホンジカ 橈骨 右 ほぼ完存 1 GL200.0 

Bp36.61 
Bd35.69 
骨体最小幅 20.90

2268 5 E 区 FD5857 Ⅵ ニホンジカ 尺骨 右 近位端欠 1 近位端部CM有
2269 5 E 区 FD5460 Ⅵ タヌキ 腓骨 右 ほぼ完存 1 若獣
2270 5 E 区 FD5559 Ⅵ イヌ 上顎骨 右 破片 1 頭骨硬口蓋 

最大幅 68.0 ±
C,P2,P4-M2 植立

2271 5 E 区 FD5459 Ⅵ ネコ 脳頭蓋 破損 1
2272 5 E 区 中央部Ⅵ イルカ類 尾椎 破損 1 同一骨 , 切断

椎体板 2
2273 5 E 区 Ⅵ イルカ類 腰椎 破損 1 半裁
2274 5 E 区 中央部Ⅵ 獣類 肋骨 破片 1
2275 5 E 区 FD5756 Ⅵ 獣類 肋骨 破片 1
2276 5 E 区 FD5757 Ⅵ 獣類 肋骨 破片 1
2277 5 E 区 FD5559 Ⅵ 中型獣 肋骨 破損 1
2278 5 E 区 FD5857 Ⅵ カモ類 橈骨 右 ほぼ完存 1 GL83.31
2279 5 E 区 FD5856 Ⅵ サギ類 中足骨 右 ほぼ完存 1 GL162.74
2280 5 E 区 FD5856 Ⅵ スズキ 主鰓蓋骨 右 ほぼ完存 1 GL37.32
2281 5 E 区 FD5757 Ⅵ タイ類 主鰓蓋骨 右 破片 1 接合
2282 5 E 区 FD5559 Ⅵ メジロザメ類 椎骨 椎体 63 椎体径 3.93-18.21
2283 5 E 区 FD5657 Ⅵ カサゴ類 前上顎骨 右 ほぼ完存 1 GL47.63+

上顎骨 右 ほぼ完存 1 GL52.61
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遺物 
番号

調査 
年次

調査 
区

出土位置 種類 部位 左 右 部分 数量 計測値 備考

2284 5 E 区 FD5659 Ⅵ 魚類 主鰓蓋骨 左 ほぼ完存 1
2285 5 E 区 FD5757 Ⅵ サザエ 殻 殻柱部 2
2286 5 E 区 FD5561 Ⅵ サザエ類 殻 殻柱部 2
2287 5 E 区 FD5857 Ⅵ ベンケイガイ 殻 破片 2 内 1点接合 

被熱
2288 5 E 区 FD5857 Ⅵ ベンケイガイ 殻 右 破片 1 2 片が接合 

水磨
2322 5 E 区 FD5656 Ⅶ 腹足綱 殻 殻柱部 1
2432 5 E 区 FD5559 Ⅷ ニホンジカ 中手骨 / 

中足骨
破片 1 加工品 ( 簪状 )

2433 5 E 区 FD5460 Ⅷ ネコ 頭頂骨 左 破片 1
2434 5 E 区 FD5461 Ⅷ スズキ 主鰓蓋骨 左 破片 1
2435 5 E 区 FD5857 Ⅷ 魚類 鰓条骨 破片 1
2436 5 E 区 FD5857 Ⅷ マダイ 角骨 左 ほぼ完存 1 GL45 ±
凡例）GL：全長　　Bp：近位端幅　　Bd：遠位端幅　　C：犬歯　　P：前臼歯　　M：後臼歯

表３　種実同定結果
遺物
番号

調査
年次

調査
区 出土位置　 種類名 部位 状態 塊の個数 総重量 備考

16 4 A 区１面 4SK0001F イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 29.3 g 繊維状炭化物混入
17 4 A区１面 4SK0001F イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 4 個 101.4 g 繊維状炭化物混入
21 4 A区１面 4SK0001 粘土層下 イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 53.1 g
1784 5 D 区１面 5SX0060F（FD4955） イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 8.4 g
1813 5 D 区２面 5SX2011F イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 3.4 g
1824 5 D 区２面 5SX2100F イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 4 個 29.7 g 繊維状炭化物混入

アワ－ヒエ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 15.1 g
1997 5 D 区 FD4357 Ⅵ イネ /アワ－ヒエ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 3.6 g
1998 5 D 区 FD4358 Ⅵ イネ 胚乳 ･穎 炭化 ･塊状 1 個 18.3 g
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1

3a

5a 5b

3b

2

4

7

6

2cm

（1,3,5）

1cm

（2,4,7）

2mm

（6）

1. イネ（塊状）全体（199）
2. イネ（塊状）（199）
3. イネ（塊状）（197）
4. イネ（塊状）/繊維状炭化物混入状況（197）

5. アワ－ヒエ（塊状）（203）
6. アワ－ヒエ（塊状）（203）
7. アワ－ヒエ（塊状）/繊維状炭化物混入状況（203）
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8a

8c

8b

9a

10a 10b

12b11b 12a11a

14a
14b

13a 13b

9b

5mm

（8）

2mm

（9-12）

1mm

（13,14）

8. イネ /アワーヒエ（塊状）（204）
 （a: イネ密集面　b: 側面観 . 上部イネ密集面 ,
 下部アワーヒエ密集面　c: アワーヒエ密集面）
9. イネ　穎（203）
10. イネ　胚乳（199）
11. イネ　胚乳・穎（199）

12. イネ　胚乳（199）
13. アワ－ヒエ　胚乳・穎（203）
14. アワ－ヒエ　胚乳・穎（203）
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Ⅴ　総　括

　亀ヶ崎城跡の本丸、二の丸部分について調査を行った。

その結果、16 世紀を中心とした遺構・遺物が多数出土

した。第１～３次調査で多く出土している近世の遺構・

遺物は、今回の調査では少ない。

１　遺構

　第５図に、出土した遺構・遺物から推定した遺構変遷

図を示した。Ⅲ章の遺構の分布と一部重複するが、年代

推定の根拠を踏まえながら、各時期の様相を述べ、遺構

の総括とする。なお、今回の調査区のみを検討の対象と

しているため、推定した範囲が調査区周辺にとどまって

いるが、実際の生活空間はさらに広い範囲に広がってい

たと考えられる。

１期（16世紀前半）

　Ｄ区２面で検出した遺構を１期とした。柱根が遺存す

る柱穴が数多く見つかっており、２棟の掘立柱建物を復

元したが、さらに多くの建物があったと考えられる。遺

構から出土する瀬戸美濃が、大窯第１～２段階のものに

限られることから、16 世紀前半の年代を想定している。

　居住域の南側に障子堀の可能性もある溝 5SD0111 が

掘られる。Ｂ区の本丸堀 5SD0501 の下層で見つかった

堀底障壁周辺で出土した遺物の年代から、この段階に掘

削されたと考えられる。

２期（16世紀中葉）

　Ａ・Ｅ区３面、Ｂ区堀下層、Ｃ区２面、Ｄ区１面（1

面下層を含む）で検出した遺構を２期とした。北側に、

木組みの溝や溝状の遺構などが集中する。地下水位が上

昇し排水の必要があったためか。その南側には、居住域

を想定した。柱穴は認められるものの建物復元には至っ

ていない。ただしＤ区１面下層で検出した 5SX0060 か

ら大量の箸や食物残滓が出土していることから、付近に

生活の場があった可能性は高い。

　居住域の南側に前段階に掘られた溝が確認され、土層

断面の状況から何度も改修されていたと考えられる。

　溝を挟んで南東側のＣ区にも居住域を想定した。２棟

の建物を復元している。他にも溝や土坑などが密集する。

上層の IV層から武藤家家紋の漆器がしており、この頃

から、本丸と二の丸という意識があった可能性がある。

　この段階では瀬戸美濃は大窯第１～２段階を主体とす

るものの、第３段階のものも少量認められる。また、Ｅ

区３面の上層を覆っているVIII 層から 16 世紀第４四半

期の備前が出土していることから、その前段階の 16 世

紀中葉という年代を想定した。

３期（16世紀第４四半期）

　Ａ・Ｅ区２面、Ｄ区１面（5SB0112 周辺）の遺構を３

期とした。礎石建物を４棟復元している。北半の広い一

帯に居住域が広がっていたと考えられる。この段階の礎

石建物は礎石が抜き取られているものが多い。Ｅ区中央

で検出した木組み溝 5SD2239 より南東側からは建物は

確認されておらず、溝や石敷遺構、大きな落ち込み状の

遺構などが分布している。石敷遺構、落ち込み状の遺構

の存在から、庭のような空間を想定した。Ｃ区ではこの

段階の遺構は確認できなかった。

　5SD2239 から出土した天正 12 年（1584）銘の木簡を

年代の根拠としている。瀬戸美濃は大窯３段階後半のも

のが中心となる。

　障子堀 5SD0111 からは大窯第３段階後半までの遺物

が出土しており、３期の段階で埋められたと考えられる。

４期（17世紀初頭）

　Ａ・Ｅ区１面、Ｂ区、Ｃ区１面で検出した遺構を４期

とした。Ａ区東半部、Ｅ区で礎石建物４棟を復元してい

る。居住域は３期よりやや東に中心を移し、居住域の周

囲に廃棄土坑群が分布する。廃棄土坑群は、江戸時代の

絵図に描かれ、Ａ区北西側には現存している二の丸土塁

の存在を意識して掘られている。二の丸土塁、堀がこの

段階に構築されたと考えられる。

　３期の段階で埋められた障子堀 5SD0111 に並行して、

本丸堀 4SD0501 が掘られる。4SD0501 東岸の石積遺構

下層の杭列から、登窯第１～２小期の志野皿が出土して

いることから、この段階の掘削を想定した。この時期に

掘られた本丸堀の幅は不明だが、東岸で確認された杭列

が、西岸ではまったく見られないため、掘削当初の堀幅
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溝（障子堀？）

溝（障子堀？）

３期（16世紀第４四半期）

居住域

庭？

１期（16世紀前半）

居住域

居住域

４期（17世紀初頭）

廃棄土坑群

通路？

通路

堀

土塁

２期（16世紀中葉）

居住域

居住域

溝群

溝（障子堀？）

第５図　遺構変遷図

はもっと狭かったと考えられる。橋 4SB0503 は近世以

降のもので、この段階の橋は確認されなかった。別の場

所に掛けられていた可能性もある。Ｃ区第１面は遺構の

分布が希薄で、検出面上層にしまりの強い土が堆積して

いることから、堀に伴う土塁の存在を想定した。

　Ｄ区からはこの時期の遺構は確認されなかった。近世

の絵図（第４図）にはこの場所が通路として描かれてお

り、この段階から居住域としては使用されていなかった

と考えられる。

　二の丸土塁を意識して掘られた廃棄土坑や、本丸堀、

土塁の存在、Ｄ区の遺構の希薄さから、この段階に近世

亀ヶ崎城に近い姿が出来上がったと考えられる。

　年代については、Ａ区 4SK0016 から出土した慶長５

年（1600）銘木簡と、Ａ区 IV層から出土した志村伊豆
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V　総括

守の名前が書かれた板状製品を根拠としている。

近世以降

　近世の遺構は B 区のみで検出している。本丸堀

4SD0501、橋 4SB0503、桶埋設遺構 4SU0540 がこの時

期の遺構である。

　近世のある時期に堀が西側に拡幅され、石積の護岸施

設が構築、さら二の丸から本丸に渡る橋が架けられたと

考えられる。橋の年代は、橋脚 4SP0504 掘り方から出

土した瀬戸美濃越錆碗が年代推定の根拠となる。登窯第

９小期の製品で 19 世紀第１四半期の年代が想定されい

る（藤澤 1998）。4SP0504 は新旧両方の橋に使用された

と想定したが、掘り方が旧段階の橋の抜き取り痕の可能

性もあるため、19 世紀初頭頃に橋の架け替えが行われ

たと考えられる。旧段階の橋の構築年代は不明であるが、

貞享年間の絵図（第４図）には橋が描かれていることか

ら、17 世紀後半には構築されていたことがわかる。

２　遺物

　16 世紀代を中心として 25,000 点以上の遺物が出土し

ている（表４・５）。そのうち約 22,000 点が木製品で、

当時の生活用具の大半が、木で作られた製品であったこ

とを示している。

土器・陶磁器

　輸入陶磁器が 1,136 点と最も多く、次いで瀬戸美濃が

894 点出土している。器種は皿が中心で、椀は漆器、皿

は青花や瀬戸美濃が使われていたことがわかる。瀬戸美

濃は完形のものや、半分に割られたものが多いことが特

徴である。かわらけが 15 点、瓦質土器が 8点と少ない

ことは、地域性と時代性を表していると考えられる。

　他の国産陶器では越前が最も多く、341 点出土してい

る。当地域では出土例の少ない備前がまとまって出土し

ている。東北地方では比較的早い段階で備前が搬入され

ていることや、出土例の少ない大甕が出土していること

が注目される（高桑 2008）。また、一般には他地域に流

通しない会津大塚山窯の製品が出土している。これらの

様相は、亀ヶ崎城が酒田湊に隣接して立地する、流通に

深く関わった城であることによると考えられる。ただし、

会津大塚山窯製品は、上杉氏や蒲生氏といった領主の動

向、政治情勢と関連している可能性もあり注意が必要で

ある。

木製品

　20,000 点以上の木製品が出土した。箸が 10,298 点と

最も多い。全て白木の箸で、宴会で一度使われただけで

廃棄されたため、大量に出土したと考えられる。箸が多

く出土する遺構からは、食物残滓と考えられる動物遺体

が多く出土することからも、宴会との関連がうかがえる。

まな板や擂粉木、卸し器、ヘラなどの調理具も多数出土

している。

　漆器では、完形の天目台の出土が注目される。茶に関

する遺物としては、茶臼や、茶壺と考えられる信楽壺、

茶入、天目茶碗、闘茶札等が出土している。

　38 点の文字資料が出土している。特に、関ヶ原合戦

前後の城主である志駄修理亮と志村伊豆守の人名が書か

れた木簡が出土したことが注目される。この地が文献に

記された東禅寺城（亀ヶ崎城）であることが考古学的に

裏付けられたことになる。また、慶長５年や天正 12 年

銘の「なまり玉」木簡からは、当時の緊迫した情勢を知

ることができる。他にも、多くの人名が書かれた木簡や、

流通や贈答の様子を知ることのできる木簡が出土し、一

次史料の少ない当地域において、貴重な資料を提供する

ことができた。

　その他、漆ベラや下駄未製品等、木製品の加工に関わ

る遺物が出土している。

金属製品・石製品

　金属製品は 357 点出土した。釘が 125 点と最も多い。

他に槍や刀、小札等の武具が多い。トリベや溶けた金属

片など、金属加工に関わる遺物も出土している。

　石製品は103点出土している。砥石が37点と最も多い。

これも生産活動に関わるものか。また、越前の笏谷石製

品が出土していることも、流通との関わりで注目される。

　標高が低く地盤の悪いこの地に城が築かれ、何度も整

地を繰り返しながら城を維持していたことが明らかに

なった。それはこの場所が酒田湊に隣接する交通の要衝

であり、軍事的、経済的に極めて重要な城であったこと

を示している。

　さらに、当時の城館が軍事的な施設であるだけではな

く、武士たちの生活の場であり、流通、生産など多様な

活動が行われる場であったことが、多くの遺構・遺物か

ら具体的に明らかになってきた。
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遺構実測図（Ａ区１面）
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A区基本層序  
IIIa  5Y4/3 暗オリーブ色シルトに 5Y3/2 オリーブ黒色砂が斑状に混入。炭化物を含む。粘性中、しまり強。
IIIb  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが小ブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。IIIa と IIIb の間に 5Y4/2 灰オリーブ色

砂が厚さ約 1cmに堆積。
IIIc  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入し、5Y5/4 オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
IIId  5Y5/3 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり中。
IVa  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混入。炭化物を少量含む。粘性中、しまり強。（整地層）
IVb  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に少量混入。粘性中、しまり強。
IVc  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが大ブロック状に混入し 2.5Y2/1 黒色砂（植物質を含む）が斑状に混入。粘性中、しまり中。
V  5Y5/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/4 オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入し、5Y5/2 灰オリーブ色砂が帯状に少量混入。粘性中、しまり強。
VI  5Y5/2 灰オリーブ色砂に 2.5Y2/1 黒色砂（植物質を含む）が部分的に斑状に混入。粘性なし、しまり弱。
VIIa  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。
VIIb  5Y4/2 灰オリーブ色の粘質シルトに 2.5Y2/1 黒色シルト質砂（植物質）が斑状に混入し、5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性強、

しまり中。
VIII  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり弱。
IX  5Y5/1 灰色粘質シルトに 5Y2/1 黒色シルトが帯状に混入。粘性強、しまり中。
X  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルト。粘性強、しまり弱。炭化物を含む。
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。炭化物を含む。粘性中、しまり強。
2  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルト。粘性弱、しまり強。
3  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。粘性弱、しまり強。
4a  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトが小ブロック状に多量に混入。粘性弱、しまり強。
4b  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に混入。粘性弱、しまり強。
5a  2.5Y2/1 黒色砂（植物質を含む）。粘性弱、しまり中。
5b  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。
6  5b と同じ。
7  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂。粘性弱、しまり強。
8  5b と同じ。
9a  5Y5/3 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり弱。
9b  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性弱、しまり強。
9c  2.5Y2/1 黒色砂（植物質を含む）。粘性弱、しまり中。
9d  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが小ブロック状に少量混入。粘性中、しまり強。
9e  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。
9f  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、しまり弱。
9g  5Y4/1 灰色砂。粘性弱、しまり弱。
10  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトが小ブロック状に少量混入。粘性弱、しまり強。
11  5Y3/2オリーブ黒色シルトに5Y5/3灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入。下位にN1.5/0黒色シルト（炭化物を含む）が帯状に混入。粘性中、

しまり中。
12  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。
13  5Y4/2 灰オリーブ色のシルトに 5Y4/4 暗オリーブ色シルトがブロック状に混入。
14a  2.5Y2/1 黒色シルト。植物質を多量に含む。粘性中、しまり中。
14b  2.5Y2/1 黒色砂（植物質を含む）に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
14c  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/4 オリーブ色シルトが小ブロック状に混入。粘性中、しまり中。整地層か。

第 6図　Ａ区基本層序



52
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１：１００ 第 7図　Ａ区１面遺構配置図１
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１：１００ 第 8図　Ａ区１面遺構配置図２
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１：80
4SK0101  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。炭化物を含む。粘性なし、しまり強。

4SK0100
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルト（Ⅳ層）がブロッ

ク状に多量に混入。粘性中、しまり中。

4SK0076
1  5Y3/1オリーブ黒色シルト質砂に､層土と5Y2/1黒色シルトがブロッ

ク状に多量に混入。粘性中、しまり中。

4SK0077  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに IV層土がブロック状に多量、5Y4/2 灰

オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  1 に似るが砂が多い。
3  5Y3/2オリーブ黒色シルト。植物質を多量に含む。粘性中、しまり弱。
4  2 と同様。植物質が多い。 

4SP0123  
1   5Y3/2 オリーブ黒色。粘性中、しまり強。
IVb'  5Y2/2 オリーブ黒色砂質シルト。粘性中、しまり中。

第 9図　礎石建物 4SB0125・4SB0126 平面図
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遺構実測図（Ａ区１面）
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4SK0074  
1  5Y6/1 灰色砂。粘性なし、しまり中。小礫、炭化物を含む。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり弱。
3  5Y1.7/2 黒色シルト。炭化物を多量に含む。粘性弱、しまり中。
4  5Y3/1オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。
5  2.5Y2/1黒色シルト（植物質多）に5Y4/1灰色砂が斑状に混入。粘性中、

しまり弱。

4SX0064
1  5Y4/3 暗オリーブ色シルト質砂。粘性弱、しまり強。

4SP0088
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂。粘性弱、しまり強。

4SK0087  
1  2.5Y2/1 黒色シルト質砂（植物質含む）に 5Y4/1 灰色シルト（Ⅳ層）

が帯状に混入。粘性中、しまり中。

4SK0063  
1  5Y4/1 灰色シルトに 25Y2/1 黒色シルトが帯状に混入。粘性中、し

まり強。

4SP0062  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルト。5Y4/1 灰色シルトがブロック状に

多量に混入。粘性中、しまり中。

4SP0103  
1  5Y4/3 暗オリーブ色シルト質砂に IV層土がブロック状に混入。粘性

弱、しまり強。

4SP0121  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y2/1 黒色シルトが帯状に混入。粘性弱、

しまり弱。
3  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
4  5Y4/1 灰色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、

しまり中。

4SK0069  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブ

ロック状に混入。粘性弱、しまり中。
4SP0116  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。小礫を多量に含む。粘性中、しまり中。

4SP0070  
1  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/1 灰色シルト（IV層）がブロッ

ク状に多量に混入。粘性中、しまり中。
4SP0120  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘

性中、しまり中。炭化物を含む。

第 10図　礎石建物 4SB0125・4SB0126 断面図
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4SX0037

4SA0127

遺構実測図（Ａ区１面）

4SK0057  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂質シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に

多量に混入。炭化物含む。粘性中、しまり中。

4SK0055
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y3/2 オリーブ黒色砂が帯状に混入、

粘性中、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルト炭化物含む、粘性中、しまり中。
3  5Y3/2 オリーブ黒色シルト砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混

入、粘性中、しまり中。

4SP0114,4SP0115  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性中、

しまり強。

4SK0051  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルト（IV層）と 5Y4/2

灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。

4SK0049  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に

混入。中礫を含む。粘性中、しまり弱。

4SK0044
1　2.5Y4/3 オリーブ褐色粗砂。小礫を多量に含む。粘性なし、しまり強。
4SK0050  
1  5Y2/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルト ( Ⅳ層 ) がブロック

状に混入。粘性中、しまり中。炭化物を含む。
2  5Y2/1 オリーブ黒色シルトにⅣ層土がブロック状、5Y4/1 砂が斑状

に混入。粘性中、しまり中。

4SK0106  
1  5Y5/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルト（IV層）が小ブロッ

ク状に混入。粘性中、しまり強。
2  5Y5/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが大ブロック状に少

量混入。粘性中、しまり弱。

4SP0052
IVa’  5Y2/1 暗オリーブ色シルトに IVa が大ブロック状に混入。粘性中、

しまり中。

5SP0043  
IVa'  IVa に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり強。

4SP0124  
IVa'  IVa に小礫、炭化物を含む。粘性中、しまり強。
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y2/1 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性

中、しまり強。

4SP0048  
1  5Y3/2 灰オリーブ色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性

中、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが斑状に混

入。小礫を含む。　粘性中、しまり中。
3  IVd に IVc がブロック状に混入。粘性中、しまり中。

4SP0113  
1  5Y4/1灰色シルトに 5Y4/3に暗オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、

しまり強。
2  1 に 5Y5/4 オリーブ色砂が帯状に混入。粘性中、しまり強。

4SP0005

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

4SP0012
4SX0037

4SP0032

4SP0019

4SP0020

4SP0031

FD5742

FD5743

FD5744FD5643

FD5644

FD5544

FD5842

FD5843

FD5844

FD5845

FD5943

FD5944

FD5945

FD5946

FD6044

FD6045

4SP0005

3.00m

1
4SP0031

3.00m
1

2
4SP0032

3.00m

1
4SP0019

3.00m

1

4SP0030
4SP0020

3.00m

4SP0030

3.00m

1
０ ５m

１：80

第 11 図　杭列 4SA0127・石列 4SX0037
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3.10m
1 2

3
4a

5

6

7

4b

FD5745
W1m S0.5m

遺構実測図（Ａ区１面）

4SP0005  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂質シルトに 5Y5/4 オリー ブ色砂が斑状に混入。粘性弱、しまり強。

4SP0031  
1  5Y4/1 灰色シルトに質砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性弱、しまり強。
2  5Y5/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり弱。

4SP0032  
1  5Y4/1　灰色砂に 5Y5/3 灰オリーブ色シルトと 5Y2/1 黒色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。　　　　

4SP0019  
1  7.5Y5/2 灰オリーブ色シルト質砂に 10Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性弱、しまり中。

4SP0030  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性弱、しまり中。

3.00m

1
2

FD6044
N0.7m W1.5m

4SK0002  
1  5Y3/2 オリーブ黒色

シルトに 5Y4/3 暗オ
リーブ色砂が斑状に混
入。 粘性弱、しまり強。

2  5Y3/2 オリーブ黒色
に 5Y5/3 灰オリーブ
色シルトが小ブロッ
ク状に混入。 粘性中、
しまり中。

4SK0002

4SK0016

4SK0017

4SK0007

4SK0007  
1  5Y5/2 灰オリーブ色粘土に炭化物、焼土を少量含む。

下位に5Y5/3灰オリーブ色砂が帯状に混入。粘性中、
しまり強。

2  N1.5/0 黒色シルトに 5Y5/2 灰色オリーブ色シルト
と5Y3/2オリーブ黒色砂がまだら状に混入。粘性中、
しまり中。

1

2

3.00m

FD6045
E1.0m S1.0m

4SK0016   
 1  5Y5/2 灰オリーブ色シルトに 5Y6/2 灰オリーブ色砂がまだら状に混

入。粘性中、しまり強。
 2  5Y6/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり弱。
 3  5Y5/2 灰オリーブ色粘質シルト。粘性中、しまり中。
 4a  5Y4/1 灰色砂に 2.5Y2/1 黒色砂がまだら状に混入。粘性なし、しまり

強。木簡・瀬戸美濃皿出土。
 4b  5Y4/2 灰オリーブ砂。粘性なし、しまり中。
 5  2.5Y2/1 黒色砂（植物質含む）。粘性中、しまり中。
 6  5Y4/1 灰色砂に 5Y4/1 灰色シルトがまだら状に混入。粘性中、しま

り中。
 7  5Y4/1 灰色シルトと 5Y5/1 灰色砂の互層。シルト部分に 5Y5/2 灰オ

リーブ色シルトが粒状に多量に混入。粘性中、しまり中。

53

52

0 2m

1:40

3.10m

FD5744
S1.0m

0 10cm

1:4

第 12 図　土坑・柱穴 4SK0002 ～ 0017
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遺構実測図（Ａ区１面）

1

1
3.10m

FD5349

4SK0021  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色砂が斑状に混入。粘性

中、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y4/2 灰色オリーブ色シルトが斑状に

混入。粘性中、しまり中。
3  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y6/3 オリーブ色シルトがブロッ

ク状に多量に混入。粘性中、しまり強。
4  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトと 5Y3/1

オリーブ黒色シルトと 2.5Y2/1 黒色砂がブロック状に多量に混
入。粘性中、しまり中。

5  5Y2/1 黒色シルト。木片を多量に含む。粘性中、しまり弱。
6  5Y2/1黒色砂に5Y5/3灰オリーブ色シルトが小粒状に少量混入。
7  5Y4/1 灰色砂と 5Y4/2 灰オリーブ色シルトの互層。粘性中、し

まり弱。
8  5Y4/1 灰色シルトに 5Y6/1 灰色砂とN1.5/0 黒色シルトが帯状

に混入し、5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘
性弱、しまり弱。

9  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。植物質を多量に含む。粘性中、し
まり弱。

10  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトと 5Y3/1
オリーブ黒色シルトと 2.52/1 黒色砂がブロック状に多量に混
入。粘性中、しまり弱。

11  N1.5/0 黒色腐食土に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトがブロック状
に多量に混入。粘性中、しまり弱。

3.00m

1 2 3 5

6
7

8

9

10

11

4

FD5543

4SK0021

4SK0047

4SK0083

4SK0056

4SK0024

4SK0024  
1  5Y4/1　シルト質砂に 5Y4/2 灰オ

リーブ色シルトと 2.5Y2/1 黒色砂
（植物質を含む）が斑状に多量に混
入。粘性中、しまり中。

2  10YR3/1　オリーブ黒色シルト質砂
に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状
に混入。粘性中、しまり弱。

3.20m

1

2

FD5847
S0.5m E0.5m

4SK0028,4SK0029  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに

5Y4/3 暗オリーブ色シルトがブ
ロック状に混入。粘性弱、しま
り強。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト砂質
に 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが
ブロック状に混入。炭化物を含
む。粘性中、しまり中。

3.20m

1 2

4SK0029 4SK0028

FD5747
W0.5m N1.5m

4SK0047  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトと 5Y4/3 暗オリーブ色砂が

ブロック状に混入。粘性弱、しまり強。

4SK0056  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂

に 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混
入。粘性中、しまり中。

1

3.10m

FD5649
S1.0m W1.0m

4SK0081,4SK0109  
1  2.5Y3/2 黒褐色シルト質砂。粘性中、しまり中。

3.10m

FD5646

1 1

4SP0109

4SK0108

4SK0081

0 2m

1:40

4SK0083  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂。粘性弱、しまり中。

1

3.10m

FD5447
N1.0m W0.3m

第 13 図　土坑・柱穴 4SK0021 ～ 0109
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2.90m

FD5344

1
2

3

遺構実測図（Ａ区１面）

5 2
3

1

24
3.10m

FD5546
S1.5m W2.1m

1 2
3

4
3
465

3.10m

FD5546
N2.0m E2.5m

4SK0082

4SK0102

4SX0104

4SK0082    
1   5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混入。粘

性中、しまり中。
2   5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトとN1.5/0 黒色シル

トがブロック状に多量に混入。粘性中、締まり中。
3   5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に

混入。粘性中、しまり強。
4   N1.5/0 黒色炭化物。植物質を多量に含む。粘性中、しまり弱。
5   5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。
6   N1.5/0黒色炭化物。植物質を多量に含む。灰色シルをト少量含む。粘性中、

しまり中。

0 2m

1:40

4SK0090,4SK0093  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y4/1 黒色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。

1 1

4SK0093

4SK0090

3.10m

FD5546

1

4SK0099

4SK0094

4SK0098 FD5546

3.10m

4SK0094  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルト（IV層）

がブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。

4SK0102  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y3/1 黒色シ

ルトが粒状に混入。粘性弱、しまり強。
2  5Y4/2 灰色オリーブ色砂。炭化物を含

む。粘性弱、しまり強。
3  5Y4/2 灰オリーブ色シルト。木片を多

量に含む。粘性中、しまり中。
4  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性中、しま

り中。
5  5Y5/1 オリーブ黒色シルト。炭化物を

含む。粘性中、しまり中。 4SX0104  
1  5Y5/3 灰オリーブ色シルト。下位に 1cm厚で 5Y5/3 灰オリーブ色砂が堆積する。

粘性中、しまり強。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルト（IV層）がブロック状に多量

に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルトと 5Y4/6 オリーブ黒色の互層。木製品・木片を多量に含む。粘

性中、しまり弱。

第 14図　土坑・柱穴 4SK0082 ～ 4SK0102,4SX0104
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遺構実測図（Ａ区１面）

4SP0085 4SP0105 4SP0107 4SP0108 4SP0117

4SP0085,4SP105,4SP117 ,4SP0123
IVa  5Y4/3 暗オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
IVb  5Y5/3 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり弱。
IVc  5Y4/1 灰色シルト。粘性・しまり中。
IVd  5Y5/1 灰色粗砂。粘性中、しまり弱。
IVe  2.5Y2/1 黒色シルトに植物質を多量に含む。粘性中、しま

り弱。

IVa

IVb
IVc
IVe

3.10m

FD5446
N1.5m E1.2m

4SP0060 
1  5Y3/1 オリーブ黒色

砂質シルト。粘性弱、
しまり中。

1

3.10m

FD5649
N0.8m W1.5m

4SP0060

4SP0123

FD6043
W1.2m

1

3.00m

2 3

4SX0003

IVa

IVd
IVcIVb

3.10m

FD5449
N1.0m

3.10m

FD5447
N1.5m E1.0m

4SP0108  
1  5Y4/3 暗オリーブ色シルトに 5Y4/2 暗オリーブ色

砂がブロック状に混入。粘性中、しまり強。
2  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
3  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり弱。
4  5Y2/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。

1 2

43IVeIVc

3.10m

FD5446
N1.3m

IVa

IVb
IVc

IVd

3.10m

FD5447
W0.8m

IVa

IVb'IVbIVc
IVd

1
1a a'

3.10m

FD5546
W1.5m

4SX0003  
1  5Y4/3 暗オリーブ色シルト

質砂に 5Y5/3 灰オリーブ色
砂が帯状に混入。粘性弱、
しまり強。

2  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シ
ルトに 5Y4/2 灰オリーブ色
シルトが粒状に混入。粘弱、
しまり弱。

3  5Y2/2 オリーブ黒色シルト
に 5Y4/2 灰オリーブ色砂が
帯状に混入。粘性弱、しま
り強。

2.90m

1

2
3

45
6

FD5740
W0.5m N2.0m

4SX0004  
1  5Y3/2オリーブ黒色シルトに5Y5/3灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。

粘性弱、しまり強。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。炭化物を含む。粘性中、しまり中。
3  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色砂（植物質を含む）が帯状に混入。

粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量

に混入。粘性中、しまり中。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに炭化物少量含む。粘性弱、しまり弱。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量

に混入。粘性強、しまり弱。

0 2m

1:40

第 15 図　土坑・柱穴 4SP0060 ～ 4SKP0123,4SX0003・0004



61

遺構実測図（Ａ区２面）
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第 16図　Ａ区２面遺構配置図１
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遺構実測図（Ａ区２面）

FD
53
44

FD
53
44

FD5444

FD5344

FD5451

FD5545

FD5445

FD5345

FD5646

FD5546

FD5446

FD5346

FD5747

FD5647

FD5547

FD5447

FD5347

FD5748

FD5648

FD5548

FD5448

FD5348

FD5248

FD5249

FD5649

FD5549

FD5349

FD5550

FD5450

FD5350

FD5245

FD5449

4SK2072

4SX2103

4SP2113

4SP2114

4SK2077

4SP2052

4SP2053
4SP2054

4SP2060

4SP2055
4SP2056

4SP2105

4SP2106

4SP2107
4SP2057

4SP2058

4SP2063

4SP2064

4SP2059

4SP2065

4SP2066

4SP2100

4SP2110

4SP2070

4SP2111

4SP2067
4SD20694SP2069

4SP2068

4SP21154SP2117

4SP2119

4SP2118

4SP2061

4SP2087

4SP2097

4SP2104

4SP2116

4SP2109

4SP2098

4SK2062

4SK2081

4SP20764SP2093

4SP2094
4SP2086

4SP2078

4SP2080

4SP2079

4SP2082

4SK2084

4SP2090
4SP2091

4SP2095

4SP2101

4SP2096
4SP2092

4SP2099

4SK2073

4SX2074

4SX2075

4SP2089

０ ５m

１：１００

1 2
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遺構実測図（Ａ区２面）
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4SP2066   
1   5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に

混入。粘性中、しまり強。
2   5Y4/1 灰色粘土。粘性中、しまり中。
V   5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが粒状に混入。粘性

中、しまり強。
Vla　  2.5Y2/1 黒色砂。植物質を多量に含む。
Vlb　  5Y5/1 灰色砂。粘性なし、しまり弱。

4SP2065  
1   Ⅰ . 5Y4/1 灰色粘土　粘性中、しまり中。
V  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトが粒状に混入。粘性

中、しまり強。
VIa  2.5Y2/1 黒色砂。植物質を多量に含む。粘性弱、しまり弱。
VIb  5Y5/1 灰色砂。粘性なし、しまり弱。

4SP2059  
1  5Y3/1オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。

4SP2060  
1  5Y4/1 灰色シルトに 2.5Y2/1 灰色砂が斑状に少量混入、粘性中、し

まり中。

4SP2053  
1  5Y2/2 オリーブ黒色シルトにN1.5/0 黒色シルトが帯状に混入。粘性

中、しまり中。

4SP2076  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトが 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック

状に混入。粘性中、しまり強。

4SB2102

０ ５m

１：80

0 2m

1:40

第 18 図　礎石建物 4SB2102
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遺構実測図（Ａ区２面）
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2.70m

1

4SK2002   
1   5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトが小ブロッ

ク状に混入。粘性中、しまり中。

4SK2006  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック

状に混入 . 粘性中、しまり中。

4SP2039  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブ

ロック状に混入。粘性中。しまり強。

4SP2046  
1  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に

混入。粘性中、しまり中。

4SP2047  
1  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に

混入。粘性中、しまり中。

4SP2048  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色砂（植物性含む）と 

5Y4/3 暗オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
　

4SB2120

4SX2009

0 2m

1:40

０ ５m

１：80

4SK2005
4SK2019

4SK2043

1

2.70m

FD5943
W0.2m S0.5m

4SK2005  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質

砂に 5Y5/1 灰色シルトがブ
ロック状に混入。粘性中、し
まり弱。植物質を含む。

4SK2019  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが一部ブロック状、一部帯状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルト砂と 5Y4/3 暗オリーブ色砂の互層。粘性中、しまり中。中礫を多量に含む。
3  5Y4/1 灰色砂と 5Y5/3 灰オリーブ砂の互層。粘性弱、しまり弱。
4  5Y4/1 灰色シルト (5Y5/2 灰オリーブ色シルトブロックを含む）に 5Y5/1 灰色砂が帯状に混入。粘性弱、しまり弱。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性強、しまり弱。
6  5Y2/1 黒色シルト。未分解食物質を多量に含む。粘性中。しまり弱。

4SK2073

12

2.70m

FD5345
S1.7m

4SK2073  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性弱、しまり中。
2  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/1 灰色シルトが粒状、2.5Y2/1 黒色砂が帯状に混入。粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

第 19 図　礎石建物 4SB2120, 性格不明遺構 4SX2009, 土坑・柱穴 4SK2005 ～ 4SK2073



65

遺構実測図（Ａ区２面）
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22

3

2.70m

FD5942
N0.5m

4SP2007  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルトに 5YR3/1 灰色シルトがブロック状に

多量に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 シルト砂質に 5Y5/1 オリーブ黒色シルトがブロック状に粒状

に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に多量に混入。

粘性中、しまり中。
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2.60m

FD5943
N0.3m W0.5m

4SP2049
1  5Y3/1 オリーブ黒

色シルトに 5Y5/1
灰色シルトがブ
ロック状に混入。
粘性中、しまり中。
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X
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VIa
VIb

VII
V

FD5747
S0.8m E1m

2.70m 2.80m

FD5747
S1.0m

1
Va
VbVc
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4SP2057  
Vb  5Y5/3 灰色オリーブ色砂。粘性なし、しまり中。
Vc  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シル

トがブロック状に混入。
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトが 5Y5/2 灰オリー

ブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり強。

4SP2109  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり

中。
2  5Y5/9 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
3  5Y2/1 黒色シルト質砂。粘性弱、しまり中。

2.80m

FD5647
N0.4m

V
V

VI
4SP2064  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シル

トに 5Y4/1 灰色シルトが
ブロック状に混入。粘性
中、しまり中。

2  1 に 2.5Y2/1 黒褐色シル
トが斑状に混入。粘性中、
しまり弱。

1 2

FD5546
E0.9m,N1.5m

2.80m

4SP2067,4SP2068  
1  5Y3/2オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。

1

2.70m

FD5446
E0.5m,N0.5m

4SP2079  
1  1.5Y3/1 オ

リーブ黒色シ
ルトに 5Y5/1
灰色砂が斑状
に混入。粘性
中、しまり中。

2.70m

FD5348
S1.0m E1.2m

1

4SP2087  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に

5Y4/1 灰色シルトがブロック状に
混入。粘性弱、しまり強。

1
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FD5549
W3.0m N0.3m
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1

23

FD5448
N0.6m

2.30m

4SP2113  
VIIa  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に混入。粘性中、しまり中。
VIIb  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に混入。粘性中、しまり中。
VIII  5Y4/1 灰色砂。粘性弱、しまり弱。

4SP2113

VIIa
VIIb

VIII

2.40m

FD5345
S0.6m E0.5m

2.40m

FD5245
N1.5m W0.7m

VIIa
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VIII 0 2m
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第 20 図　土坑・柱穴 4SP2007 ～ 2114
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遺構実測図（Ａ区２面）

FD6045

FD5946

4SX2001  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3

暗オリーブ色シルトがブロック状に
混入。粘性中、しまり中。

2a  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。小型折敷一括出土。

2b  2a に 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混
入。粘性なし、しまり弱。

3a  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3
暗オリーブ色シルトと 5Y5/2 灰オ
リーブ色砂が斑状に混入。粘性強、
しまり弱。

3b  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに未分解
植物質が多量に混入。粘性中、しま
り弱。

4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2
灰オリーブ色シルトがブロック状に
多量に混入。粘性中、しまり中。

2.70m
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1
2a 2b3a

3b
4

3b 4

FD5841
S0.5m

4SX2001

4SX2051

4SX2001 上層落込み

0 2m

1:40

第 21 図　土坑 4SX2001, 木敷遺構 4SX2051
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遺構実測図（Ａ区２面）
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FD5345
S1.0m

1

2.70m

FD5344
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4SX2074

4SX2075

4SX2103

4SX2103 下層

4SX2074  
1  5Y4/3 暗オリーブ色シルトに

5Y4/1 灰色砂が帯状に混入。
粘性中、しまり中。

4SX2075  
1  5Y2/1 黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトが粒状
に混入。粘性中、しまり中。
炭化物、植物質を含む。

2  5Y4/1 灰色シルトに
5Y3/1 オリーブ黒色シル
トが斑状に少量混入。粘
性中、しまり中。

3  N1.5/10 黒色シルト。植
物質、木片、炭化物を多
量に含む。粘性弱、しま
り弱。

4SX2103,4SD3053  
IVa  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y3/2 オ

リーブ黒色砂が斑状に混入。炭化物を含
む。粘性中、しまり強。

IVb  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、しま
り弱。

Va  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/4 オ
リーブ色シルトがブロック状に多量に混
入。粘性弱、しまり中。

Vb  Va に 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混
入。粘性中、しまり中。

VI  5Y4/2灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
IXa  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色

シルトが小ブロック状に多量に混入。粘
性中、しまり中。

IXb  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色砂が帯状
に混入。泥炭、植物質を多量に含む。粘
性中、しまり弱。

IXc  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色
シルトが粒状に多量に混入。粘性中、し
まり弱。

X  2.5Y2/1 黒色シルト。植物質を含む。粘
性中、しまり弱。

1  2.5Y4/2 暗灰黄色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y2/1 黒色シルトに 5Y2/1 黒色砂が斑状に多量に混入。上面に木敷遺構。粘性中、しまり中。
3  5Y4/1 灰色砂。粘性弱、しまり弱。
4  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが斑状に多量に混入。木片を多量に含む。粘性中、し

まり中。
5  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが粒状に混入。下位に 5Y4/1 灰色砂を含む。炭化物を含む。粘

性中、しまり中。
6  5Y5/2 灰オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
7  5Y2/1 黒色シルト。植物質を含む。粘性中、しまり弱。
8  6 と同じ。
9  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/2 オリーブ黒色シルトが帯状に混入。粘性弱、しまり弱（水性体積）。
10  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが粒状に少量混入。炭化物を含む。粘性中、しまり中。

11  6 と同様に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトを含む。粘性中、しまり中。
12  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。

粘性中、しまり中。

第 22図　土坑 4SX2074・2075, 木敷遺構 4SX2103
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遺構実測図（Ａ区３面）
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第 23図　Ａ区３面遺構配置図１



69

遺構実測図（Ａ区３面）
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第 24図　Ａ区３面遺構配置図２
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遺構実測図（Ａ区３面）
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VIII
VII

j
2.40m

j’

4SD3050
b-b',c-c'  
1  N1.5/0 黒色シルト。植物質を多量に含む（泥炭）。

粘性弱、しまり弱。
2  5Y4/1 灰色シルトに 2.5Y2/1 黒色シルト質砂が帯

状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。

4SD3048
d-d’  
1  5Y2/2　オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に混入。粘性中、締まり中。
2  5Y2/1 黒色シルト質砂。粘性弱、しまり弱。
 e-e’  
1  5Y2/1 黒色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シルトがブロック

少量混入。炭化物を含む。粘性弱、締まり中
2  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、締まり中。

4SD3057  
f-f'
1  5Y2/2 オリーブ黒色シルトにY1.5/0 黒色シルトが帯状

に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y3/2 オリーブ黒色シル

ト砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。　

4SD3055
g-g'  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y2/2 オリーブ黒色シルト質砂。粘性弱、しまり弱。

植物質含む。
3  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色砂が斑状に混

入。粘性中、しまり弱。植物質含む。

第 25図　溝 4SD3045 ～ 4SD3060

0 2m

1:40

０ ５m

１：80
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遺構実測図（Ａ区３面）

4SD3047,4SD3046
h-h'
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
2  5Y2/2オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に少量混入。粘性

中、しまり弱。
4  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが帯状に少量混入。粘性

弱、しまり弱。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。

粘性中、しまり中。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色砂が斑状に混入。

粘性中、しまり弱。
7  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に多量に

混入。粘性弱、しまり弱。
8  5Y2/1黒色シルトに5Y4/2灰オリーブ色シルトが粒状に多量に混入。

粘性中、しまり中。

4SD3047
i-i' 
VI  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
VII  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
1  5Y2/1黒色砂。粘性中、しまり中。木製品を含む。端反団龍文青花皿、

大窯皿出土。
2  1 と同様。炭化物を含む。粘性中、しまり中。
3  5Y4/2 灰オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
4  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色砂が帯状に混入。

粘性中、しまり中。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。木製品を含む。粘性中、しまり中。
6  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y4/1 灰色砂が斑状に混入。粘性中、

しまり中。
7  5Y4/3 暗オリーブ色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色砂が帯状に混入。粘性

弱、しまり弱。
8  5Y3/1 オリーブ黒色砂に 5Y2/1 黒色シルトが斑状に混入。粘性弱、

しまり弱。
9  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック

状に混入。粘性中、しまり中。
10   9 に 5Y2/1 黒色砂が斑状に混入。粘性中。しまり中。

4SD3047,4SP2111
j-j'  
VII  5Y4/3 暗オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
VIII  2.5Y2/1 黒色シルト質砂。植物質を含む。
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
2  5Y2/2オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に少量混入。粘性

中、しまり弱。
4  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが帯状に少量混入。粘性

弱、しまり弱。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。

粘性中、しまり中。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色砂が斑状に混入。

粘性中、しまり弱。
7  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に多量に

混入。粘性弱、しまり弱。
8  5Y2/1黒色シルトに5Y4/2灰オリーブ色シルトが粒状に多量に混入。

粘性中、しまり中。
9  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。

粘性中、しまり中。
10  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。

粘性中、しまり中。
11  10 に 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中。しまり中。
12  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量混入。粘性中、

しまり弱。
13  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。粘性弱、しまり弱。
14  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
15 5Y2/1 黒色砂質シルト。粘性中、しまり弱。

4SX3009  
1  5Y5/2 灰オリーブ色シルト。粘性中、しまり弱。
2  5Y3/1 リーブ黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色シルト質砂（植物質多）が帯状、

5Y6/3 オリーブ黄色粘土が帯状に混入。下位に２～３cm厚の純木質層。
粘性中、しまり弱。

3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に
混入。木製品を多量に含む。粘性中、しまり弱。

4  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり弱。

2.30m

FD6042
S1.0m E0.7m

1
2

34

4SK3011  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに

5Y5/2 灰オリーブ色シルトが
ブロック状に混入。粘性中、
しまり中。

4SX3009

1
2.30m

FD5942
S0.3m W1.0m

4SK3011

4SK3023

4SK3012  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y4/1 灰色シルトがブロック
状に混入。粘性中、しまり中。

4SK3012

1

2.30m

FD5742
N0.9m W0.5m

4SK3018  
1  5Y4/1灰色シルトに5Y3/1オリー

ブ黒色シルトが斑状に混入。粘性
中、しまり中。1

2.30m

FD5843
N1.0m

4SK3018 4SK3023  
1  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり弱。

1

2.30m

FD5742
N0.5m W0.5m

0 2m

1:40

第 26 図　土坑・柱穴 4SX3009,4SK3011 ～ 3023
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遺構実測図（Ａ区３面）

2

3 4

1
0

2.30m

FD5546
N0.5m W0.4m

1

2.30m

FD5348

1

2.30m

FD5449
W1.5m

4SK3025,4SK3026  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5YR3/2 暗赤褐色シルトがブ
ロック状に多量に混入。粘性
弱、しまり中。

2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オ
リーブ黒色シルトがブロック
状に多量に混入。粘性中、し
まり中。

1
2

2.20m

FD5745
N1.3m E1.0m

4SK30254SK3026

4SK3031  
1  5Y2/1 オリーブ黒色

シルト質砂。植物質
を含む。粘性中、し
まり弱。

1

2.40m

FD5348
S2.0m E1.5m

4SK3031

4SK3040 4SK3042
4SK3056

4SK3061

4SP3007

1

2.30m

FD5449
S0.5m W0.5m

4SK3041

4SK3033 4SK3038

4SK3033  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに

5Y2/1 黒色シルト質砂が帯状
に混入。粘性中、しまり中。

2  5Y4/1 灰色シルト。炭化物を
含む。粘性中、しまり中。

3  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/2
灰オリーブ色シルトが帯状に
混入。粘性中、しまり中。

12
3

2.30m

FD5349
W0.5m

4SK3038  
1  5Y2/1 黒色シルトに

5Y4/2 灰オリーブ黒色
シルトがブロック状、
2.5Y2/1 黒色シルト質砂
が帯状に混入。粘性中、
しまり中。

1

2.30m

FD5348
N1.5m E0.7m

4SK3040  
1  5Y2/2 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。炭化物を
含む。

1

2.30m

FD5449
S0.7m W1.0m

4SK3041  
1  5Y2/1 オリーブ黒色シルトに

5Y4/3 暗オリーブ色シルトが
ブロック状に混入。粘性中、
しまり中。焼土を含む。 4SK3042  

1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに
5Y3/1オリーブ黒色砂と5Y4/1
灰色シルトが斑状に混入。粘
性中、しまり中。

4SK3056  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰

色シルトが粒状に混入。粘性中、しま
り弱。植物質を多量に含む。

4SK3061  
0  4SD3050 覆土
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y2/2 オリーブ黒色砂が帯状に混入。粘性中、

しまり中。
2  5Y3/2オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、

しまり中。
3  5Y3/2 オリーブ黄色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に混

入。粘性中、しまり中。
4  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。

4SK3007  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが粒状に混

入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。

4SP3010  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性

中、しまり中。小札出土。

4SP3039  
1  5Y2/1オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。

4SP3054  
1  5Y2/2 オリーブ黒色シルト質砂。粘性弱、締まり弱。　

2  5Y3/1 オリーブ黒砂質シルトに 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混
入。粘性中、締まり中。

3  SD3

4SP3063  
1  5Y3/1オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。中礫を多量に含む。
IXa  5Y4/2 灰オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
IXb  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量

に混入。粘性中、しまり中。
X  N1.5/0 黒色シルト（泥炭質）。粘性弱、しまり弱。　050 の 1
4  SD3050 の 2

4SP3064  
1  5Y2/1黒色シルトに5Y4/1灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、

しまり中。炭化物を含む。

1
2
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第 27 図　土坑・柱穴 4SK3024 ～ 3061,4SP3007 ～ 3064
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遺構実測図（Ａ区３面）

12

2.30m

FD5449
S0.5m E1.5m

2 341
2.30m

FD5943
N2.0m E0.5m

4SQ3008  
1  N1.5/1 黒色シルト。炭化物を含む。

粘性弱、しまり中。
2  5Y5/2 灰オリーブ色灰に 5Y2/1 黒色

シルトが粒状に混入。粘性なし、し
まり弱。

3  5YR4/4 にぶい赤褐色シルト。粘性
弱、しまり強。被熱。

4  5YR3/1 黒褐色シルト。粘性弱。し
まり中。

4SQ3008

4SX3027

4SQ3029,3034,3035  
1  10YR4/4 褐色砂。粘性弱、しまり弱。
2  7.5YR3/2 黒褐色シルト。粘性中、しまり強。被熱。
3  5Y2/1 黒色シルト。粘性中、しまり中。

2.30m

FD5349
N1.0m W0.4m

a’

ab a’
2.30m

b’

b
b’

1
1

12

3

2 2

2

2

a

4SQ3034 4SQ3035

4SQ3029

4SX3027  
1  5Y4/2灰オリーブ色シルトに5Y3/2オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y2/1黒色シルトに5Y4/2灰オリーブ色シルトが小ブロック状に混入。粘性中、しまり中。

第 28図　焼土遺構 4SQ3008 ～ 3035, 土坑 4SX3027
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遺構実測図（B区）
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第 29 図　B区遺構配置図１, 桶埋設遺構 4SU0540 遺物出土状況
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遺構実測図（B区）
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第 30 図　B区遺構配置図２
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遺構実測図（B区）
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第 31 図　橋 4SB0503
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遺構実測図（B区）

4SP0504

4SP0506

4SP0508

4SP0509
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1.00m

4SP0507

2
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2
2
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1.00m

近現代盛土

1

2
3

4

東岸石積
西岸石積

3.50m

2

4SP0504  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルト。植物質、礫を含む。粘性弱、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/1 灰色シルトが大ブロック状に混入。粘

性中、しまり中。
3  5Y5/1 灰色砂。礫を含む。粘性弱、しまり弱。
4  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルト。粘性弱、しまり弱。

4SP0506  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。植物質、少礫を含む。粘性中、しまり弱。
2  5Y4/4暗オリーブ色砂に 5Y4/1灰色シルトが大ブロック状に混入。少礫を含む。

粘性弱、しまり中。
3  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。4SD0501 ２層。
5  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。少礫を多量に含む。粘性中、しまり中。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが粒状に少量混入。粘

性中、しまり中。4SD0501 ３層。

4SP0508  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、し

まり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、し

まり中。小礫を多量含む。
3  4SD0501 ２層。
4  4SD0501 ３層。
5  5Y4/1 灰色シルト。炭化物を含む。粘性強、しまり中。4SD0501 ４層。

4SP0507  
1  5Y3/2オリーブ黒色シルトに5Y4/1灰色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが斑状に多量に混入。粘性中、

しまり中。
3  5Y3/2 オリーブ黒色砂質シルト。粘性中、しまり弱。

4SP0509  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y3/2 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性中、し

まり中。小礫を含む。
2  4SD0501 ２層。
3  5Y3/2 灰オリーブ色シルト、粘性中、しまり中。小礫を多量に含む。
4  4SD0501 ４層。

0 2m

1:40

０ ５m

１：１2０

第 32図　橋 4SB0503 断面図 , 堀 4SD0501 模式図
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遺構実測図（B区）
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第 33 図　橋脚実測図
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遺構実測図（B区）
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第 34 図　4SD0501 東岸石積平面図１
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遺構実測図（B区）
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第 35 図　4SD0501 東岸石積平面図２
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遺構実測図（B区）
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第 36 図　4SD0501 東岸石積平面図３
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遺構実測図（B区）
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第 37 図　4SD0501 西岸石積平面図
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遺構実測図（B区）
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4SD0501 東岸石積 a-a'  
1  5Y4/1灰色シルト。小礫を少量含む。粘性強、

しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、しまり中。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。小礫を多

量に含む。粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しま

り中。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。植物質を

含む。粘性中、しまり中。
6  5Y4/1 灰色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂

が斑状に混入。粘性中、しまり中。
7a  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y4/1 灰色砂が帯

状に混入。粘性中、しまり中。
7b  5Y3/1オリーブ黒色シルト。5Y5/2灰オリー

ブ色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり
弱。

8  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルト。粘性中、
しまり中。

9  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y4/1 灰
色砂が斑状に混入。植物質を含む。粘性中、
しまり中。

10  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトがブロック状に多量に混入。粘性中、
しまり中。炭化物を含む。

11a  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/2 灰
オリーブ色シルトがブロック状に多量に混
入。粘性中、しまり中。

11b  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。小礫を含む。
粘性中、しまり中。

12  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトが帯状に混入。炭化物を含む。粘性中、
しまり中。

13  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シ
ルトが粒状に混入。炭化物を含む。粘性中、
しまり中。

14  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/1 灰
色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。

15  5Y4/1 灰色シルトに 5Y2/1 黒色シルト質砂
が斑状に混入。粘性中、しまり中。

III  10g4/1 暗緑灰色シルト。5Y4/1 灰色砂が斑
状に混入。粘性弱、しまり中。

IV  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
V  5Y4/1 灰色シルトに 5g4/1 暗緑灰色シルト

がブロック状に多量に混入。粘性中、しま
り強。

VI  5Y2/1 黒色シルト。5Y4/1 灰色シルトがブ
ロック状に混入。部分的に 5Y4/2 灰オリー

ブ色砂を含む。炭化物を含む。粘性中、し
まり強。

VII  5Y5/1 灰色シルト。粘性強、しまり中。
VIII  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが粒

状に混入。粘性中、しまり中。
IX  5Y2/1 黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色砂と

5Y4/1 灰色砂が帯状に混入。粘性中、しま
り中。植物質を含む。

VII  5Y4/1灰色砂に5Y5/1灰色砂が帯状に混入。
粘性弱、しまり中。

Xa  10YR1.7/1 黒色シルト。植物質を多量に含
む。粘性中、しまり弱。

Xb  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルト
が斑状に混入。粘性中、しまり中。

XIa  5Y4/1 灰色シルト。炭化物を含む。粘性強、
しまり中。

XIb  5Y5/1 灰色シルト。粘性強、しまり中。

4SD0501 西岸石積 b-b'  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。少礫を含

む。粘性弱、しまり弱。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色シ

ルトが斑状に混入。炭化物、少礫を少量含
む。粘性中、しまり中。

3  2.5Y3/2 黒褐色シルト砂質。少礫を少量含
む。粘性弱、しまり中。

4  2.5Y4/2 暗灰黄色シルト質砂。少礫を含む。
粘性弱、しまり中。

5  7.5Y5/1灰色砂質シルト。粘性中、しまり中。
6  7.5Y5/1 灰色砂質シルト。少礫を多量に含

む。粘性中、しまり中。
7  5Y4/1 灰色砂質シルトに 5Y5/1 灰色シルト

が大ブロック状に多量に混入。植物質、炭
化物を含む。粘性中、しまり強。

8  5Y4/1 灰色砂。上位に植物質を多く含む。
粘性弱、しまり弱。

9  2.5Y4/2 暗灰色黄色砂質シルトに 5Y2/1 黒
色シルトと 5Y5/1 灰色シルトがブロック状
に混入。植物質、小礫を含む。粘性中、し
まり中。

10  10.5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが
大ブロック状に混入。粘性中、しまり中。

11  9 と同様（小礫がやや少ない）。
12  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y5/1 灰

色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
　

13  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色砂が帯状に
混入。粘性中、しまり弱。

14  5Y2/1 黒色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色シ
ルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。

15  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰
色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。

16  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルト
が斑状に混入。粘性中、しまり中。

17  5Y5/1 灰色シルトに 2.5Y2/1 黒色砂が斑状
に混入。粘性中、しまり強。

18  2.5Y2/1 黒色砂。粘性弱、しまり中。
19  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色シ

ルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
20  18 と同様

4SD0501 西岸石積 c-c'  
1  10YR4/2 灰黄色シルト質砂。少礫、植物質

を含む。粘性弱、しまり強。
2  5Y4/1 灰色シルトに 1と 5Y5/1 灰色シルト

がブロック状に混入。植物質を含む。粘性
中、しまり中。

3  2.5Y4/2 暗灰黄色砂質シルト。少礫を多量
に含む。粘性弱、しまり中。

4  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。少礫を少
量含む。粘性中、しまり弱。

5  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ
ロック状に混入。粘性中、しまり中。

6  5Y4/1 灰色シルト質砂。少礫を多量に含む。
粘性弱、しまり弱。

7  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルトに 5Y4/1 灰
色シルトが粒状に少量混入。粘性中、しま
り中。

8  5Y4/1 灰色シルトに 5Y2/1 黒色シルトが斑
状に多量に混入。炭化物、植物質を含む。
粘性中、しまり中。16 世紀遺物出土。

9  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 灰色シルトが斑
状に混入。粘性強、しまり弱。10 の崩落土。

10  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y7/2 灰白色
シルトがごく少粒状に少量混入　粘性中、
しまり中。上面に樹皮が貼りつく。堀底の
障壁（堀障子）か。

11  7.5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。

0 2m

1:50

第 38 図　4SD0501 東岸・西岸石積断面図
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遺構実測図（C区１面）
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C区北壁基本層序  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
I  近代の盛土。中礫、コンクリート片を多数含む。
IIa  2.5Y4/3オリーブ褐色シルトに2.5Y5/4黄褐色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり強。
IIb  5Y4/3 オリーブ褐色シルトに 5Y5/3 黄褐色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり強。
III  2.5Y4/2 暗灰黄色シルトと 2.5Y4/3 オリーブ褐色砂の互層。粘性弱、しまり弱。
IV  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に少量混入。粘性中、し

まり強。1面検出面。
V  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
VI  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色泥炭と 5Y5/1 灰色シルトがブロック状。斑状に混

入。粘性中、しまり中。
VIIa  10YR3/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性弱、しまり中。
VIIb  N1.5/0 黒色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり弱。
VIII  5Y4/1 灰色シルト。粘性強、しまり中。2面検出面。

第 39図　C区基本層序 ,C区１面遺構配置図
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遺構実測図（C区１面）
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5SK0404

5SK0411  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂。粘性中、しまり中。
2  １に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが、粒状に混入。粘性

中、しまり中。炭化物を含む。
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FD3663
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FD3563
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FD3765 2.00m

FD3864
E0.8m

5SK0419
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック

状、2.5Y2/1 黒色砂が帯状に混入。粘性中、しまり中。礫を含む。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトが、粒状に

混入。粘性中、しまり中。
3  5Y4/3 暗オリーブ色砂。礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。
4  5Y2/1 黒色シルト 5Y5/1 灰色シルトが粒状に多量に混入。粘性

中、しまり中。
IVa  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。
IVb  IVa に 2.5Y2/1 黒色シルトが帯状に混入。粘性中、しまり中。
V  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
VIa  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
VIb  VIa に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
VII  2.5Y2/1 黒色泥炭。木片を含む。粘性中、しまり中。
VIII  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。

5SK0422  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中。しまり中。
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第 40図　土坑・柱穴 5SK0404 ～ 0440
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遺構実測図（C区１面）
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5SP0407

5SQ0413 5SQ0425

5SP0412 5SP0420 5SP0423

5SP0407   
1   5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトが粒状に混
入。粘性中、しまり中。

5SP0420   
1   5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトが粒状に混
入。粘性中、しまり中。

5SQ0413  
1  10YR8/3 浅黄橙色シルト。粘性弱、しまり弱。
2  7.5YR4/4 褐色シルト。粘性弱、しまり弱。
3  5Y6/1 灰色灰。粘性弱、しまり弱、炭化物を含む。
4  7.5YR3/2 黒褐色シルト。粘性中、しまり中。
5  10YR1.7/1 黒色シルト。炭化物焼土を含む。粘

性中、しまり中。

5SQ0425    
1  7.5YR3/2 黒褐色。粘性中、しまり中。
2  10YR7/2 にぶい黄褐色シルト。粘性弱、しまり弱。
3  7.5YR3/2 黒褐色シルト。粘性中、しまり中。
4  N1.5/0 黒色シルト。炭化物を含む。
5  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。

5SP0412  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。

粘性弱。しまり中。

0 2m

1:40

第 41 図　柱穴 5SP0407 ～ 0423, 焼土遺構 5SQ0413・0425
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遺構実測図（C区２面）
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第 42図　C区２面遺構配置図
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遺構実測図（C区２面）
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5SB2475
5SP2410  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。

5SP2405  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。小礫を少量含む。粘性中、しまり中。

5SP2404
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト。小礫を多量に含む。粘性中、しまり中。

5SP2403  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。
2  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが大ブロック状に混入。炭

化物を含む。粘性中、しまり中。
3  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが大ブロック状に混入。小

礫を少量含む。粘性中、しまり中。
4  5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。

5SK2421  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混入。粘性中、

しまり中。

5SP2401  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。
2  5Y2/2オリーブ黒色シルトに5Y4/1灰色シルトが粒状に混入。炭化物を含む。粘性中、

しまり中。

5SB2476
5SP2481  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性中。しまり中。

5SP2479  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性中、しまり中。

5SP2478  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性中、しまり中。

5SP2477,5SP2483  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性

中、しまり中。
2  5Y4/3暗オリーブ色砂シルト。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。

5SP2452  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色砂（小礫少量）が

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2458  
1  5Y2/1 黒色シルト質砂。小礫を含む。粘性中、しまり中。
2  5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を含む。粘性弱、しまり中。

5SP2468  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。小礫を少量含む。粘性中、しまり中。

5SK2466
 1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが粒状に混

入。粘性中、しまり中。炭化物小れきを含む。

5SP2413  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり弱。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。小礫を少量含む。粘性中、しまり中。

5SP2440  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。小礫を少量含む。粘性中、しまり中。

5SP2441  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に多量

に混入。粘性中、しまり中。

5SP2480  
1  5Y2/1 黒色シルト。粘性中、しまり中。
2 5Y4/3 暗オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり中。

第 43図　掘立柱建物 5SB2475



89

遺構実測図（C区２面）

5SP24415SP2440
5SK2445

5SK2447

5SK2450

5SK2448

5SK2461

5SK2466

5SK2463

5SK2463

5SP2413

5SP2452 5SP2458

5SB2476

5SP2468

5SP2477 5SP2483
5SP2479

5SP2478
5SP2481

5SX2465

FD3764

FD3763

FD3765

FD3863

FD3864

FD3964

FD3664

5SP2480

5SP2481

1

1.70m
5SP2479

1

1.70m
5SP2478

1

1.60m
5SP2477 5SP2483

1

2
1
2

1.70m
5SP2452

1

1.70m
5SP2458

1
2

1.60m
5SP2468

1
2

1.50m

5SK2461
1.60m

1.60m

5SX2465

1.70m

5SP2413

1

2
1.70m

5SK2447
1.70m

5SP2440

1

2

1.70m
5SK2445

1.70m 5SP2480

1
2

1.70m

5SK2450
1.60m

5SK2448

1

1.60m

5SK2466

1

1.50m

FD3864
E1.2m

5SP2441

1

1.70m

0 2m

1:50

0 2m

1:40

第 44 図　掘立柱建物 5SB2476
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遺構実測図（C区２面）

1.80m

5SK2409

FD3564
S0.5m

1.40m

FD3562

5SK2417

1.60m

FD3562
E1.0m N0.8m

5SK2418

1

2

1

2

1.60m

FD3562
N1.5m

5SX2422

5SK2423

1.40m

FD3661
E2.5m S1.2m

1
2

5

3
4

6

1.60m

FD3663

5SK2431

1.60m

FD3663
E1.0m N1.0m

1

1.60m

FD3563
S0.3m

5SD2414  
1  5Y2/1 黒色シルト質砂。

粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シル

トに 1.5Y4/2 灰オリーブ
色砂が帯状に混入。粘性
弱、しまり中。

3  5Y4/1 灰色シルトに
5Y2/1 黒色シルトが斑状
に混入。粘性中、しまり中。

5SK2417
1  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰

色シルトがブロック状に混入。粘性中、
しまり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰
色シルトがブロック状に多量に混入。
粘性中、しまり中。

5SD2414

5SK2419  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y4/1 灰色シルトと 2.5Y2/1
黒色泥炭がブロック状に多量
に混入。粘性中、しまり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに
5Y5/1 灰色シルトが粒状に多
量に混入。粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

5SK2431  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オ

リーブ色シルトがブロック状に混入。植
物質を多量に含む。粘性中、しまり中。

2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが
ブロック状に混入。粘性中、しまり中。

3  5Y2/1 黒色シルト。粘性中、しまり中。
4  5Y2/1 黒色シルト。粘性中、しまり強。
5  5Y2/1 黒色シルトに泥炭が帯状に混入。

粘性中、しまり中。
6  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが粒状に少量混入。粘性中、しま
り中。

5SK2437  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。

1

2 3

1.60m

FD3664

FD3764

FD3864

第 45図　溝 5SD2414, 土坑・柱穴 5SK2409 ～ 2437
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遺構実測図（C区２面）
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5SK2470

5SK2470  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルトに 2.5Y5/2 オリーブ黒色シルト質砂

が帯状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが斑状

に混入。粘性中、しまり中。
4  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトがつぶ状に少量

混入。粘性中、しまり中。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に混入。粘性強、しまり中。
6  5Y2/2オリーブ黒色シルト。泥炭を斑状に含む。粘性中、

しまり弱。
7  5Y2/2 黒色泥炭に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混

入。粘性中、しまり中。
8  5Y2/1 黒色泥炭。粘性中、しまり弱。
9  5Y4/1 灰色シルト。泥炭を含む。粘性強、しまり弱。

5SK2471
5SK2472

5SK2474  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰

色シルトがブロック状に多量に
混入。粘性中、しまり中。炭化
物を含む。

1

1.50m

FD3764
E1.0m

5SK2488

1
1.50m

FD3662
E0.9m N0.5m

5SK2489

5SK2488  
1  5Y2/2 オリーブ黒色

シルト質砂に 5Y4/1
灰色シルトが粒状に
混入。粘性中、しま
り中。炭化物を含む。

5SK2490
1  5Y3/2 オリーブ黒色

シルトに 5Y4/1 灰色
シルトがブロック状
に混入。粘性中、し
まり中。

5SP2426  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シ

ルトに 5Y5/1 灰色シル
トが粒状に混入。粘性
中、しまり中。

2  5Y3/2 オリーブ黒色シ
ルトに 5Y4/1 灰色シル
トが粒状に混入。粘性
中、しまり中。

5SP2442,5SP2443  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シ

ルト。粘性中、しまり
中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シ
ルトに 5Y4/1 灰色シル
トが粒状に混入。粘性
中、しまり中。

5SP2444  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シ

ルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトが粒状に多量に混
入。粘性中、しまり中。

5SP2446  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シ

ルト。小礫を多量に含
む。粘性中、しまり中。

2  5Y2/1 黒色シルト。小
礫を少量含む。粘性中、
しまり中。

5SP2456  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂

に 5Y2/2 オリーブ黒色
シルトが斑状に混入。
粘性中、しまり中。

5SP2473  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シ

ルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトがブロック状に混
入。粘性中、しまり中。

5SP2482  
1  5Y3/1 オリーブ色シル

トに 5Y5/1 灰色シルト
が粒状に混入。粘性中、
しまり中。

5SK2489  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1

灰色シルトがブロック状に混入。粘
性中、しまり中。

1 1.50m

FD3662
E1.0m S0.5m

5SK2490

5SP2426

5SP2482
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第 46図　土坑・柱穴 5SK2470 ～ 2490,5SP2426 ～ 2482,5SX2457
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遺構実測図（C区２面）
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5SX2420
a-a'  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y4/1 灰色

シルトが帯状に混入。粘性弱、しまり
強。

2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリー
ブ色シルトがブロック状に少量混入。
粘性中、しまり中。

3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1
灰色シルトがブロック状に多量。
N1.5/0 黒色シルトが斑状に混入。粘
性中、しまり中。

4  5Y2/1 黒色泥炭にN1.5/0 黒色シルト
と 5Y4/3 暗オリーブ色砂が帯状に混
入。粘性弱、しまり中。

5  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
6  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色シル

トが斑状。5Y3/2 オリーブ黒色泥炭が
斑状に混入。粘性中、しまり中。

7  5Y4/1 灰色シルト。粘性強、しまり弱。
8  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に

5Y5/1 灰色シルトが粒状。5Y3/1 オ
リーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性
中、しまり中。

5SX2415・5SX2485 
b-b' 
1  2.5Y2/1黒色泥炭に5Y4/1灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、

しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色泥炭が小ブロック状に少

量混入。粘性中、しまり中。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y2/1 黒色泥炭が帯状に多量に混入。

粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトにY5/1 灰色シルトがつぶ状。5Y2/1 黒

色泥炭が帯状に混入。粘性中、しまり中。
5  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混

入。粘性中、しまり中。
6  7.5Y2/1 黒色シルト。植物質を含む。粘性中、しまり中。
7  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘

性中、しまり中。

0 2m

1:40

第 47 図　性格不明遺構 5SX2420・2485
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遺構実測図（D区１面）

D区南壁基本層序　a-a'  
I  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。炭化物、木、ガラス、コンクリート

を含む。粘性弱、しまり中。
II  5Y2/1 黒色シルト質砂。炭化物、小礫、近代遺物を含む。粘性弱、し

まり中。
IIIa  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に

多量に混入。粘性弱、しまり強（炭化物、小礫を含む）。
IIIb  5Y5/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、し

まり中。
IIIc  5Y2/1 黒色シルト質砂。木片を多量に含む。粘性中、しまり弱。
IIId  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、し

まり中。

IVa  5Y4/1 灰色砂に 5Y2/1 黒色砂が帯状に混入。粘性弱、しまり中。
IVb  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが帯状に多量に混入。

粘性弱、しまり弱。
V  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。

上位に 3cm厚でN1.7/0 黒色泥炭が推積。粘性中、しまり中。（上面
でD区１面遺構検出）

VI  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性強、しまり中。
VII  5Y4/1 灰色シルト。粘性弱、しまり中。（上面でD区２面遺構検出）
1  5Y2/1 黒色シルト質砂。植物質を含む。粘性弱、しまり弱。
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第 48 図　D区基本層序１
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遺構実測図（D区１面）

0 2m

1:40

D区東壁基本層序　b-b'   
I  現代盛土。
IIa  10YR2/2 黒褐色シルト質砂。粘性中、しまり中。中礫を含む。
IIb  5Y5/3 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
IIc  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色シルトがブロック

状に多量に混入。粘性中、しまり強。
IId  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
IIe  5Y4/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり中。
IIf  ｢e1：5Y2/1 黒色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
IIg  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり強。
IIh  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。

粘性中、しまり中。
IIi  5Y3/1 オリーブ黒色砂に 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性中、

しまり中。
III  5Y5/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性中、

しまり弱。
IVa  5Y4/1 灰色シルトにN1.5/1 黒色シルトがブロック状に混入。粘性中、

しまり中。
IVb  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色砂が帯状に混入。植物質含む。

粘性弱、しまり弱。
IVc  5Y5/1 灰色砂。粘性弱、しまり弱。
IVd  5Y4/1 灰色砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトが小ブロック状に混入。

粘性中、しまり強。
IVe  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/1 灰色シルト質砂が斑状に混入。粘性弱、しま

り強。
Vf  5Y5/1 灰色砂。粘性弱、しまり強。
Va  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり強。
Vb  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に、2.5Y2/1 黒色泥炭が帯状に混入。

粘性中、しまり中。
Vc  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック

状に多量に混入。粘性中、しまり中。
Vd  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトがブロック状、粒状

に混入。粘性中、しまり中。
Ve  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒上に多量に混入。炭化物

を含む。粘性中、しまり中。
Vf  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。炭化

物を含む。粘性中、しまり中。
VI  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
VII  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。小礫を含む。粘性中、しまり中。
2  5Y5/2 灰オリーブ色砂に、5Y3/1 オリーブ黒色砂と 5Y3/2 オリーブ

黒色砂がブロック状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y5/2 灰オリーブ色砂に、5Y3/1 オリーブ黒色砂と 5Y3/2 オリーブ
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遺構実測図（D区１面）

黒色砂がブロック状に混入。粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色砂に 5Y6/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に

混入。粘性弱、しまり中。
5  2.5Y5/4 黄褐色シルトに 2.5Y4/2 暗灰黄色シルトがブロック状に少量

混入。粘性中、しまり強、小礫、炭化物を含む。
6  2.5Y5/3黄褐色砂に2.5Y5/4黄褐色シルトがブロック状に多量に混入。

粘性中、しまり強。
7  5Y2/1 黒色砂に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量混入。粘性弱、しま

り弱。
8  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混

入。粘性中、しまり中。（樋埋設）
9  2.5Y4/2 暗灰黄色砂に 5Y3/2 オリーブ黒色シルトが粒状に混入。粘性

中、しまり中。
10  5Y2/1 黒色砂に 5Y4/1 灰色シルトが小ブロック状に多量に混入。粘

性中、しまり中。
11a  5Y5/2 灰オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり弱。
11b  5Y5/1 灰色シルト質砂に 2.5Y2/1 黒色泥炭が帯状に混入。粘性中、し

まり中。
 12  5Y5/2 灰オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり弱。
13  5Y5/2 灰オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性弱、しまり弱。
14  2.5Y2/1 黒色泥炭に 5Y5/2 灰オリーブ色シルトと 5Y5/1 灰色砂が斑

状に混入。粘性中、しまり弱。
15a  5Y3/1 オリーブ黒色砂に 5Y6/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に

混入。粘性弱、しまり中。
15b  5Y5/2灰オリーブ色シルト質砂に5Y2/1黒色砂が帯状に混入。粘性中、

しまり中。
16a  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに質砂にN15/0 黒色シルトがブロック状

に少量混入。粘性中、しまり強。
 16b  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトが粒状、5Y5/2 灰オリーブ

色砂が帯状に混入。粘性弱、しまり弱。
16c  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトと 5Y5/1 灰色砂が大粒状に

混入。粘性弱、しまり弱。
16d  2.5Y2/1黒色泥炭に5Y5/1灰色シルトが粒状に少量混入。木片を含む。

粘性弱、しまり弱。
16e  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトと 5Y5/1 灰色砂が大粒状に

混入。粘性弱、しまり弱。
16f  5Y2/1 黒色砂。植物質を含む。粘性弱、しまり弱。

16g  10YR2/2 黒褐色泥炭に、5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。木
片を多量に含む。粘性弱、しまり弱。

16h  5Y3/2オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトが粒状に混入。粘性中、
しまり中。

16i  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトと 5Y5/1 灰色砂が大粒状に
混入。粘性弱、しまり弱。

17a  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色砂が斑状に混入。粘性中、
しまり強。

17b  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性
弱、しまり弱。

17c  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
18  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトが、ブロック状に混入。粘

性中、しまり中。
19a  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/2 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性弱、

しまり弱。
19b  10YR2/2 黒褐色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトと 5Y5/1 灰色砂が大粒状に

混入。粘性弱、しまり弱。
20  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に炭化物を含む。

粘性中、しまり中。
21  5Y4/1 灰色シルトに、5Y2/1 黒色シルトが帯状に混入。粘性中、しま

り中。
22  5Y2/2 オリーブ黒色砂に、5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、

しまり中。
23  5Y3/2 オリーブ黒色砂に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、

しまり中。
24  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シルトが小ブロック状

に混入。粘性中、しまり中。
25a  2.5Y2/1 黒色泥炭に 5Y4/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性弱、しまり

弱。
26a  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトが斑状に混入。

粘性中、しまり中。
26b  5Y3/1オリーブ黒色シルトに5Y4/1灰色シルトが粒状に混入。粘性強、

しまり中。

21
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5SB0112

5SK0106  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。

5SK0107  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。

5SK0105  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。

2  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シル
トが斑状に混入。粘性弱、しまり中。

3  5Y4/1灰色シルト。粘性中、しまり中。

5SK0104  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。

2  5Y4/1灰色シルト。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルトに 5Y3/1 オリーブ
黒色砂と 5Y5/1 灰色シルトが斑状に
混入。粘性中、しまり中。

5SK0100  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。小～中礫を
多量に含む。粘性なし、しまり弱。

5SK0101  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂、小礫を多量
に含む。粘性なし、しまり弱。

2  5Y5/1 灰色シルトに 5Y5/1 黒色シル
トが帯状に混入。粘性中、しまり強。

5SK0102  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。

2  5Y4/1灰色シルト。粘性中、しまり中。

5SK0039  
1  5Y5/5 灰オリーブ色砂。粘性なし、
しまり弱。

2  5Y2/1 黒色砂質シルト。粘性弱、し
まり強。

5SK0064  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。小礫を含む。
粘性なし、しまり弱。

2  5Y4/1灰色シルト。粘性中、しまり強。
3  5Y2/1 黒色シルト。植物質を含む。
粘性中、しまり中。

5SK0040  
1  2.5Y2/1黒色シルト（植物質）に5Y4/1灰色シルトが粒状に混入。粘性中、
しまり中。小礫を少量含む。

5SK0109  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シルトが粒状に少量混入。
粘性中、しまり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多
量に混入。粘性弱、しまり中。

3  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。粘性中、しまり中。炭化した木片を多
量に含む。

5SK0059  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり強。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に多量に混入。粘
性中、しまり中。

3  2 と同様。灰色シルトがブロック状に混入。

5SK0036  
1  5Y4/1 灰オリーブ色シルトに 5Y2/1 黒色シルトが帯状に混入。粘性中、
しまり中。
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１：80

第 53 図　掘立柱建物 5SB0112
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5SD0111  
1  5Y3/2オリーブ黒色シルトに 5Y4/1灰色砂と 5Y5/1灰色シルトが帯状に混入。粘性中、

しまり中。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y2/1 黒色シルトと 5Y5/2 オリーブ色シルトが帯状に混

入。粘性中、しまり強。
3  5Y4/3 暗オリーブ色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂が帯状に大量に混入。
4  5Y4/2 灰オリーブ色質砂。粘着中、しまり強。
5  5Y5/2 オリーブ色砂。粘性強、しまり中。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトがブロック状に大量に混入。

粘性中、しまり中。
7  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
8  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y4/2 灰オリーブ色シルトと 5Y2/1 黒色シルトが粒

状に混入。粘性中、しまり中。
9  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂と 5Y4/3 暗オリーブ色シルトが粒

状に混入。粘性中、しまり中。
10  2.5Y2/1 黒色シルト質砂、植物質を含む。粘性弱、しまり中。
11  2.5Y5/3 黄褐色シルト。粘性中、しまり中。
12  5Y2/1 黒色砂。粘性弱、しまり中。
13  11 と同じ。
14  11 に 5Y3/2 オリーブ黒色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
15  11 と同じ。
16  5Y2/1黒色砂に5Y4/1灰色シルト質砂が帯状に混入。炭化物を含む。粘性弱、しまり弱。
17  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトがブロック状に多量に混入。

粘性中、しまり強。
18  5Y4/3 暗オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
19  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色砂が斑状、5Y2/1 黒色シルト質砂と

5Y4/2 灰オリーブ色シルトが粒状に多量に混入。粘性弱、しまり強。
20  5Y4/2 灰オリーブ色シルト。粘性中、しまり中。
21  2.5Y2/1 黒色砂。粘性弱、しまり弱。
22  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。
23  21 と同じ。
24  5Y2/1黒色砂に5Y4/2灰オリーブ色砂が帯状、5Y4/1灰色シルトが粒状に混入。粘性中、

しまり中。
25  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
26  5Y2/1 黒色泥炭に 5Y3/1 オリーブ黒色砂と 5Y4/1 灰色シルトが帯状に混入。粘性中、

しまり中。
27  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y4/4 暗オリーブ色シルトがブロック状に少量混入。粘

性中、しまり中。
28  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
29  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
30  5Y2/1 黒色砂に 5Y4/1 灰色砂が帯状に混入。粘性弱、しまり中。
31  5Y2/1 黒色泥炭に 5Y4/2 灰オリーブ色砂と 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性中、

しまり中。
32  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/1 灰色シルトが粒状に少量混入。粘性弱、しまり中。
33  5Y4/1 灰色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に多量に混入。粘性中、しまり中。
34  5Y5/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に混入。粘性弱、しまり強。
35  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
36  5Y4/1 灰色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
37  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量混入。炭化物を含む。粘性中、し

まり中。

5SK0028  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状、5Y5/2 灰
オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり強。

2  5Y4/1 オリーブ色砂｡ 小・中礫を多量に含む。粘性なし、しまり弱。

5SK0099  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に、5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量混入。
粘性中、しまり強。

5SK0026  
1  5Y5/1 灰色シルトに 5Y2/1 黒色シルトが斑状に混入。粘性弱、しまり強。
2  5Y2/2 オリーブ黒色シルトに 5Y3/2 オリーブ黒色シルトが帯状に混入。
粘性中、しまり中。

3  2.5Y2/1 黒色シルト（植物質）に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。
粘性中、しまり弱。

4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、
しまり中。

5SK0031  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。小～中礫を多量に含む。粘性なし、しまり弱。

5SK0030  
1  5Y5/3 灰オリーブ色砂。小～中礫を含む。粘性なし、しまり弱。

5SK0113  
1  5Y5/3 灰オリーブ色砂、小～中礫を含む。粘性なし、しまり弱。

0 2m

1:40

０ ５m

１：80

5SD0111

第 54図　溝 5SD0111



100

遺構実測図（D区１面）

1
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FD4954
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FD4657

1

5SK0003

2.10m

FD4258
E1.5m S0.5m

1
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1.90m

5SK0006

FD4356
S2.0m E0.5m

1
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2.10m

FD4356
N1.0m W1.0m

12

3

2.10m

FD4355
N1.0m E1.0m

2.00m

FD4357

1

5SD0001  
1  5Y4/1 灰色シルト。

粘性中、しまり中。

5SD0025  
1  5Y3/2 オリーブ黒

色シルト質砂に、
5Y5/1 灰色シルトが
ブロック状に多量に
混入。粘性弱、しま
り中。

5SK0018  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y2/1 黒色シルトが

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/1 灰色シル

トがブロック状に混入。粘性中、しまり強。
3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y2/1 黒色シルト（植

物質）が斑状に混入。粘性中、しまり弱。

5SD0123
a-a'  
1  5Y4/3 暗オリーブ色粗砂。小礫を多量

に含む。粘性弱、しまり弱。
b-b'  
1  5Y5/2 灰オリーブ色砂。粘性なし、し

まり弱。小礫を含む。
2  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/2 オリーブ黒色シ

ルトが帯状に混入。粘性弱、しまり弱。

0 2m

1:40

０ ５m

１：80

5SD0001 5SD0025

5SK0016

5SD0123

5SK0003  
1  5Y3/1 オリーブ黒色

シルト。粘性中、し
まり中。

5SK0006  
1  5Y3/1 オリーブ黒

色シルト質砂。粘
性弱、しまり強。  

2  5Y3/1 オリーブ黒
色シルトに 5Y4/1
灰色砂が斑状に混
入。粘性中、しま
り中。

5SK0016  
1  5Y4/1 灰色シルト質

砂。粘性中、しまり
中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色
シルトに 5Y4/1 灰
色シルトが粒状に混
入。粘性中、しまり
中。

5SK0018

第 55図　溝 5SD0001 ～ 0123, 土坑・柱穴 5SK0003 ～ 0018
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遺構実測図（D区１面）

1
2

3

2.10m

FD4455
S1.0m

5SK0019  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状

に多量に混入。炭化物を含む。粘性中、しまり強。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。

粘性中、しまり弱。
3  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状

に混入。粘性中、しまり中。炭化物、焼土を含む。

5SK0019 5SK0022

1
2

2.10m

FD4456

5SK0022  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に

混入。粘性弱、しまり強
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状

に混入。粘性中、しまり中

5SK0023,5SK0024  
1  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルト

がブロック状に混入。粘性中、しまり中。

5SK0029  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質

砂に 5Y5/2 灰オリーブ色がブ
ロック状に多量に混入。粘性中、
しまり強。

2  5Y2/1黒色砂に5Y5/3灰オリー
ブ砂が上位に帯状に混入。粘性
弱、しまり弱。

3  5Y4/2灰オリーブ色砂。粘性弱、
しまり強。

4  5Y3/1 オリーブ黒色砂に 5Y5/3
灰オリーブ色砂がまだら状に多
量に混入。粘性弱、しまり強。

5  5Y4/1 灰色シルト炭化物を少量
服含む。粘性強、しまり中。

6  5Y4/1 灰色砂に 5Y2/1 黒色泥
炭が帯状に混入。粘性弱、しま
り弱。

7  10YR4/4 褐色泥炭に 5Y3/1 オ
リーブ黒色砂が帯状に少量混
入。粘性中、しまり中。

8  5Y4/1 灰色砂。粘性弱、しまり
弱。

11 1 2

5SK0024

5SK0023

2.10m

FD4456

6

3

8

4

2

7

1

5

2.10m

FD4657
S1.5m 5SK0029

1 3
2 2

4

3

5

5SK0028

5SK0033

2.10m

FD4656

5SK0033  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状、5Y5/2

灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり強。
2  2.5Y2/1 黒色シルト質砂。粘性弱、しまり弱。
3  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量混入。粘性

中、しまり強。
4  5Y2/1 黒色シルトに 5Y2/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、しま

り中。
5  5Y2/1 黒色シルト（植物質）に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に少

量混入。粘性中、しまり弱。

1

2.20m

5SK0038

FD4756

5SK0038  
1  5Y2/1 黒色シルト質砂

に 5Y4/1 灰色シルト
がブロック状に多量混
入。粘性中、しまり弱。

5SK0045  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトがブロック状
に多量に混入。上位に 5Y5/1 灰
色砂が斑状に混入。粘性中、し
まり中。

1

2.00m

FD4554
S1.2m

5SK0045

0 2m

1:40

第 56 図　土坑・柱穴 5SK0019 ～ 0045
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遺構実測図（D区１面）

12

3

5SK0051 5SK0052

2.00m

FD4654
W0.5m

1234

2.10m

FD4754
E0.5m N1.0m

1
2

1.90m

FD4853
E2.0m

FD4354
N1.0m

焼土

5SK0051,5SK0052  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y6/1

灰色シルトが斑状に混入。
粘性中、しまり中。

2  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1
灰色シルトと 2.5Y2/1 黒色
シルトが粒状に混入。粘性
中、しまり中。

3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1
灰色シルトが粒状に混入。
粘性中、しまり強。

5SK0083  
1  5Y4/1 灰色シルト。

粘性中、しまり中。
2  2.5Y2/1 黒色泥炭。

粘性弱、しまり弱。
3  5Y3/1 オリーブ黒色

泥炭。木製品を含む。
粘性弱、しまり弱。

5SK0091  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂。

粘性なし、しまり弱。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シル

トに 5Y4/2 灰オリーブ色
砂が帯状に混入。粘性中、
しまり中。

5SK0092  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが斑状に混入。粘性中、しまり強。
2  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y2/1 黒色

シルトが帯状に混入。粘性中、しまり中。
2a  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色

シルトが斑状に混入。粘性中、しまり弱。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
5  5Y5/1 灰色シルトに 5Y3/2 オリーブ黒色

シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
6  N2/0 黒色炭化物。粘性弱、しまり弱。
7  5YR3/1 黒褐色シルト（被熱）粘性弱、し

まり強。
8  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。

5SK0063  
1  5Y3/2 オリーブ黒色砂に

5Y4/2 灰オリーブ色シル
トが斑状に混入。粘性中、
しまり強。

2  5Y4/3 暗オリーブ色砂。
粘性なし、しまり弱。

3  5Y2/1 黒色シルトに
5Y5/1 灰色シルトが帯状
に混入。粘性中、しまり
強。

4  2.5Y2/1 黒色シルト。粘
性中、しまり中。木片を
含む。

5SK0063

5SK0070  
1  5Y5/1灰色シルトに5Y3/1オリーブ黒色シルトがブロック状に混入。粘性中、

しまり中。
2  5Y3/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトと 5Y2/1 黒色シルトがブロック状に

混入。粘性中、しまり中。

5SK0070

1

2

3

1.90m

FD4752
S1.0m

5SK0083

2

1

1

1.90m

FD4552
N0.5m E0.3m

5SK0091

焼土

焼土

2

3
1

2a 8

5

6 7 4 6 7
2.00m

FD4551
E1.5m S1.0m

5SK0092

5SP0087  
1  5Y3/1 オリーブ黒色

シルト。粘性中、し
まり中。

5SP0098  
1  5Y3/1 オリーブ黒色

シルト質砂。粘性中、
しまり強。

2  5Y3/1 オリーブ黒色
シルト。粘性中、し
まり中。

5SP0126  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質

砂。粘性弱、しまり中。

11

1.90m

FD4653
W1.0m S0.3m

5SP0087

1

2

1.90m

FD4550
E1.0m,N2.0m

5SP0098

1

1.90m

FD4651
S0.4m W1.3m 

5SP0126

5SQ0127
0 2m

1:40

1

2
3

4

5

5SK0110

5SK0027

2.10m

FD4557
N1.0m

5SK0027,5SK0110  
1  5Y4/1 灰色シルト色砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混入。炭化物を含む。

粘性中、しまり中。
2  5Y5/3 灰オリーブ色砂。粘性なし、しまり弱。
3  5Y3/1 オリーブ黒色砂質シルト。粘性中、しまり強。
4  10YR4/4 褐色泥炭。粘性中、しまり弱。植物質を多量に含む。
5  5Y5/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが帯状に少量混入。粘性弱、しまり弱。

第 57図　土坑・柱穴 5SK0027,0051 ～ 0110,5SP0087 ～ 0126, 焼土遺構 5SQ0127
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遺構実測図（D区１面）
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FD4655 FD4656
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5SX0060
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Ⅵ

10

1

7
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5

b b'
1.90m

5SX0060（a-a'）  
1  N1.5/0 黒色シルト。炭化物植

物質を含む。粘性弱、しまり中。
2  5Y2/1 黒色シルト。植物質を

多量に含む（泥炭）。粘性弱、
しまり弱。

3  5Y2/1 黒色シルト（泥炭に
5Y4/1 灰色シルト質砂が粒状
に混入）。粘性中、しまり弱。

4  N1.5/0 黒色シルト。粘性中、
しまり強。

5  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに
5Y5/1 灰色シルトがブロック
状に混入、粘性中、しまり中。

6  5Y2/2 オリーブ黒色シルト。
植物質を多量に含む。粘性中、
しまり弱。

7  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに
5Y4/1 灰色シルトが帯状に混
入。粘性強、しまり中、植物質、
木片を含む。

8  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オ
リーブ黒色シルトが帯状に混
入。粘性中、しまり強。

9  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰
色シルトが粒状に多量に混入。
粘性中、しまり中。

10  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。
植物質を少量含む、Ⅵ層に類
似。粘性中、しまり中。

VI  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。
粘性中、しまり中。

VII  2.5GY5/1 オリーブ灰色粘質シ
ルト。粘性強、しまり中。

5SX0060（b-b'）  
1  5Y2/1 黒色シルト。植物質を多量に含む（泥炭）。粘性中、しまり弱。
2  N1.5/0 黒色シルト、植物質を多量に含む（越前擂鉢出土）。粘性中、

しまり中。
3  2.5Y3/2 黒褐色シルト。植物質を含む。粘性中、しまり中。
4  5Y3/2オリーブ黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。

粘性中、しまり中。
5  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 2.5Y3/1 黒褐色シルトが帯状に混入。

粘性中、しまり強。
6  2.5Y3/1 黒褐色シルト。植物質を含む。粘性中、しまり中。
7  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性中、しま

り中。
8  N1.5/0 黒色シルト。植物質を含む。粘性弱、しまり弱。
9  1 と同様。
10  10YR2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に多量に混入。粘性

弱、しまり弱。植物質を多量に含む。

０ ５m

１：１００

0 2m

1:40

5SK0133

第 58図　D区１面下層検出遺構 5SX0060,5SK0133・0134 



104

遺構実測図（D区２面）
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第 59図　D区２面遺構配置図１
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遺構実測図（D区２面）
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第 60図　D区２面遺構配置図２
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遺構実測図（D区２面）
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5SK2014
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2024,5SP2025  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂、粘性中、

しまり強。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり中。

3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色
シルトがブロック状に多量に混入。粘性
中、しまり中。

4  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが
粒状に混入。粘性中、しまり弱。

5SP2011  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが粒状に混入。粘性中、しまり弱。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり中。

5SP2030  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが粒状に少量混入。粘性中、しま
り中。

2  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色
シルトがブロック状、粒状に多量に混入。
粘性中、しまり中。

5SP2029  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトがブロック状に多量に混入。粘性
中、しまり、上位が強、下位が弱。

2  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが
ブロック状に少量混入。粘性中、しまり中。

5SP2035  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが

粒状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり中。

5SP2038  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オ

リーブ色シルトがブロック状に混入。炭
化物を含む。粘性中、しまり中。

5SP2059  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

粒状に多量に混入。粘性中、しまり弱。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり強。

5SP2054  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色

シルトが粒状に混入。粘性中、しまり強。

5SP2051  
1  2.5Y2/1 黒色シルト（泥炭）。粘性弱、し

まり弱。

5SX2060 南  
1  2.5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。
2  N1.7/0 黒色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトが粒

状に少量混入。粘性弱、しまり弱。
3  5Y5/2 灰オリーブ色砂質シルト。粘性中、

しまり中。上位に泥炭が 5ミリ厚で堆積。

5SX2060 北 
1  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性弱、しまり弱。
2  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトと

5Y4/1 灰色シルトがブロック状に多量に
混入。粘性中、しまり中。

3  1 と同じ。
4  2.5Y2/1 黒色泥炭に 5Y4/1 灰色シルトと

5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。
粘性弱、しまり中。

０ ５m

１：80

0 2m

1:40

第 61 図　掘立柱建物 5SB2176, 性格不明遺構 5SX2060
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遺構実測図（D区２面）
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5SP2084,5SP2085  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒

状に混入。粘性中、しまり強。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/2 オ

リーブ灰色シルトが粒状に混入。粘性中、し
まり中。

3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒
状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2082  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2灰オリー

ブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり中。

2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シ
ルトがブロック状に少量混入。粘性中、しま
り中。

5SK2081  
1  2.5/Y2/1 黒色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シル

トが粒状に混入。粘性弱、しまり弱。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。

5SK2078  
1  5Y2/1 黒色シルト質砂に 5Y5/2 灰オリーブ

色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり弱。
2  5Y3/1オリーブ黒色シルトに 5Y5/2灰オリー

ブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、し
まり強。

5SP2063  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブ

ロック状に多量に混入。粘性中、しまり強。

5SP2075,5SP2076  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。植物質を含む。

粘性中、しまり中。
2  5Y3/1オリーブ黒色シルトに 5Y4/2灰オリー

ブ色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
3  2 と同じ。炭化物を含む。

5SB2177

1

2

1.40m

FD4255

FD4356

5SD2110  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。

5SD2110

5SD2170

5SD2170  
1  5Y4/1 灰色シルト。炭化物少量含む。

粘性強、しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルト

が斑状に少量混入。粘性中、しまり中。

０ ５m

１：80

0 2m

1:40

第 62 図　掘立柱建物 5SB2177, 溝 5SD2110・2170



108

遺構実測図（D区２面）
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5SP2037

5SK2033

5SK2097
5SK2097  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状

に混入。炭化物を含む。粘性中、しまり中。
2  2.5Y2/1 黒色シルト植物質を含む。粘性中、しまり弱。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトがブ

ロック状に多量に混入。粘性中、しまり弱。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂、粘性中、しまり中。
5  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに炭化物（草）が帯状に混入。

粘性中、しまり弱。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に炭化物、5Y4/2 灰オ

リーブ色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
7  5 と同じ。
8  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。粘性中、しまり中。
9  炭化物（草）に 5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量に混入。

粘性弱、しまり弱。
10  8 と同じ。
11  5Y3/1 灰色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。

粘性中、しまり中。

5SK2115  
1  2.5Y2/1 黒色シルト（泥炭）に 5Y4/2 灰オリーブ色

砂が帯状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルト（泥炭）粘性中、しまり弱。

5SK2118

5SK2118  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に

混入。粘性弱、しまり中。
2  2.5Y2/1 黒色泥炭にN1.7/0 黒色泥炭が帯状に混入。粘性

中、しまり弱。
3  5Y2/1 黒色シルト。粘性中、しまり弱。
4  2 と同様。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。植物質を含む。粘性中、し

まり弱。
6  N1.7/0 黒色未分解植物層。粘性中。しまり弱。

5SP2001  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト

に 5Y5/2 灰オリーブ色シル
トが粒状に混入。粘性中、
しまり中。

5SP2004  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト

に 5Y4/2 灰オリーブ色シル
トが斑状に混入。粘性中、
しまり中。

5SP2016  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。

5Y5/1 灰色シルトがブロッ
ク状に混入。粘性中、しま
り中。

5SP2022  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト

に 5Y5/1 灰色シルトがブ
ロック状に混入。炭化物を
含む。粘性中、しまり中。

2  5Y5/1 灰色シルトに 5Y3/1
オリーブ黒色シルトがブ
ロック状に混入。炭化物を
含む。粘性中、しまり強。

5SP2026  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。

炭化物を含む。粘性中、し
まり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト
に、5Y5/1 灰色シルトが粒
状に混入。木片を含む。粘
性中、しまり中。

3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1
灰色シルトが粒状に少量混
入。粘性強、しまり中。

5SP2027  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。

5SP2034  
1  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、

しまり中。

5SP2037  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト

に 5Y5/1 灰色シルトが粒状
に混入。粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

第 63 図　土坑・柱穴 5SK2033 ～ 2118,5SP2001 ～ 2037
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遺構実測図（D区２面）
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5SP2043  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトが小ブロック状に混入。粘性中、しま
り強。

5SP2044  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトがブロック状に混入。粘性中、しまり
中。

5SP2047  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトがブロック状に混入。粘性中、しまり
中。

2  5Y5/1 灰色シルトに 5Y3/ オリーブ黒色シ
ルトが斑状に少量混入。粘性中、しまり中。

5SP2050  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトがブロック状に混入。粘性中、しまり
中。

5SP2052  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。粘性弱、

しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ黒色シ

ルト質砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2064  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オ

リーブ色シルトが粒状に混入。粘性中、し
まり中。

5SP2066,5SP2068  
1  5Y5/2 灰オリーブ色シルト。粘性中、しま

り弱。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y2/1 黒色シルトが粒

状に混入。粘性中、しまり中。
3  N1.7/0 黒色炭化物に 5Y5/1 灰色シルトが粒

状に少量混入。粘性弱、しまり中。
4  5Y4/2 灰オリーブ色シルトにN1.7/0 黒色炭

化物と 5Y2/2 オリーブ黒色シルトがブロッ
ク状に混入。粘性中、しまり中。

5  5Y4/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/2 灰オ
リーブ色シルトが斑状に混入。粘性中、し
まり中。

5SP2070  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y3/1 オリーブ黒

色シルトがブロック状に混入。粘性弱、し
まり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色質砂に 5Y3/1 オリーブ
黒色シルトが粒状に混入。粘性弱、しまり
中。

5SP2073  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2087,5SP2166  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒

状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2088,5SP2165  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シ

ルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2089  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。粘性中、しま

り弱。

5SP2090  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトがブロック状に多量に混入。粘性中、
しまり強。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y2/1 黒色
シルト質砂と 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混
入。粘性中、しまり中。

3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトがブロック状に混入。粘性中、しまり
中。

5SP2091  
1  5Y4/1 灰色シルトに 2.5Y3/3 暗オリーブ褐

色シルト（植物質）が斑状に混入。粘性中、
しまり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y2/1 黒色シ
ルトがブロック状、5Y5/3 灰オリーブ色シ
ルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。

5SK2092  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ

ルトが斑状に混入。炭化物、小礫を含む。
粘性中、しまり強。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトと 2.5Y2/1 黒色シルトが斑状に混入。
粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

第 64 図　柱穴 5SP2039 ～ 2092,2165,2166
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遺構実測図（D区２面）
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1
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3
21
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11

1.30m

FD4457
N1.0m

5SP2094

2
1

1.40m

FD4457
N0.4m E0.7m

5SP2095

5SP2093  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y6/2 灰オリーブ色シルトが
斑状に、5Y2/1 黒色シルトが
帯状に混入。粘性中、しまり強。

2  5Y5/2 灰オリーブ色シルトに
5Y2/1 黒色シルトが帯状に混
入。粘性中、しまり弱。

3  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。
粘性中、しまり中。

5SP2094  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに

5Y5/2 灰オリーブ色シルトが
斑状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2095  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰

色シルトが粒状に混入。粘性
中、しまり中。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに
5Y5/1 灰色シルトが小粒状に
混入。粘性中、しまり強。

5SP2103  
1  2.5Y2/1 黒色シルト質砂に

5Y4/1 灰色シルトが斑状に混
入。粘性中、しまり弱。

2  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、
しまり中。

5SP2106  
1  5Y2/1 黒色砂質シルト。粘性

中、しまり弱。
2  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/2 灰

オリーブ色シルトがブロック
状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2107  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト

5Y5/1 灰色シルトがブロック
状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2108  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y6/1 灰色シルトがブロック
状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2122  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトが斑状に混
入。粘性中、しまり中。

5SP2124  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y4/1 灰

色シルトが斑状に混入。粘性
弱、しまり弱。

5SP2125,5SP2126  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト、

粘性中、しまり中。

5SP2133  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。

炭化物、焼土を含む。粘性中、
しまり強。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに
5Y5/1 灰色シルトが斑状に混
入。粘性中、しまり中。

5SP2137  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。

5SP2144  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。

5SP2145  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。
5SP2147  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。

5SP2148  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトが粒状に少
量混入。粘性中、しまり中。

5SP2150  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。

粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

第 65 図　柱穴 5SP2093 ～ 2154
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遺構実測図（D区２面）
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1 1
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1 1

5SP2162

1.50m

FD4556
W0.9m S0.4m

1

1.60m

5SP2163
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E1.5m N0.5m

1 1

1.40m

FD4458
N0.8m W0.5m

5SP2164

12

1.50m

FD4556
W0.7m

5SP2156

1.50m

FD4458

FD4357 FD4358

5SP2156  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シルトが

斑状に混入。粘性中、しまり弱。
2  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色シル

トが斑状に混入。粘性中、しまり中。

5SP2160,5SP2161  
1  5Y4/1 灰色シルト ( Ⅵ層に類似 )。粘性中、しまり中。

5SP2162  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが斑状

に混入。粘性中、しまり中。

5SP2163  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト。粘性中、しまり中。

5SP2164  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に少量混

入。粘性中、しまり中。

5SX2178

5SX2100

0 2m

1:40

第 66 図　柱穴 5SP2155 ～ 2164, 性格不明遺構 5SX2100, 石敷遺構 5SX2178
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遺構実測図（Ｅ区１面）

3241a 1b
Vb

Vc

VI

VIIb

VIIa

VIII

X
IX

IVa

IVb
IVc

IVd

IVdVa 1c

5
Vb

Vb

Vc

IVa
IVcb

2.40m
b’

E区中央トレンチ基本層序
b-b'
1a 5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
1b 5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/3 灰オリーブ色シルトがブロック状 5Y2/2 オリーブ黒色シルト（植物質）が帯状に混入。粘性中、しまり中。
1c 5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
2 5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり強。
3 5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
4 5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり強。
5 5Y5/2 灰オリーブ色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。小礫を含む。
IVa 5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状、5Y5/1 灰色砂が斑状に混入。粘性中、しまり強。
IVb 5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。木片を多量に含む。粘性中、しまり弱。
IVc 5Y5/2 灰オリーブ色砂に 5Y5/1 灰色シルトが小ブロック状に混入。粘性弱、しまり強。
Va 5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
Vb 5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
Vc 5Y5/1 灰色シルト質砂　粘性中、しまり中。
VI 10R2/3 黒褐色泥炭。粘性中、しまり弱。上位に 3～ 4cm厚で 2.5Y2/1 黒色砂が埋積。植物質、木片を含む。
VIIa 5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性弱、しまり弱。
VIIb N1.5/0 黒色炭化物に 1.5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性弱、しまり弱。
VIII 5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に少量混入。粘性中、しまり中。
IX 2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性弱、しまり中。
X 5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。

a
3.60m

1
2

45
5

II

I

III III
IV

IV
Va

Vb
VI VII

VIII
IX

E区北壁基本層序
a-a'  
I 近代の盛土
II 10YR4/3 にぶい黄褐色、シルト質砂。粘性弱、しまり強。
III 5Y2/1 黒色砂に 5Y4/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
IV 5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色砂が帯状に混入。粘性中、しまり強。
Va 5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
Vb Va に 5Y4/1 灰色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
VI 2.5Y2/1 黒色泥炭に 5Y4/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性弱、しまり弱。
VII 5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状。5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に混入。
粘性中、しまり中。
VIII 5Y2/1 黒色シルト質砂に 5Y4/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
IX 5Y4/1 灰色シルト。粘性強、しまり中。
1 2.5Y4/3 シルト質砂。壁、床に 5cm厚で泥炭が埋積。粘性中、しまり中。
2 5Y2/1 黒色砂に 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色泥炭と 5Y5/1 灰色シルトが帯状に混入。粘性中、
しまり中。
3 2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性弱、しまり弱。
4 5Y2/1 黒色泥炭に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり弱。
5 5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが粒状に混入。炭化物を含む。粘性中、し
まり中。

a
a’

b

b’

0 2m

1:40

第 67 図　E区基本層序
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遺構実測図（Ｅ区１面）
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第 68 図　E区１面遺構配置図
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遺構実測図（Ｅ区１面）

FD5460

FD5461
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5SP0269

5SP0269

5SP0252

5SP0252

5SP0267
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5SP0253

5SP0253
5SK0255
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2.40m1

Ⅳb Ⅳa
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2.50m 1
VIV VI
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5SK0217

5SK0218

5SP0214

5SP0229

5SK0204

5SK0208 5SP0213

5SK0234

5SP0210
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5SK0233

5SK0233

5SK0204

1
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1
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E0.8m

5SP0213

1
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5SP0210

1
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S0.2m E1.0m

5SK0234

1
2

2.50m

5SP0214

1

2.40m

FD5857
W1.0m S1.6m

5SP0211

1
2.50m

FD5858
W1.0m N1.1m

2.90m

5SK02185SK0217

1 2

2.40m

FD5757
N0.1m

5SP0229

2.40m

5SK0278

2.40m

5SB0278

5SB0277

5SK0255  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂に

5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。
粘性中、しまり中。

IVa  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂。
粘性中、しまり強。

IVb  5Y4/2 灰色オリーブ色砂。粘性中、
しまり弱。

IVc  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シ
ルトがブロック状に混入。粘性中、
しまり中。

5SK0266  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。

小礫を含む。粘性中、しまり中。
IV  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。

粘性中、しまり強。
V  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しま

り中。
VI  2.5Y2/1 黒色シルト質砂。植物質

を含む。粘性弱、しまり弱。

5SK0204,5SP0206  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、

しまり中。

5SP0213  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。

粘性中、しまり中。

5SK0234  
1  5Y4/2 灰オリーブ色砂に 5Y4/1 灰

色シルトがブロック状に多量に混
入。粘性中、しまり強。

2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに
5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。
粘性中、しまり中。

5SP0210  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトがブロック状に
混入。粘性中、しまり中。

5SP0211  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。

粘性中、しまり中。

5SP0214  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトがブロック状に
混入。粘性中、しまり中。

5SK0217,5SK0218  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y4/2 灰オリーブ色砂が斑状に混
入。粘性中、しまり中。

2  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、
しまり中。

0 2m

1:40

０ ５m

１：80

第 69 図　礎石建物 5SB0278,5SB0277
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遺構実測図（Ｅ区１面）
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2.50m

FD5857

3

1
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2.50m

FD5858
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1

2.50m

FD5659
E1.0m

5SK0203

5SK0225

5SK0215

5SK0216

5SK0206

5SD0227

5SD0239

5SK0232

2.50m

FD5560
N1.0m

FD5560
N1.0m5SK0243

5SK0236

5SK0203,5SK0206  
1  5Y3/1 オリーブ黒色

シルト質砂。粘性中、
しまり中。

5SK0216  
1  5Y4/2 灰オリーブ色

シルト質砂。粘性中、
しまり中。

5SK0225  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混

入。粘性中、しまり強。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト。木片を多量に含む。粘性中、しまり弱。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/3 暗オリーブ色砂が斑状に混入。粘性中、

しまり中。
4  5Y2/1黒色シルトに5Y5/1灰色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり弱。
5  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、しまり中。

5SK0215  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質

砂に 5Y4/1 灰色シルトがブ
ロック状に混入。粘性中、し
まり中。

5SK0232  
1  5Y4/3 暗オリーブ色シルト質砂に

5Y5/1 灰色シルトがブロック状に
混入。粘性中、しまり中。

2  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性中、しま
り弱。

3  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。
粘性中、しまり弱。

5SK0236  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂。

粘性中、しまり中。
5SK0244  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂に

5Y3/1 オリーブ黒色砂が
帯状に混入。粘性中、し
まり中。

5SK0244

1

2.40m

FD5560
N1.1m W0.5m

FD5560
N1.1m W0.5m

0 2m

1:40

1
2

2.40m

FD5560

5SK0245

2.40m

FD5559
E0.5m S0.5m

5SK0246

5SK0245  
1  2.5Y2/1 黒色シルト質砂。木片を含む。

粘性中、しまり弱。
2  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シ

ルトがブロック状に混入、粘性中、し
まり中。

第 70図　溝 5SD0227・0239, 土坑・柱穴 5SK0203 ～ 0246
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遺構実測図（Ｅ区１面）
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1

2.40m

FD5361
W0.5m N1.0m

FD5361
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5SK0265

5SK0254

5SK0249  
1  5Y5/1 灰色シルトに 5Y5/2 灰オリーブ色砂が斑状に混入。粘

性中、しまり強。
2  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルト。木片を多量に含む。粘性中、しまり弱。
4  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロッ

ク状に混入。粘性中、しまり中。
6  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが帯状に混入。

粘性中、しまり中。

5SK0251  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロッ

ク状に混入。粘性中、しまり中。
2  2.5Y2/1 黒色シルト質砂に 5Y5/1 シルトが粒状に少量混入。粘

性中、しまり中。
3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に少量混

入。粘性中、しまり中。

5SK0254  
1  5Y2/2 オリーブ黒色シルト質砂に 2.5Y2/1 黒色砂と 5Y5/1 灰

色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シルトがブロッ

ク状に混入。炭化物を含む。粘性中、しまり中。

5SK0265  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y3/2 オリーブ

黒色シルトがブロック状に混入。粘性中、しまり中。

5SK0270  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色シルト

が斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シル

トがブロック状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y5/1 灰色砂。粘性弱、しまり弱。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

ブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。
5  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

粒状に混入。粘性中、しまり中。
6  5Y2/1 黒色泥炭。木片を多量に含む。粘性中、し

まり弱。
7  2.5Y2/1 黒色砂。粘性中、しまり中。
8  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂に 5Y5/1 灰色シル

トがブロック状に多量に混入。粘性中、しまり中。
9  5Y3/1 オリーブ黒色シルトにN1.5/1 黒色泥炭と

5Y5/1灰色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。

5SK0273  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。粘性中、し

まり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シル

トが粒状に混入。5Y4/1 灰色砂が斑状に混入。
粘性中、しまり弱。

5SK0274  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに 5Y5/2 灰オリー

ブ色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  N1.5/0 黒色炭化物。焼土粒を少量含む。粘性

弱、しまり弱。
3  5Y6/1 灰色灰と炭化物の互層。粘性弱、しま

り弱。

5SP0219  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂に 5Y4/2 灰オリーブ色

シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色砂が

斑状に混入。粘性中、しまり中。

5SP0257  
1  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
2  2.5Y3/3 暗オリーブ褐色シルト。木片を多量

に含む。粘性弱、しまり弱。
3  5Y4/1 灰色シルトに 2が帯状に混入。粘性中、

しまり中。

5SP0275  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。小礫を含む。

粘性中、しまり中。
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第 71 図　土坑・柱穴 5SK0249 ～ 0274,5SP0219 ～ 0275
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遺構実測図（Ｅ区２面）
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第 72 図　E区２面遺構配置図
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遺構実測図（Ｅ区２面）

5SP2248 5SP2247

5SP2249 5SP2251

5SP2250 5SP2252

5SP2243

5SP2240

FD5856

FD5857

FD5758

5SP2248

1 2

2.20m

5SP2247

1 2

2.20m

5SP2249

1
2

2.20m

5SP2251

1 2

2.20m

5SP2252

12

2.20m

5SP2250

1 2

2.20m

5SP2240
1

2.20m

FD5657
E1.5m N2.2m

2.20m
FD5758

5SP2243

1
2

FD5757

5SP2247,5SP2248,5SP2249,5SP2251,5SP2252,5SP2250  
1  5Y5/4 オリーブ色砂。小礫を多量に含む。粘性なし、

しまり弱。
2  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。

5SP2240  
1  5Y3/1 オリーブ黒色砂。粘性弱、しまり弱。

5SP2243  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。粘性弱、しまり弱。
2  5Y4/ 灰色シルト。粘性中、しまり中。V層に類似。

5SB2253

1

2.20m

FD5561

5SD2237

1 2.30m

FD5461

5SD2230

1
2.30m

FD5660
W0.5m N1.0m

5SD2246

2.30m

FD5462
W1.0m5SD2235

5SD2237  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シル

トに 5Y5/1 灰色シルトが
ブロック状に多量に混入。
粘性中、しまり中。

5SD2230  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1

オリーブ黒色シルトが斑状、
5Y4/1 灰色砂が斑状に混入。
粘性中、しまり中。

5SD2246  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルト質砂。

粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

０ ５m

１：80

第 73 図　掘立柱建物 5SB2253, 溝 5SD2230 ～ 2246
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遺構実測図（Ｅ区２面）

FD5659

1

2
VI
VII
VIII

IXb

5c

5b

5a3a

3b
3f 3c

3d
3e IXb

X

VII VII
IXa

4c4b 4a 2.20m

5SD2239

5SD2239  
1  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性中、しまり弱。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり弱。
3a  5Y5/2灰色オリーブ色シルトに5Y3/1オリーブ黒色シルト質砂が斑状に混入。粘性中、

しまり中。
3b  2.5Y2/1 黒色泥炭に 5Y4/2 灰オリーブ色砂が帯状に混入。粘性中、しまり弱。
3c  2.5Y2/1 黒色泥炭に 5Y4/1 灰色砂が帯状に少量混入。粘性中、しまり弱。
3d  5Y4/1 灰色砂に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性弱、しまり弱。
3e  5Y3/1オリーブ黒色シルト質砂に5Y5/1灰色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
3f  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
4a  5Y3/1オリーブ黒色シルトに5Y3/1オリーブ黒色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
4b  4a に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状、2.5Y2/1 黒色泥炭が帯状に混入。粘性中、し

まり中。
4c  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性弱、しまり弱。
5a  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。粘性中、しまり中。
5b  5a に 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に少量混入。粘性中、しまり中。
5c  5a に 5Y4/1 灰色砂が帯状に混入。粘性中、しまり中。
VI  5Y3/1 オリーブ黒色泥炭に 5Y4/2 灰色砂が斑状に混入。粘性中、しまり中。
VII  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に多量に混入。粘性中、しま

り中。
VIII  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。下位に 5Y5/2 灰オリーブ色砂が 5cm厚で埋積。粘

性弱、しまり弱。
IXa  5Y2/1 黒色泥炭。粘性弱、しまり弱。
IXb  IXa に 5Y3/1 オリーブ黒色砂が斑状に混入。粘性弱、しまり中。
X 5Y4/1 灰色シルト。粘性強、しまり中。

1

4 3 52

2.30m

FD5857
E2.0mm

5SK2207

1

2.30m

FD5958
S0.6m W0.8m

FD5958
S0.6m W0.8m

1 2

2.20m

FD5858
E0.5m N1.0m

FD5858
E0.5m N1.0m

1

SK2221

SK2222

2.20m

FD5559
S1.0m E1.0m

1

2

3

4

5

2.30m

FD5560

5SK2224

5SK2207  
1  5Y4/1 シルト。炭化物を多量に含む。

粘性中、しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルト質砂。炭化物を少量

含む。粘性中、しまり中。
3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y4/2 灰オリー

ブ色砂が帯状に多量に混入。粘性中、
しまり中。

4  5Y4/1 灰色シルトに 2.5Y2/1 黒色砂が
帯状に混入。粘性中、しまり中。

5  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/1 オリーブ
黒色シルトが斑状に混入。粘性中、し
まり中。

5SK2213

5SK2215

5SK2213  
1  5Y4/4 暗オリーブ色

砂。粘性弱、しまり弱。
小礫を多量に含む。

5SK2215  
1  5Y4/3 暗オリーブ色

砂。粘性弱、しまり弱。
小礫を多量に含む。

2  5Y4/ 灰色シルト。粘
性中、しまり中。V
層に類似。

5SK2222  
1  5Y2/1黒色シルトに5Y4/1灰色シルトが粒状に混入。小礫を含む。

粘性中、しまり中。

5SK2243  
1  5Y4/3 暗オリーブ色砂。粘性

弱、しまり弱。
2  5Y4/ 灰色シルト。粘性中、

しまり中。V層に類似。

5SK2224  
1  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
2  5Y4/1灰色シルト質砂に5Y5/1灰色シルトが粒状に混入。粘性中、

しまり中。
3  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。5Y/1 灰色

砂が帯状に多量に混入。粘性中、しまり中。
4  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトがブロック状に多量に混

入。粘性強、しまり中。
5  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性弱、しまり中。
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FD5758

FD5758

5SK2243

0 2m

1:40

第 74 図　5SD2239, 土坑・柱穴 5SK2207 ～ 2243
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遺構実測図（Ｅ区２面）
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1 2 2.30m
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S0.5m5SK2244
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5SK2245

1
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2.20m

FD5957
E1.0m N0.5m

5SP2209

12 2

2.30m

FD5957
E1.5m S1.0m

5SP2210

1

2.30m

FD5957
E1.5m N1.0m

4SP2208

5SP2208  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルトに

5Y5/2 灰オリーブ色シルトがブ
ロック状に混入。粘性中、しまり
中。

5SP2209  
1  5Y4/1 灰オリーブ色砂。粘性弱、

しまり弱。
2  5Y4/2 灰オリーブ色シルト。粘性

中、しまり強。

5SP2210  
1  5Y4/2 灰オリーブ色シルト質砂。

粘性中、しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しま

り中。

5SP2216  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、

しまり強。
2  2.5Y2/1黒色砂。粘性中、しまり中。
3  5Y4/1 灰色シルト。粘性中、しま

り弱。

5SP2238  
1  5Y4/1 灰色シルト質砂。粘性中、

しまり中。

5SX2219 上層 5SX2219 下層

5SX2219  
1  5Y4/1 灰色砂。粘性弱、しまり中。
2  2.5Y2/1 黒色砂。粘性弱、しまり弱。

0 2m

1:40
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第 75図　土坑・柱穴 5SK2244・2245,5SP2206 ～ 2238, 石敷遺構 5SX2219, ２面下層検出落込み状遺構 5SX2254
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遺構実測図（Ｅ区３面）
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第 76 図　E区３面遺構配置図
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遺構実測図（Ｅ区３面）
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b
b'

1.60m

a a'
1.40m

c

c'

b
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FD5957
E1.0m N1.0m

FD5957
E1.0m N1.0m

1.60m

FD5758
N1.0m E1.0m 5SD3220

5SD3205  
1  5Y2/1 黒色シルト、植物質を含む。粘性中、しまり中。
2  １に 5Y5/2 灰オリーブ色シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1 黒色シルト質砂。粘性中、しまり弱。
4  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが、粒状に混入。粘性中、しまり中。
5  5Y5/1 灰色シルト。粘性中、しまり中。
6  ５に 5Y3/1 オリーブ黒色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
7  5Y2/1 黒色シルト質砂。粘性中、しまり中。

0 2m

1:40

第 77 図　溝 5SD3205・3220
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遺構実測図（Ｅ区３面）
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5SD3226

5SP3228

5SD3225

1.50m

FD5759

1.50m

FD5561
W1.0m N1.0m

5SD3235

5SD3242

1.50m

FD5561
S0.5m

5SK3245

5SD3244

3

4

2 3 1

1.50m

FD5461

5SD3222  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルト質砂。

粘性中、しまり中。炭化物を含む。

5SD3225・5SD3226  
1  5Y3/1 黒褐色シルト質砂に 5Y5/1 灰

色シルトが粒状N15/0 黒色シルトが
斑状に混入。粘性中、しまり中。

2  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性中、しまり中。
3  5Y2/1黒色シルト。粘性中、しまり中。
4  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y3/1

黒褐色シルトが斑状に混入。粘性中、
しまり中。

5  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シル
トが粒状に混入。粘性中、しまり中。

5SD3222

5SD3244・5SK3245  
1  5Y2/1 黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが

ブロック状に混入。粘性中、しまり中。
2  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色

シルトが粒状に混入。粘性中、しまり中。
3  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y2/1 黒色

泥炭が帯状に混入。粘性中、しまり中。
4  5Y2/1 黒色シルト質砂。泥炭を含む。粘

性弱、しまり弱。
0 2m

1:40

第 78 図　溝 5SD3222 ～ 3244
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遺構実測図（Ｅ区３面）
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FD5560
E2.0m S1.0m

5SK3201  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトが粒状に多量
に混入。粘性中、しまり弱。

5SK3217・5SK3218  
1  5Y4/1 灰色シルトに 5Y3/2 オリーブ黒色

シルトが斑状に混入。炭化物を含む。粘性
中、しまり中。

2  1 と同様。炭化物を含まない。
5SK3230  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 2.5Y2/1 黒色

泥炭が帯状に混入。粘性中、しまり弱。
2  １に 5Y4/1 灰色シルトが、ブロック状に

混入。粘性中、しまり弱。
3  １と同様。

5SP3219  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに

5Y5/1 灰色シルトがブロック
状に多量に混入。粘性中、し
まり中。

5SD3232・5SX3233  
a-a'  
1  5Y3/1 オリーブ黒色シルトに 5Y4/1 灰色シルトが粒状に混入。粘性中、

しまり中。
2  5Y4/1 灰色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが斑状に混入。粘性中、しまり中。
b-b'  
1  N1.5/0 黒色泥炭。粘性弱、しまり弱。
2  5Y2/2 オリーブ黒色泥炭。粘性弱、しまり弱。

5SX3234  
1  5Y3/2 オリーブ黒色シルトに 5Y5/1 灰色シルトが粒状に混入。

粘性中、しまり中。
2  2.5Y2/1 黒色泥炭。粘性中、しまり弱。
3  5Y2/1 黒色泥炭。粘性中、しまり弱。

0 2m

1:40

第 79 図　土坑・柱穴 5SK3201 ～ 3230,5SP3219 ～ 3249,5SD3232,5SX3233・3234      
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 80図　4SD0068・4SD0097・4SK0001 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 81図　4SK0001 出土遺物

0 2cm

1:1

0 10cm

1:3

29

33

31

35

30

34

32

28

36

36

4SK0001

炭化

炭化
竹釘



127

　遺物実測図（Ａ区１面）

第 82図　4SK0001 ～ 4SK0016 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）　

第 83図　4SK0016 出土遺物
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遺物実測図（A区１面）

第 84図　4SK0017・4SK0024・4SK0034 上層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 85図　4SK0034 上層・4SK0034 下層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 86図　4SK0034 下層・4SK0045・4SK0046・4SK0047 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 87図　4SK0047 ～ 4SK0063 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 88図　4SK0063 ～ 4SK0100 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 89図　4SK0102 ～ 4SK0106・4SP0048 ～ 4SP0060 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 90図　4SP0070 ～ 4SP0124・4SX0003 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 91図　4SK0016・0017,4SX0003 ～ 4SX0053 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 92図　4SX0053 ～ 4SX0104 出土遺物

金箔

0 10cm

1:3

0 2cm

1:1

161

165

163

169

162

166

164

170

171

179
175

183

173

181

177

172

180

176

174

182

178

4SX0053

4SX0064

0 5cm

1:2

183165

4SX0104

鉄絵

黒色漆

鉄釘

赤色漆
黒色漆



138

遺物実測図（Ａ区１面）

第 93図　4SX0104 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区１面）

第 94図　4SX0104・4SX0111 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 95図　4SP2087・4SK2002 ～ 4SK2043 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 96図　4SK2073 ～ 4SK2084・4SP2007 ～ 4SP2111・4SX2001 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 97図　4SX2001 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 98図　4SX2001・4SX2009 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 99図　4SX2009・4SX2051 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 100図　4SX2051 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 101図　4SX2074・4SX2075 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 102図　4SX2075・4SX2103 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区２面）

第 103図　4SX2103 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 104図　4SD3047 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 105図　4SD3047 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 106図　4SD3047 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 107図　4SD3047 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 108図　4SD3047・4SD3050 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 109図　4SD3050 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 110図　4SD3050 ～ 4SD3057・4SK3011 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 111図　4SK3023 ～ 4SK3056 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 112図　4SK3056・4SP3010・4SX3009 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 113図　4SX3009・4SX3027・4SX3046 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 113図　4SX3009・4SX3027・4SX3046 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区３面）

第 114図　4SX3053 出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 II・III 層）

第 115図　A区 II 層・A区 III 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 III 層）

第 116図　A区 III 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 III 層）

第 117図　A区 III 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 III 層）

第 118図　A区 III 層出土遺物

0 5cm

1:2

0 10cm

1:3

552

551

553

554

562

558

566

556

564

560

555

563

559

557

565

561

563

A 区 III 層

鉄絵



164

遺物実測図（Ａ区 III 層・IV層直上）

第 119図　A区 III 層・A区 IV 層直上出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層直上）

第 120図　A区 IV 層直上出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 121図　A区 IV 層出土遺物

0 10cm

1:3

602

610

606

614

604

612

608

616

603

611

607

615

605

613

609

617

618

622

620

619

623

621

A 区 IV 層

ガラス化

黒色漆



167

遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 122図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 123図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 124図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 125図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 126図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 127図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 128図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 129図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 130図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層）

第 131図　A区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IV層～V層）

第 132図　A区 IV 層・V層直上・V層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区V層） 

第 133図　A区 V層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区V層） 

第 134図　A区 V層出土遺物

0 10cm

1:3

788

784

792

782

790

786

794

781

789

785

793

783

791

787

A 区 V層

炭化

竹釘

竹釘

黒色漆



180

遺物実測図（Ａ区V層） 

第 135図　A区 V層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区V層・VI層直上） 

第 136図　A区 V層・VI 層直上出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 137図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 138図　A区 VI 層出土遺物

0 10cm

1:3

0 5cm

1:2

846

854

850

858

848

856

852

860

847

855

851

859

849

857

853

845

861

858・860

A 区 VI 層竹釘



184

遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 139図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 140図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 141図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 142図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 143図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 144図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 145図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層） 

第 146図　A区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VI 層・VII 層） 

第 147図　A区 VI 層・VII 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VII 層） 

第 148図　A区 VII 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VII 層） 

第 149図　A区 VII 層出土遺物

0 10cm

1:3
1021

1019

1023

1022

1020

1024
1025

1027

1026

1028

A 区 VII 層竹釘

竹釘

竹釘
炭化



195

遺物実測図（Ａ区VII 層） 

第 150図　A区 VII 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VII 層） 

第 151図　A区 VII 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VII 層） 

第 152図　A区 VII 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区VII 層～ IX層） 

第 153図　A区 VII 層・VIII 層・IX 層直上・IX 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IX層）

第 154図　A区 IX 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IX層）

第 155図　A区 IX 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区 IX層～XI 層）

第 156図　A区 IX 層・X層・XI 層出土遺物
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遺物実測図（Ａ区XI 層・A区 ）

第 157図　A区 XI 層・A区出土遺物

鉄分付着

0 2cm

1:1

0 5cm

1:2

0 10cm

1:3

1126

1127

1129

1137

1133

1131

1135

1130

1138

1134

1132

1136

A 区 XI 層

1130

1126・1127

A 区

黒色漆



203

遺物実測図（Ａ区）

第 158図　A区出土遺物
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遺物実測図（Ａ区・B区）

第 159図　A区・4SD0501 出土遺物
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遺物実測図（B区）

第 160図　4SD0501 出土遺物
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遺物実測図（B区）

第 161図　4SD0501・4SD0501 杭列出土遺物
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遺物実測図（B区）

第 162図　4SD0501 東岸・西岸出土遺物
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遺物実測図（B区）

第 163図　4SD0501 堀底障壁内・4SD0501 床面出土遺物
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遺物実測図（B区）

第 164図　4SK0502・4SP0504 ～４SP0522・4SU0540 出土遺物
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遺物実測図（B区）

第 165図　4SU0540 出土遺物
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遺物実測図（B区・B区 I 層）

第 166図　4SU0540・B区Ⅰ層出土遺物
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遺物実測図（B区 III 層・B区）

第 167図　B区 III 層・B区出土遺物
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遺物実測図（C区１面・２面）

第 168図　5SK0404 ～ 5SQ0425・5SP0420・5SP0434・5SD2414・5SK2409 ～ 5SK2470 出土遺物
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遺物実測図（C区２面）　

第 169図　5SP2405・5SP2473・5SX2415 ～ 5SX2457 出土遺物

0 10cm

1:3 0 5cm

1:2

0 2cm

1:1

1339

1329

1325

1334

1323

1331

1327

1337

1322

13301326

1336

1324

1333

1328

1338

5SP2405 5SP2473

5SX2415

5SX2420

5SX2422 5SX2457

1331・1339

1322・1338

1330

炭化

炭化

黒色漆？



215

遺物実測図（C区 III 層・IV層）

第 170図　C区 III 層・C区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（C区 IV層）

第 171図　C区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（C区 IV層）

第 172図　C区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（C区 IV層）

第 173図　C区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（C区 IV層）

第 174図　C区 IV 層出土遺物
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遺物実測図（C区 IV層～VI 層）

第 175図　C区 IV 層・V層・VI 層出土遺物
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遺物実測図（C区VI 層）

第 176図　C区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（C区VI 層）

第 177図　C区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（C区VI 層）

第 178図　C区 VI 層出土遺物
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遺物実測図（C区VII 層）

第 179図　C区 VII 層出土遺物
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遺物実測図（C区VII 層）

第 180図　C区 VII 層出土遺物
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遺物実測図（C区・D区１面）

第 181図　C区・5SD0111 出土遺物

0 10cm

1:3

0 5cm

1:2

0 2cm

1:1

1554

1555

1571

1563

1559

1575

1567

1557

1573

1565

1561

1569

1556

1572

1564

1560

1576

1568

1558

1574

1566

1562

1570

C 区

1558

5SD0111

1575・1576

黒色漆

煤



227

遺物実測図（D区１面）

第 182図　5SD0111・5SD0123 出土遺物
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遺物実測図（D区１面）

第 183図　5SK0023 ～ 5SK0051 出土遺物
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遺物実測図（D区１面）

第 184図　5SK0083 ～ 5SK0133 出土遺物
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遺物実測図（D区１面）

第 185図　5SK0134・5SX0041 出土遺物
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